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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。































　CONTENTS







Prologue　インシネレイト

１　シュマルカンデン

２　ホステージ

３　バックアタック

４　タイガーハンティング

５　キリングタイム

Epilogue　ダイバージェンス




あとがき

























　燃えている。

　赤い炎ほのおが、天を衝つく勢いで猛たけっている。

　キャンプファイヤーのように薪まきが組み上げられ、炎の柱をなしていた。

「こいつはなかなか壮そう観かんだね」

　熱気を全身に受けながら、アリメルドは炎を見つめる。

「個人的には、焼くのは芋いもかバーベキューあたりにしておきたいところだがね」

　炎と、組み上げられた薪の内側に、燃ねん焼しよう中の黒い影かげが見える。

　人の死体だ。

　人の死体が山盛り積み重ねられ、炎の中で燃えていた。

「死体は火か葬そうするもんでしょ」

　答えたのは、アリメルドの隣となりで浮ふ遊ゆうしている玉座に座った、少女だった。

　全面ビロード張り、要所要所に豪ごう華かな細工を施ほどこした、不必要なまでに巨きよ大だいな椅い子すである。座面はベッドとして使えるくらいに広い。

「それともあんた、イセス・メリアが長すぎて、日本の風習を忘れちまったか？」

　少女の言葉に、アリメルドは肩かたをすくめた。

「何をおっしゃるやら、輝てる南なみ亜あ依より君。たしかに、こっちに来て長いのは認めるがね。でも、日本じゃ、こんなたくさんの死体を一度に見ることなんてなかったよ」

　横手に視線を滑すべらせる。炎のすぐ横手に、死体の山が堆うずたかく積み上がっていた。

　ほとんどの死体が、身体からだを二つに──あるいはそれ以上の数に──裂さかれている。つい数時間前まで、バッツビル村の住民として息をしていた者達の死体だ。

「あたしの部下達は、手て際ぎわがいいんでね。そうだろ？」

　輝南亜依と呼ばれた少女は、背後に控ひかえる二人の部下に顔を向けた。

「あたしらにとっちゃ、村一つ全ぜん滅めつさせるなんて朝飯前よん」

　うち一人が自じ慢まんげに言うと、

「そう言えば、今日はまだ食事を摂とってないな」

　もう一人は自分の腹を軽く撫なでた。

　それぞれ、背後にソールドを一枚浮うかせ、手にはハルバードを握にぎっている。男性ですら持ち上げることができないであろうサイズのポールウェポンを、二人は引導術の力を借りていかにも軽そうに扱あつかっている。さながら、長い竹たけ竿ざおでも握っているかのように。

　その刃は先さきは、いまだに新しん鮮せんな血でべっとりと濡ぬれていた。

「この二人はオボロヴィッチシスターズ、ライナとハンナ」

　親指で二人を指しつつ、亜依はアリメルドに紹しよう介かいする。

「サウザンライツ最強を自負してやまない殺し屋コンビさ」

「ほほお。こりゃどうも」

　アリメルドは軽く挨あい拶さつした。

　亜依の部下は、二人だけではない。亜依が従える男達──サウザンライツの構成員達が、火葬作業を黙もく々もくと行っていた。ある者は死体を持ち上げて真上から炎の中に放ほうり込み、ある者は火力を維い持じするために適てき宜ぎ薪を投入している。

　薪の出所は、村人達が住んでいた住居である。一部の構成員らは住居の分解に従事し、次から次へと燃料を作り出していた。

　炎の柱は全部で四つ。事務的に、火葬が執とり行われている。

「しかし、なんでまたこんな手間を？　死体をそのまま放置しておいた方が楽だろう」

　アリメルドの問いに、亜依は半笑いで答えた。

「王女様から言いつけられてるんだ。状じよう況きようが許す限り、貧乳どもの死体はきっちり焼けってね。個人的にはそこまでこだわりはないんだけど、パトロンからそう言われちゃねえ。ま、あたしも、火を見るのは嫌きらいじゃないし」

「ヘイルメリー君が？　彼女の貧乳嫌ぎらいは、相変わらず病的だね」

　嘆なげくような口ぶりで、アリメルドは首を振ふった。

　亜依は、玉座ごと動かして、アリメルドを見み据すえた。

「さて、そろそろ本題といこうか。あたしが息災か確かめるために来たんじゃないんだろ？」

「もちろん、その通り」アリメルドも亜依と向かい合う。「私が追うのは、召しよう喚かん点だけさ。召喚点を追いかけていたら、サウザンライツの活動領域内に入り込んでしまったという話でね」

「なに？　この辺に召喚点が発生するのか？」

　亜依は身を乗り出しかけた。

「その通り。なんで、君に話を通しに来たんだよ。私が召喚点から墜おちてくる異邦人オーバージーを回収するまでの間の安全を保証してほしいのさ。もちろん、ただとは言わない。異邦人の身み柄がらを確保できたら、そのうち一人を君に提供する、というのはどうかね」

　アリメルドの提案を、亜依は手を叩たたいて歓かん迎げいした。

「そいつはいい。うちは、才能ある引導士ハイダイバーは何人でも大だい歓かん迎げいだ」

「そう言ってくれると、こちらとしてもありがたい」

　一いつ旦たん言葉を切ってから、アリメルドは付け加えた。

「ただ……もう一つ、ついでにやって欲しいことがあるんだがね」

「条件付きかよ」

　本能的に、亜依は警けい戒かいする。

「なに、単純なことさ」アリメルドは笑え顔がおを見せた。「ベタイゴイツェと訣けつ別べつしてからというもの、とある女性に追いかけられていてね」

　その言い草に、亜依は即そく座ざにピンと来た。

「アシュラータか？」

「ご名答。いまだにアシュラータ君につきまとわれている。つい先日、佐さ々さ木き君をやられた」

「佐々木が？　へえ。そのうちなんかやらかして死ぬと思ってたけどね、あのおっぱいバカ」

「……おっぱいバカね」

　アリメルドの視線は、亜依の胸むな元もとに吸い付いた。

　亜依は、大きな胸を黒いブラ一枚で支えていた。ブラ以外に上半身に着用しているものは、マントのみである。

「あたしと佐々木を一いつ緒しよにしてもらっちゃ困るね！　あたしの方が胸は大きいし、賢かしこいよ」

　視線に気づいて、亜依はむしろ胸を張った。

「否定はしない。特に、胸については」

　短く言って、アリメルドは肩をすくめた。

「ともかく、アシュラータ君との関係をそろそろ清算したいんだ。そこで、君の力を借りたい。君と、サウザンライツの力を」

「要は、アシュラータをブチ殺したら、あたしに異邦人をくれるってこったな」

「そういうこと。今の私には、アシュラータ君の相手は少々手に余る。助手を失ったばかりな上、今回の召喚点の算出に少々手間取っていてね。計算に集中したいんだよ」

「なるほど結構！　その話、請うけ負ってやるよ」

　ニヤリ、と亜依は口元を歪ゆがめた。

「アシュラータの奴やつ、昔から気に入らなかったんだ。あいつが勝手に王宮から出ていっちまったから、二度と会うこともないだろうと思ってたけど……直接ブチ殺すチャンスだな」

「どうやら、お互たがいに得るところがあるようだね。実に合理的だ」

　満足げに、アリメルドは二度頷うなずいた。

「やり方は君に一任する。いずれアシュラータ君は、私を追ってこの地に現れる。どんな手段を使ってもいいから、彼女を葬ほうむってくれ。彼女の死が確かく認にんできたら、喜んで君に異邦人を進しん呈ていするよ」

「任せてもらおうか」

　高く、亜依は顎あごをもたげた。

「あの女の首を斬きり落として、あんたの目の前に持ってきてやるよ。それとも、あいつの馬ば鹿かでかいおっぱいの方がいい？」

「その辺も君に一任する。私の興味は召喚点にしかないと言っただろ」

　興味なさそうにアリメルドは言って、視線を燃えさかる炎ほのおに戻もどした。

























「島のへりに立って、真下を見なさい」

　アッシュに言われるがまま、八やつ浦うら要かなめは島のへりに立った。

　途と端たん、下から吹ふき上げる風が、前まえ髪がみを強くなびかせた。

「うあ──」

　要は、まともに悲鳴を上げることもできない。

　要が立っているのは、空に浮うかぶ小さな島の先せん端たん。高度は──少なくとも、呼吸ができている以上、大たい気き圏けん内ないのどこか。ただし、真下を見下ろしても地面は見えない。

　島のへりの直下に大地のようなものが見えるが、大地ではない。街が、空に浮かんでいる。

「あれが、シュマルカルデン大公国の首都、イルナバル」

　要のすぐ隣となりに立つアッシュの声には、震ふるえ一つ無い。

「イ……ル……」

　一方で、要はオウム返しすることすらままならなかった。

　要の目測では、イルナバルの位置は現在地点から真下に約五百メートル。

　五百メートル下に、白い巨きよ大だいな円えん盤ばん状のものが浮いている──要の目には、そう映る。

　締しめ付けるような恐きよう怖ふが、要の身体からだをすくませる。退しりぞくことすらできない。少しでもバランスを崩くずした途端に、吸い込まれそうだ。

「さて」アッシュは言った。「要には、ここからイルナバルまで墜おちてもらう」

「なんだと!?」

　要の声が裏返った。反射的にアッシュに抱だきつこうとするが、

「もちろん、一人で」

　ぺちん、とアッシュは迫せまる手をはねのけた。

「これも訓練の一いつ環かんよ。基本的にはまっすぐ墜ちるだけだから、大して難しいことじゃない。頭上に母なる月があることだし」

　頭をもたげ、空を見上げる。

　正午に近い時間だが、日は隠かくれている。といっても、太陽を覆おおい隠しているのは雲ではない──頭上に鎮ちん座ざする、巨大な月だ。イセス・メリアの空に常在する、「母なる月」。

「難しいとかいう問題じゃねーんだよ──」

　再び、要はアッシュに手を伸のばす。

　アッシュは身体を小さく丸め半回転、すがりつく要を回かい避ひしつつ、

「せっ」

　背中で体当たりをかけた。

「のわあ──」

　手もなく要は押し出される。押し出された先に、地面はない。

「──あああ────!?」

　必然的に、要の身体は自由落下を開始した。

「何すんだァーッ！　クソッタレェェ──ッ!!」

　要は絶ぜつ叫きようした。けれども、その間にもイルナバルの地面が迫る。激げき突とつすれば、死あるのみ。

「クソ、この……！」

　精神を集中して、要は引導術を発動した。

　大切なのは、イメージだ。

　自らの身にかかる、大地からの引力。これが弱まるのをイメージする。

　頭上にある「母なる月」からの引力。これが強まるのをイメージする。

　すると──要の落下速度は、みるみる減速していく。あたかも、見えないパラシュートが開いたかのように。

　進行方向に障害物がないことを視し認にんしつつ、要は一定速度で落下を続け、残り数十メートルになったところで更さらに減速。ゆっくり地面に迫り、ふわり、と羽根のように着地する。

　両足の裏がぴたりとついたところで、引導術を終しゆう了りよう。足裏に全身の体重を乗せ、直立する。

　直立姿勢は一秒も持たず、

「……あぐぐぐぐ」

　不気味な声を立てながら、要は膝ひざをかくんと折り、その場にうずくまってしまった。

「はい、よくできました。できればもう少し速度を上げて……」

　少し遅おくれて、墜ちてきたアッシュが要のそばに降り立った。

「……って、聞こえてないみたいね」

　要の醜しゆう態たいを目まの当たりにし、首を左右に振ふる。

「いい加減、高所恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくしてもらいたいのだけれど──」

　一歩、要の方に足を踏ふみ出した瞬しゆん間かん──

「…………!!」

　獲え物ものを捕つかまえるワニのごとく要は飛び上がり、一いつ瞬しゆんでアッシュを引きずり倒たおした。

「にゃあ！」

　今度はアッシュが悲鳴を上げる番だった。

「あぐぐぐぐ」

　全力で要はアッシュを抱だきしめ──というか締め上げ、顔面を力ちから一いつ杯ぱいアッシュの大きな胸に埋うずめる。

「離はなしなさい！　離しなさいってば！」

　優すぐれた引導士であるアッシュとて、男の腕わん力りよくに敵かなうはずがない。ガスンゴスンと要の脳天にチョップ、肘ひじ、拳こぶしを雨あられと叩たたき込むものの、要はアッシュから離れない。

　結局、要を引き離し、落ち着かせるまで、ゆうに五分を要した。




　イルナバルの街並みは、全ぜん般ぱん的に白かった。

「白い煉れん瓦がか……」

　足あし下もとの煉れん瓦が畳だたみを、要は踵かかとで軽く二度蹴けった。

　道の左右にも、白しら壁かべの建築物がずらりと並んでいる。大きさからして、多分個人住宅だろう。青空の背景に白い街並みという風景は、それこそイタリアとかスペインとか、地中海沿岸の都市を想起させる。

　しかし、ここはヨーロッパではない。

　その上、地球でもない。

　更に言うと、地球と同じ宇宙内に存在するかも怪あやしい。

　ここはイセス・メリアと呼ばれる世界。ごく平へい凡ぼんな日本の高校生である──いや、高校生だった──八浦要にとっては、まったくの異世界だ。

「……どうかした？」

　呟つぶやきを耳に留め、アッシュは歩みを止めぬまま、首だけを要に向ける。

「いや……綺き麗れいな街並みだなあ、ってね」

　心ここにあらずという調子で、要は答えた。

　発言に偽いつわりはない。しかし、脳天気な観光気分に浸ひたることなど、できはしなかった。

「俺の地元は、こんなに綺麗じゃねーからな。電信柱がやたらめったら立ってるし、ごちゃごちゃしたところだ。それでも、今みたいな立場になると、もう一回地元の光景を見たくて仕方ねーよ。もう二度と家には帰れねーと思うとな」

「……そう」

　短く、アッシュは言った。

「そうね。そのことは、謝るしかないわね」

「アッシュが謝る必要はねーだろ。おまえに喚よばれたわけじゃねー」

　そう、誰だれに喚ばれたわけでもない。要がイセス・メリアに墜おちてきたのは、偶ぐう然ぜんだ。

「そう言われると助かるわ」

　はあ、とアッシュは安あん堵どの吐と息いきをついた。

「たまにいるのよね。まるで私達に責任があるみたいに、無む茶ちや苦く茶ちやな怒おこり方をする異邦人オーバージーが」

「そりゃ災難だ」

　こちらの世界に墜ちてきた人間は、要が初めてというわけではない。イセス・メリアでは、時折日本からの連れん絡らく孔こうが開き、日本人が降ってくる。月一くらいで発生する、珍めずらしい天気みたいなものだ。遠い昔から、流入は続いている。

「そういう奴やつらは、どんな風になだめるんだ？」

「とりあえず、ここに来てもらう」

　アッシュは進路を右に曲げ、アーチ状の門をくぐった。

「……うおお」

　門に足を踏み入れた途と端たん、要は短く驚おどろきの声を上げた。

　背の高い白い煉れん瓦が塀べいの内側は、よその住宅街と隔かく離りされた一角となっていた。

　こちらも住宅街だが、外と比べて決定的な差さ違いがある。

　道の左右に並んでいるのは──木造住宅だ。

「なんだこりゃ！　なんでこんな場所に日本式の家が並んでるんだよ」

「ここは異邦人街──というか、日本人街だからよ」

　あっさりとアッシュは答えた。

「シュマルカルデンが、異邦人の保護に力を入れていることは前に何度も言ったでしょ？　ここは、イセス・メリアに墜ちてきてしまった人達を受け入れるための街なのよ」

「へえー……」

　ふらりと進み出て、要は周囲をぐるりと見み渡わたす。

　家屋が規則的に整然と並んでいる様は、この街区がかっちりした都市計画のもとに構築されたものであることを示している。いかにもニュータウン的な趣おもむきだ。

　ただし、建ち並ぶ家の外観は、やや古くさい感がある。いや、古くさいというか──

「……なんだか、神社や寺っぽいのも多いな」

　やっと違い和わ感かんに気がついた。家屋の合間に時折、神社のような寺のような、神域内にあるべき建物が姿を見せている。まるで、「普ふ通つうの民家です」とでも主張しているかのように、さりげなく。

　そして、神社のような寺のような建物の玄げん関かんには、苗みよう字じの記された表札がある。間ま違ちがいなく、民家らしい。

「この家、宮大工にでも造らせたのかよ」

「宮大工？」

　アッシュが首を傾かしげる。

「ああ、宮大工ってのはな──」

　解説しようとした要だったが、

「宮大工というのは、日本において神聖な建造物を専門的に造る大工のことだよ」

　横から割り込んできた声が、先に説明を済ませてしまった。

　軽い驚きとともに振ふり返ると、すぐそこに中年男性が立っていた。

　衣服、顔つきともにイセス・メリア人風。モミアゲから顎あごまでつながる立派な髭ひげを生やした、精せい悍かんな顔つきの人物だった。

「あっ」

　その顔に、アッシュも目を丸くする。知り合いのようだ。

「なんでこんなところに──」

「たまたまだよ。ちょいと知り合いに会いに来たのさ」

　そう言って、男は笑った。初対面の要でさえ、思わずつられて笑いたくなるような、人なつっこい笑え顔がおだ。

　その笑顔を、男は要に向けた。

「その通り、これらの家をデザインしたのは、随ずい分ぶん昔にイセス・メリアに墜ちてきた宮大工だ。初めはそちらの世界と同様の家を建てるつもりでいたらしいけど、こちらの世界じゃ資材に色々限界があってね」

　それもそうだろうな、と要は得心した。木造家屋といっても、その材料を百パーセント木材でまかなえる訳ではない。釘くぎやらネジやら、金具の類たぐいも不可欠だ──現代的木造家屋を建てるなら。石造建築物が主たるところをしめるイセス・メリアにあって、どの程度の物が揃そろえられるのかは疑問だ。

「資材不足をカバーする工法を取った結果、こんなデザインになったんだそうだ。ま、外観に違和感があるかもしれないが、中身はちゃんと住める場所になっているから心配はない」

「そうなのか」

　納なつ得とくしてから、要は別の疑問を口にする。

「で、一体あんたはどちらさまで？」

「口を慎つつしみなさい！」

　アッシュは要の後頭部をわしづかみにし、力を込めて押し込んだ。

「何すんだ！」

　要は身体からだをねじって抵てい抗こうするが、

「この方はシュマルカルデン大公その人よ！」

　アッシュの一声に、ぴたりと動きを止める。

「なに……」

　奇き妙みような体勢のまま、要は男──大公の姿を見上げた。

　大公は、その辺の街頭を行き交かう市民ともさして変わらない服装に身を包んでいた。だが、改めて身なりを観察すると、なるほどいかにも貴人の趣がある。以前要がアッシュに見み出いだしたような、高貴な家の人間特有のオーラめいたものを、大公はそこはかとなく放っていた。

　大公の背後には、二人の女性が付き従って立っている。同じ衣装──制服だろうか──に身を包み、口元には穏おだやかな笑みを漂ただよわせつつ、要に鋭するどい視線を向けている。

（ボディガードか）

　と気づいて、要はアッシュの言葉が噓うそでも冗じよう談だんでもないことを確信した。二人のボディガードはそれぞれ、二つの金属塊かいをそばに浮うかべている。銀色の光こう沢たくを放つ、縦長の巨きよ大だいな塊かたまりだ。

　ソールド──引導術で用いられる武器、鈍どん器きである。

　少しでも要が妙みような動きをしたら、ソールドで叩たたき潰つぶす。わずかな殺気を、二人の女性は要に向けている。

　慌あわてず騒さわがず、ゆっくりと要は身を起こした。そして改めて、一礼する。

「すいません、失礼しました。俺は、……いや僕は、八浦要って言いますです」

　おのずと、かしこまった口調になった。まかり間ま違ちがえば、ソールドを投げつけられ、叩き潰されかねない。文字通り、叩き潰されるのだ──一いつ般ぱん的に、ソールドは六十キロくらいの重量がある。

「そんなかしこまらなくても構わんよ？　楽にしなって」

　大公は、あくまでも気さくだった。

「……はあ……」

　しかしそう言われても、すぐに楽にできるものでもない。要の緊きん張ちようは消えなかった。

　くるりと振り返り、大公はボディガードに苦言を呈ていした。

「君らが睨にらむから、彼がおびえているじゃないか」

「警護役として務めを果たしているだけです」

　ボディガードの内一方が、堅かた苦くるしい口調で答えた。

　同じ服装に身を包んではいるものの、二人の容姿には決定的な差さ違いがあった。黙だまっている方の女性は、ともすれば男性かと見まごうほどに胸が真っ平らだが、今発言した方の女性は、恐おそろしく胸が大きかった。

「おいおい、フランカ。アッシュが連れてきた異邦人オーバージーだよ？」

　胸の大きな女性──フランカに、大公は反論した。

「君は、彼女が暗殺者を連れてくるとでも疑ってるのかね」

「疑ってなどいませんよ。しかし──」

「だったら、もう少し楽にするこった。ほら笑って笑って」

　相手の言い分を遮さえぎり、大公は手を伸のばして──無造作にフランカの胸を揉もんだ。

「!!」

　途と端たんに女性は目を吊つり上げ、電光のごとき平手を放った。パチコン、といい音が響ひびく。

「はいはい、落ち着いて」

　胸が平らな方のボディガードが腕うでに腕を引っかけ、二発目の平手を未然に防いだ。

「離はなしなさい、カナ！　この人は少し痛い目に遭あわせて差し上げないと──！」

　フランカはカナを引き離そうとするが、カナはうまいこと身体を割り込ませて、大公との距きよ離りを離す。

「あっはっはっは。その調子その調子」

　大公はというと、叩かれた頰ほおを押さえつつもケタケタと笑っていた。要の視線に気づいて笑いを抑おさえ、向き直る。

「えー、私はダラス・サムスターク・デス・シュマルカルデン。アッシュの言う通り、シュマルカルデンの大公だ」

　軽い口調で、自己紹しよう介かいした。

「この方が、私達のリーダー。イセス・メリアに真の平等をもたらすための戦いの旗手よ」

　とアッシュは付け加えたが、

「そんな大層なものじゃないさ。単に、目の前でかわいい女の子が不当な差別を受けているのを見ていられない、というだけだよ」

　大公は首を横に振ふった。

「差別、ですか……」

　後方でもみ合っているボディガードに視線を投げて、要はふと気がついた。大公が、イセス・メリアの被ひ差別者である貧乳女性をそばにつけている、という事実の重要性に。

　イセス・メリアには、メドラニカと呼ばれる奇妙な教義、風習が存在する。それは過去に実在した聖女の名前であり、なおかつ地球におけるカースト制的な意味合いも持つ。巨きよ乳にゆう女性を頂点とし、貧乳女性を最下層とするカースト制だ。

　非イセス・メリア人にしてみれば、これほど理り不ふ尽じんな身分制度もない。男性はメドラニカの外に置かれているため、要自身が差別を受けることはないのだが、胸の小さな女性が理由もなく石を投げつけられる光景を日常的に目まの当たりにしては、冷静ではいられない。
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　それを考えると、大公が貧乳女性をボディガードとしている、という事実は大きい。メドラニカに対する態度を黙もく示ししているのだ。

「ともかく、お疲つかれ様だったね」

　大公は、アッシュにねぎらいの言葉をかける。

「アリメルドとの決着をつけることはできたかな」

　仇きゆう敵てきの名に、アッシュは表情を硬かたくした。

「逃にがしました」

「あら。それは残念だ。ということは、今回の成果は彼一人か」

　目線だけを動かして、大公は要を見やる。

「ええ……」アッシュは頷うなずいた。「今回の召しよう喚かん点発生によって墜おちてきた異邦人は全部で四名。うち一人は転落死、二人は行方ゆくえ不明になっています。アリメルドの手の内に残らなかったことが不幸中の幸いではあるのですが、──」

「そうだ」

　要は声を割り込ませた。

「その行方不明者ってのが、俺の友達なんですよ。なんとしても、二人を助けなきゃならねーんです。俺を、アッシュみたいに、シュマルカルデンのエージェントとして雇やとってもらえねーか。いや、雇ってもらえませんか」

　真しん摯しに、大公に訴うつたえる。

「君の友達を助けるために？」

　申し出を受けて、大公は要に真しん剣けんな顔を向けた。

「いかにも、我らシュマルカルデンは、異邦人の保護を重要政策としている。君の友人がシュマルカルデンの門を叩たたくのならば、喜んで受け入れよう。しかしながら、この広いイセス・メリアのどこかにいるたった二人の人間を捜さがし出すなんて、並なみ大たい抵ていなことじゃないよ。はっきり言ってしまえば、十年を費ついやしたところで見つからないかもしれない。成果の出ない任務に金は出せないね」

「う……」

　シビアな、しかし正せい鵠こくを得た指し摘てきに、要は思わず黙だまり込む。

「シュマルカルデンのエージェントになるということは」大公は続ける。「私の命令に従って、この国の繁はん栄えいのために働いてもらうということだ。アッシュにアリメルドを追わせているのも、アリメルドの討とう滅めつがこの国の利益になるからだ。単に彼女の来歴に同情して、仇あだ討うちのパトロンになっているわけじゃない。それでも君は、エージェントになりたいって言うのかな」

　そこまで言って大公は口をつぐみ、返答を待った。

　少し考えてから、要は口を開いた。

「……はっきりしているのは、今の俺はあまりに無力だってことです。たしかにそりゃ、少しは引導術を使えます。けど、イセス・メリアという社会についてあまりにも無知だし、生せい活かつ基き盤ばんもありゃしねー。どうすれば食っていけるのか、その方法すらわからねーんです。アッシュに拾われていなかったら、今いま頃ごろ飢うえ死にしていたかもしれねー。だからこそ、今俺に必要なのは、職なんです。金を稼かせげる仕事につかなくちゃ」

「なるほど」

　興味を示して、大公はわずかに目を細める。

「そういうことなら、いくらでも仕事は紹介できる。パン職人なり煉れん瓦が職人なり、就職先はいくらでもあるよ。でもそれでも、エージェントになることを選ぶのかね？」

「ええ、エージェントが第一志望です。理由は二つ──友人の行方を捜すには、イセス・メリアのあちこちに派は遣けんされる仕事についた方が都合がいいということ」

「ふむ。もう一つは？」

「もう一つは、シュマルカルデンの人間として戦うことが、メドラニカとかいうクソろくでもないものをぶっ潰つぶすための早道になるから、ですよ」

　自身も気づかぬうちに、要は言葉のうちに怒いかりをこめていた。

　イセス・メリアに来てまだ指で数えうるほどの日にちしか経たっていないが、その間に要はメドラニカが引き起こすあまりにも醜みにくい出来事を目の当たりにしてきた。貧乳というだけで、彼女らは奴ど隷れい以下の存在として扱あつかわれ、いわれなき暴力を被こうむり、苦しめられている。目を背そむけずにはいられない事象を、しかしイセス・メリア人の大多数は何の疑問もなく受け入れている。

　こんなこと──メドラニカなど、あってはならない。

　イセス・メリアという世界に対する怒りが、要の心の内には満ちていた。

　ただ──中には、メドラニカを否とする人々もいる。万ばん人にん平等を理想とする、アッシュや大公のような人物がいる。

　どうせ働くのならば、理想を希求するために働きたい。

　そんな思いを胸に、要は大公をじっと見つめる。

　しばしの沈ちん黙もくの後、

「……フフッ。いいよ。君をエージェントとして迎むかえよう」

　大公はあっさりと承しよう諾だくした。

「……いいんですか？」

「せっかくの申し出、断る理由があるかね？　試ためすようなことを言って、悪かったね」

　大公の言葉に、アッシュはほっと息をついた。

「要には、引導士としてのセンスがあります。私の助手として訓練を施ほどこし、教育してやれば、使し役えきするに足る存在になりうるかと──」

「君がそう言うのなら、そうなんだろう」

　アッシュの推すい薦せんの言葉を、大公はあっさりと受け入れた。

「というか、君がそんなことを言うのは珍めずらしいじゃないか。そんなに彼を手元に置いておきたいのかな」

「いやいや」アッシュの声が裏返った。「そういう訳ではなくて、単に客観的に所感を述べたと言いますか、その──」

　アッシュの言い訳を無視して、大公は要の顔を凝ぎよう視しした。

「ほほお……君は中性的な男性が好みだったのかね？　意外だな」

「そういや」

　パチン、と要は指を鳴らした。

「実は俺、アッシュに拾われてから、何度も女装させられまして。こいつには倒とう錯さく趣しゆ味みがあるのかもしれま──」

　アッシュの手が素す早ばやく伸のびて、要の顔下半分を握にぎった。

「ムギュッ」

　要は強制的に発言を止められた。

「黙っていなさい！」

　そのまま、アッシュは強ごう引いんに要を投げ飛ばした。地面に倒たおれた要を大公の視線から隠かくすように動いて、姿勢を正し、

「……要の身み柄がらは、私の方で預からせて下さい」

　大公にそう宣言した。

「そうかね。なら、君のいいようにしたまえ」

　鷹おう揚ように応じたのち、大公は身を乗り出して、要に声を掛かけた。

「それじゃ、まずは君には、異邦人オーバージー用の教育パッケージを受けてもらおうか。イセス・メリアで生きていくための知識を身につける促成コースだ。今すぐにでも友人を救いに行きたいだろうが、まあここは辛しん抱ぼうしてくれ」

「わ……わかりました」

　どうにか、要は答えた。けれどもまたもや痛みが走り、顔をしかめる。

「くっそ、アッシュの奴やつ、マジギレしやがって。事実を述べただけだろうが……」

　と、要の背後から脇わきの下に腕うでが差し込まれた。

「アッシュはマジギレなんてしていませんよ」

　ボディガードの二人が、要を助け起こした。

「おっと、こりゃどうも」

　礼を言ってから、声をかけてきたカナを見やる。

「あれをマジギレと言わずしてなんて言うんだよ」

「愛情表現、と」

　この上なく真ま面じ目めな顔つきで、カナは言った。

「何の冗じよう談だんだ」

「冗談ではありません。私は、アッシュがとある男性にマジギレしたところを見たことがありますよ」

「そいつはどんな目に遭あわされたんだ？」

「このような言い方は少々下品ですが」カナはわずかに声を潜ひそめた。「その男性は、自分の尻しりの穴を眺ながめながらお亡なくなりになりました」

「…………」

　要は目をぱちくりした。

　身体からだをひねって、自分の尻を視界に捉とらえようとする。が、見えるのは腰こし、骨こつ盤ばんが盛り上がっている部分までである。

　結論はすぐに出た──普ふ通つうの人間は、自分の尻を眺めることはできない。上半身と下半身を真っ二つにされでもしない限り。

「……自分の尻を見たくなきゃ、アッシュから愛される人間になるより他ほかにねーのか……」

「そうですね。人から愛されるのは、素す晴ばらしいことです」

　うやうやしく、カナは一礼した。







　翌日から、要は学校に通うことになった。

　校舎は、異邦人街の中心部分に建つ、二階建ての木造建築だ。規模自体は、さして大きくはない。父親の出身地、田舎いなかの小学校に似ている、と要は感じた。父が通っていた小学校は一学年二十数人ほどで、クラス分けという概がい念ねんがなかったのだという。

　外観同様に、内装も古くさい──が、よく言えば趣おもむきがある。『坊ぼっちゃん』やら『二十四の瞳ひとみ』やら、昔の学校を扱あつかった小説の登場人物になったような気分になれる。

　ただし、教きよう鞭べんをとる教師はというと──

「それでは、授業を始めるわよ」

　胸むな元もとを強調する大だい胆たんなシャツを着用していた。これは、昔の学校小説にそぐわない。

「アッシュが教師役かよ」

　要が文句を言うと、

「先生と呼びなさい！」

　アッシュは要の鼻先に教鞭を振ふった。

「うぬわ！」

　要は席の中で大きく身をのけぞらせた。

「何すんだコラ！　ふざけんな暴力教師！」

「教師役じゃなくて、教師そのものよ」

　冷たい目で、アッシュは要を見下ろした。

「これといった任務をもらっていない時は、こんな風に異邦人の教育係も務めているの」

「…………」

　首をひねり、要は教室内を見回した。室内にいるのはアッシュと要のみ、生徒用の机は整然と並んでいるが、がらんとしている。

「俺以外の生徒がいないようだが」

「それはそうよ。あなたに受けてもらうのは、墜おちてきたばかりの異邦人のための教育プログラムだから」

　アッシュは窓の外に目を向ける。校舎の前に広がっているのは、真っ平らな土のグラウンド。西日に照らされた運動場だ。

「ここは普ふ段だんは、異邦人の子供達を教育する場所なの。朝昼は子供達が勉強している」

「空いている時間を利用して、俺に教育を施ほどこそうって寸法か」

「ええ。でもさしあたって、国語や算数の勉強は必要ない。まずあなたに学んで欲しいのは、イセス・メリアという社会についてと、その社会を形作るに至った歴史的経けい緯い」

　教きよう卓たくに用意していた冊子を、アッシュは要に手て渡わたした。全部で二冊、そこそこ厚い。

「現代社会と世界史の教科書、ってとこか」

　要は冊子をぱらぱらとめくる。本自体は何人もの手を渡ってきたらしく、使い古されている感がある。なんで新品じゃないんだ、と言いかけて──

「……いや、イセス・メリアじゃ本は貴重品かね」

　という点に思い至った。こちらの世界の印刷技術がいかほどのものかはわからないが、少なくとも日本みたいに気軽に利用できるものではないだろう。

「そうよ」アッシュは頷うなずいた。「あなたの教育が済んだら、その冊子はいずれやって来る新たな異邦人に手渡される。だから、ラクガキしたりよだれを垂らしたりしないように」

「子供みたいな注意すんなよ」

　文句を垂れつつ、教科書の内容にざっと目を通す。幸いにして全すべて日本語だが、文章はページ一いつ杯ぱいにみっしりと並んでいる。ともすれば眠ねむ気けを誘さそわれ、よだれを垂らすという可能性は否定できない。

「教科書を少しでも破損したら、百叩たたきの刑けいに処すわよ」

　教鞭の先を、アッシュは要のほお骨あたりに押しつけた。

「やめろ」首をねじって、要は教鞭を逸そらした。「百叩きって、まさか俺の尻を叩くのか」

「もちろん。パンツを脱ぬがせて、直じかに百発」

「冗じよう談だんは止よしてくれよ」

　半笑いを、要は浮うかべる。

　けれども、アッシュの真しん剣けんな表情がゆるむことはなかった。

「……はいはい」要は肩かたをすくめた。「居い眠ねむりする時は、教科書を枕まくらにしないようにする」

「そもそも居眠りしないように」

　もう一度、アッシュは教鞭を要に押しつけた。




　学ぶべきことは、あまりにも多かった。

　まず一番初めに教え込まれたのは、貨か幣へいとその価値についてだった。

　市場流通しているのは銅貨がほとんどで、基本的に金貨銀貨は高額決済が行われる時にのみ利用される。金銀の希少性は地球同様──いや、むしろ地球以上かもしれなかった。

「異邦人の、金貨銀貨に対する気安い態度には、よく驚おどろかされる」とアッシュはコメントしたものだ。「こちらでは、たった一枚でも人一人の運命を変えうるほどの貴重品だというのに、あなた達は銅貨にも金貨にもほとんど変わらない態度をとって、ぞんざいに扱う」

「まあ、日本でも金貨は高額だけど、一枚で人の人生を変えるほどのものじゃねーからな」

　五万円、あるいは十万円の記念硬こう貨かを念頭に、要は言い返す。

「一枚で、人一人がなんとか一、二ヶ月食っていくことができるって程度かね？　生活レベルにもよるけど」

「あなた達の世界には、金がたくさんあふれているの？」

「ンなこたねーよ。金はレアだし、掘ほり出すのにも手間がかかる……」

　と呟つぶやいてから、ふと疑問に突つき当たる。空を生活の場とするイセス・メリアにおいて、金はどこから産出されるのか？

　質問をぶつけると、アッシュは即そく答とうした。

「鉱山から掘り出すに決まっている。空から降ってくるなんてことはないわ──降ってくるのは人だけよ」

「鉱山ってのはどこにあるんだ。空飛ぶ島？　それとも地上？」

「地上よ。かつて、地上の鉱脈は全てベタイゴイツェ王国の管理下にあった。でも、王国の力が弱くなった今は、各大公国が勝手に支配している。極きわめて重要な財源になるから」

　通貨の話から、話題は各大公国の支配領域へと移る。

　大公国の支配が及およぶ範はん囲いというものは、二種類に分けられる。空域と、地域だ。

　イセス・メリア人は空を生活の場とする。とはいえ、完全に大地と無む縁えんではいられない。なぜならば、一部の生活必ひつ需じゆ品ひんは大地でしか生産できないからだ。それは、金を始めとする鉱物であり、あるいは畑で生み出される農作物である。

　空飛ぶ島の上での農作物生産の研究も行われており、一定の成果を上げている。だが、大地の生産力には及ぶべくもない。自国の市民、兵隊を食わせていくための食料の確保は為い政せい者しやにとって至上命題であり、食料生産能力の大小は大公国の勢力の強弱に直結する。

「例えば、オプスレイ大公国」アッシュは例を挙げる。「あそこは、地上領を確保できていなかった。食料を他者から輸入するということは、他者に胃い袋ぶくろを握にぎられるということ」

「腹が減っては戦いくさはできぬ、ってか」

「だから、オプスレイ大公国は地上領を得ることを悲願としていた。アリメルドを雇やとって異邦人を従えようとしたのも、隣りん国ごくから地上領をもぎ取るためだったと考えられるわ」

「俺はそんなことのために働かされる予定だったってこと？　冗談じゃねーな」

　要は顔をしかめた。

「対して」アッシュは話を続ける。「ここ、シュマルカルデンは地上領を保持している。正確に言えば、シュマルカルデン同盟に属する三大公国で共同して、地上領と生産物とを分かち合っている。規模を大きくして、農作物の安定した供給を図はかっているの」

「主要生産物はやっぱり小麦なのかね？　こっちに来てから、パンばっか食わされているような気がするんだが」

「メインは小麦ね。でも、それ以外にも色々ある。米とか、トウモロコシとか、──」

　時には話題の流れるままに、時には教科書に沿って、アッシュは要に知識を教え込んでいく。一つ一つはささいなものでも、積み重なれば大きな叡えい智ちとなり、「イセス・メリアの常識」が要の中に涵かん養ようされていく。




　教え込まれるのは、知識だけではない。毎日、校庭に出ての引導術訓練も行われる。

「優すぐれたエージェントとなるためには、優れた引導士ハイダイバーにならなくてはならない。そして、優れた引導士になるには、生まれながらの素養と、然しかるべき修練がいる」

「俺の場合、素養の面では問題ないんだよな」

　アッシュの言葉に、要はそう答える。

　引導術を使し役えきするための前提として、先天的な素養が必要とされる。素養はＡからＧまでの七カテゴリに定義されており、カテゴリＥ以上の素養を持つ者は一線級とみなされる一方で、カテゴリＡ、Ｂなどは無能力者として扱あつかわれる。

　異邦人オーバージーは、七カテゴリの更さらに上に属する者、オーバーＧとして扱われる。異世界同士をつなぐトンネルをくぐってやって来た者は、皆みな引導術に対する最高の適性を発揮するのである。事実、さきのオプスレイ大公国での一騒そう動どうの際には、要はその適性を発揮して引導術を操あやつり、どうにか生せい還かんできた。

「あなたの場合、素養の高さという点においては申し分ない」

　言われて要は浮うかれかけるが、

「ただ、技量の熟練度という点においてはまだまだ素人しろうとね」

　素す早ばやくアッシュは冷や水をぶっかけた。

「天性の才能だけでは生きていけねーってことかよ。血を吐はくような訓練とか、俺の趣しゆ味みじゃねーぜ」

「そう？　でも、引導士としての素養と、引導士としての技量は似て異なるもの。然るべき引導技術、戦せん闘とう技術を持っていなければ、お話にならないわ。七レベルプラス一のカテゴリ分けはあるけれど、それは決して絶対的な力の差ではないのよ」

　言って、アッシュはソールドを二枚、ふわりと浮かせた。

「絶対だとすれば、カテゴリＧである私は、オーバーＧであるあなたに勝てるはずがない。でも実際は、どうかしら」

　問われて、要はアッシュと全力で戦う様を想像する。

　どれだけ脳内シミュレートしてみても、自分が二つ裂ざきにされる未来予想図しか思いつかなかった。

「血を吐くまでアッシュ先生の胸を借りたいと思います」

　アッシュに合わせて、要も用意したソールドを「摑つかんだ」。

　練習用の木製ソールドだが、そこそこに重い。そんな重量物が、まるで見えない手に摑まれたかのように宙に浮いて、一定の高さで静止する。大地方向への引力を、頭上方向への引力と相そう殺さいしている状態である。

　この均きん衡こうを崩くずすことによって、引導士はソールドを自在に操る。「墜おとす」のである。

「胸を借りる……いい言葉ね」アッシュは口元をゆるめた。「でも、私の胸に血を吐くのはやめてね」

「言葉の綾あやを真に受けるな」

「はいはい。じゃあ今日も、実戦形式で行くわよ」

「今日こそ勝ったる！　行くぜ！」

　二つ裂きの想像を振ふり払はらうべく大声を上げて、まず先に要が仕し掛かけた。ソールドの内一枚は手元に防ぼう御ぎよ用として置いたまま、もう一枚をアッシュへ向けてまっすぐに墜とす。

「そう簡単には、勝たせない」

　ソールドを伴ともない、アッシュは真横へ滑すべるように移動した。要のソールドを見送りつつ、自らも攻こう撃げきソールドを放ほうる。

　要は、アッシュの頭上を押さえるべく空に墜おちながら、攻撃を避さけ──

「逃にがすかよ！」

　自分の攻撃ソールドの軌き道どうを曲げて、アッシュの後を追わせる。

　アッシュは要の動きを視界の隅すみで確かく認にんして、進行方向を変える。要の攻撃ソールドから逃げつつ、自分の攻撃ソールドを追いかける。

　アッシュの攻撃ソールドは弧こを描えがき──アッシュ自身と正面衝しよう突とつするコースに入った。

（攻撃ソールド同士をぶつけてはじくつもりか）

　そう判断して、要は攻撃ソールドを外に逸そらせた。アッシュのソールドを避けるために。

　直進しながら、アッシュは自身とソールド双そう方ほうの速度を下げる。自身と攻撃ソールド、防御ソールドの三つが重なった瞬しゆん間かん、くるりと身体からだを回し──

「む!?」

　要は目を疑った。

　一いつ瞬しゆんで、アッシュの姿が消え去った。

　わずかな当とう惑わくの後──ソールドの陰かげに隠かくれたか、と悟さとる。

　要はそのままアッシュの防御ソールドを追いかけた。すれ違ちがっていったもう一枚、攻撃ソールドは一いつ旦たん無視。

　目標のソールドは、上へとコースを逸らせた。Ｕターン軌道で、要の頭上へ回り込む。

「上は取らせねー！」

　直接前面に出るべく、一気に要は逃げるソールドの軌道に割り込もうとし──

　いきなり現れた、もう一枚のソールドに視界を塞ふさがれた。

「ムゴァ!?」

　ソールドの面に、要は顔面から激げき突とつ。視界に火花が飛び散った。

「はい、私の勝ち」

　ソールドの裏側からアッシュの手が伸のび、要の襟えりをつかむ。がくんと首が揺ゆれて、要は意識を取り戻もどした。そして、またもアッシュにしてやられたことを理解する。

「ああ、畜ちく生しよう！　今、何がどうなったんだ？」

　見やれば、要が追いかけていた防御ソールドは、はるか向こうを飛んでいる。

　アッシュが隠れていたのは、もう一枚の方、見み逃のがした攻撃ソールドだ。

「ソールド同士ですれ違った瞬間に、自身の軌道を完全に逆方向に曲げたのかよ！」

「そういうこと。前から飛んできた攻撃ソールドに、足を引っかけたの。交こう錯さく寸前で私が少し速度を落としたのは気づいた？」

「気づいてた」要は吐はき捨てた。「トリックプレイにしてやられたのか」

「はっきり言って、曲芸みたいな勝ち方よ、今のは」

　アッシュの言葉は、冷たい。

「つまり、曲芸をやってみせて、なお勝つという余よ裕ゆうが私にはあったということ」

「屈くつ辱じよく的だ」要は唇くちびるを嚙かんだ。「俺の何が悪かったんだ」

「攻撃パターンに乏とぼしい。そもそも、ソールドで相手を追いかけるというのは、プレッシャーをかける手段であって、相手を仕留める手段じゃないわ。相手が全速力で墜ち続ける限り、追いつくはずがないでしょ？」

「…………」

　まったくその通りだったので、要は反論のしようがない。

「相手をソールドで仕留めたいのなら、相手の動きを読んで、その行く先にソールドを先回りさせる。大切なのは進路予想ね」

「どうすりゃ進路予想ができるようになるんだ」

「それは、空戦を何度もこなして、経験として覚えるしかないわ」

「何度もソールドでボコられろってことかよ」

「まあ、そうなるかしら」

「もうイヤだ！　痛いのキライ！」

　要は癇かん癪しやくを起こすふりをしてみたが、

「ついさっき、血を吐くまでやるという決意を聞いたばっかりだったような気がするわね」

　アッシュはあくまでもクールだった。

「訓練を続けるのもやめるのもあなたの自由だけど、生半可な技量で戦っていては、いずれ二度と痛みを感じなくなる目に遭あう。私は、要が二つに裂かれるところを見たくない」

「……アッシュ先生の愛の深さには、涙なみだも出ねーよ」

　投げやりに言って、要は自分のソールドを回収しにかかった。一旦アッシュと離はなれ、模も擬ぎ戦第二ラウンドに備える。




　時には、学校の外に出ての授業も行われる。

「あれは、天文台」

　頭上に向かって墜ちながら、アッシュは要に説明する。

　イルナバルの直上、はるか高い位置に、その小さな島は浮ういていた。

　他ほかにも、小さな島はたくさん浮いている。そのことごとくが、都市防衛用の砦とりでをいただく島である。けれども目指す島だけは、明らかに別種の建物が建っていた。丸いドーム状の屋根から、細い尖せん塔とうが伸びている。

「イセス・メリアの五つの月の動きを観測する場所よ。観測データは行政府に送られて、各部署で参照される。月の位置は、引導士に必ひつ須すの情報だから」

「そりゃそうだ」

　要は短く応じた。

　引導術とは、月の引力に身を委ゆだねる技術だ。しかし、移動したい方向の先に、常に月があるとは限らない──というか、滅めつ多たにない。そうなると、行きたい方向に比ひ較かく的てき近いところにある月、複数の引力を組み合わせる必要がある。五つも月があれば、空の半球の一方にばかり月が固まるという事態はそうそう発生しないものだ。

　月の巡めぐりによって、墜おちやすい方向、または墜ちにくい方向が生まれる。これを把は握あくしているか否いなかが生死を分ける、というケースは決して少なくない。

　天文台の開かれた窓から直接中に入って、アッシュは着地した。要の手を引き、招き入れる。

「初めのうちは、細かいことを考える必要はないわ。でも引導士として独り立ちしたいなら、月位置の把握は必須事じ項こうよ」

「まあ、なんとなくわかる」

　答えながら、要は天文台内部を見み渡わたした。

　まず目を惹ひいたのは、部屋の中心部に置かれた二つの球体だった。丸い大きな台座の上に、棒で支えられて浮いている。その棒の根本には歯車が嚙みついていて、球体を移動させることができるようだ。

「……天てん球きゆう儀ぎってやつかね」

　滅多に使わない単語を、要は引っ張り出した。

　二人が立っているのは、ドームの内ない壁へきにぐるりと張り付いたバルコニー部分だ。アッシュは要を伴ともない、階段を使って一階に下りる。

　一階の床ゆかは、かなり散らかっていた。使用方法のよく分からない道具、鉱物の破は片へんのような石せつ塊かい、数式らしきものがみっしりと並んだ紙切れの山、等々。足の踏ふみ場もない。

　その奥で、ローブを着用した一人の人物が、デスクに向かって何事か作業をしていた。かなり夢中になっているようで、侵しん入にゆう者の存在に気づいていない。

　アッシュは、壁かべを音高く三回ノックした。

「ヒッ!?」

　ローブの人物は跳はね上がり、悲鳴を上げて振ふり向いた。

「こんにちは」

　軽く手を振って、アッシュは挨あい拶さつする。

「ああ、なんだ、君か……驚おどろかせないでよね」

　アッシュの顔に、ローブの人物は安あん堵どの表情を見せる。

　要と同じくらいの年ねん齢れいに見える少年だった。全ぜん般ぱん的に線が細く、いかにも文化系、いかにも学究というたたずまい。そして、どこかで見たことがあるような顔つきだ。おそらくは──

「紹しよう介かいする」まず、アッシュは要を示した。「こちらは八浦要、つい先日墜ちてきたばかりの異邦人オーバージー」

「よろしく」

　要が手を差し伸のべると、少年は両手で摑つかみ返した。

「こちらこそよろしく。大変だったね」

　ねぎらうような笑えみを、少年は浮かべた。

「で、こちらは」アッシュは少年を示す。「星室庁観測室長、アサイアス・サムスターク・デス・シュマルカルデン。大公の嫡ちやく男なんよ」

「なるほど、やっぱり」

　要は納なつ得とくした。笑顔もまた、よく似ている。

「そんなに似てるかな？」

　身を引いて、アサイアスは姿勢を正した。

　情報を踏まえて、改めて容姿を見やると──なるほど親子に間ま違ちがいはないが、その印象は天と地の開きがあった。父の方はライオンですら素す手でで絞しめ殺せそうな偉い丈じよう夫ふだが、アサイアスは猫ねこにも嚙かみ殺されそうな印象だ。

「今日は……えー……促そく成せいプログラムの一いつ環かんで来たのかな」

「ええ。月軌き道どうについて、要に教えてやって欲しい。時間、大丈夫？」

「大丈夫さ」

　アッシュの頼たのみを、アサイアスは快く応じた。

「少し手て詰づまりになっていたところだからね。気分転てん換かんにちょうどいいや」

　デスク上の書類──これにも数式がみっしりと書き付けられていた──をまとめて片づけてから、改めてアサイアスは要に向き直る。

「それじゃ、えー、何から話そうかな」

「これって天球儀だよな？」

　天球儀を、要は指さした。

「うん、その通りだよ」

　ついてきて、とアサイアスは手招きした。

　台座を回り込むと、ハンドルが姿を現した。

「これを回してみてよ」

　言われるままに要はハンドルに手をかける。手て応ごたえは、見た目通りに重い。

「せーの、──」

　気合いを入れて力を込めると、ハンドルは回り出し──ゆっくりと、天球儀は回り始めた。

「おお……」

　ハンドルを回しながら、要は動き出した二つの球を凝ぎよう視しする。

「内側を回っているのが、惑わく星せいメリア。外側を回っているのが母なる月さ」

　アサイアスの説明に、要は疑問を覚えた。

「惑星メリアってのは、俺達の足あし下もとにある大地のことだよな？」

「そうだよ」とアサイアス。「より正確に言うと、イセス・メリアってのは、惑星メリアと母なる月の間の空間のことなんだ」

「そうなのか。それはいいとして……母なる月はメリアの衛星だよな？　でも、なんでメリアも動いているんだ？」

　地球と月の関係とは、決定的に異なるところがある。月は地球を中心として回転する。相対的には、地球の位置は不動だ。だが、メリアと母なる月はそうではない。二つの天体を結ぶ直線上のある一点──メリアの方により近い──を中心点とし、その周囲をメリアと母なる月がともに巡めぐっている。

「連星なんだよ、メリアと母なる月は」アサイアスは言った。「君達の世界の月に比べたら、はるかに大きいでしょ？　だから、お互たがいに影えい響きようを及およぼし合っているんだ。他ほかの四つの月も、正確にはメリアじゃなくて、この共通重心を巡っている」

「へー。他の四つの月はねーのか？」

　台座の内側に、大小四つの球体が転がっている。四つの月の模型なのだろうが、ただ置かれているだけだ。天てん球きゆう儀ぎの機構とはつながっておらず、どれだけハンドルを回してもぴくりともしない。

「四つの月は、軌道が特とく殊しゆなんだ」

　アサイアスは月の模型を摑んだ。四つの球は、メリアと母なる月の外側にふわりと浮うく。

「この四つは、メリア、母なる月に比して質量が小さい。強い引力を受けると、摂せつ動どうと言って、軌道がぶれたり曲がったりするんだ。星がいくつか直列に並んだ時とかね……。だから、一本のレール上をぐるぐる回らせるということができないんだよね」

「それは……軌道を予測することができねーってことか？」

「予測することはできるよ。ただ、摂動に関する複雑な計算が必要になるから、精度が劣おとる」

「各国が、軌道予想の精度を上げるべく競きそい合っている」

　険しい顔で、アッシュが口を挟はさんだ。

「非常に遺い憾かんなことだけど、アリメルドが一番正確な予想をできるのよ」

「なるほど。その点だけでもあの野や郎ろうは各国からひっぱりだこってわけなのか」

　少し考えてから、要ははっと息を吞のんだ。

「そういや、あいつは召しよう喚かん点も算出しているんだよな。ってことは、アサイアスさんも──」

「呼び捨てでいいよ」

「そうかい。じゃあ、アサイアスも召喚点算出ができるのか、もしかして」

「できるよ。精度は劣るけどね」

「私があなたを拾えたのも、アサイアスの予想のおかげよ。感謝しておくといいわ」

　要の肩かたを、アッシュはつついた。

「そいつは大感謝だ。ありがとよ、アサイアス」

「もっと正確に召喚点予想ができていたら、君の友達も拾えていたかもしれないんだけどね」

　褒ほめられて、しかしアサイアスは自責する。

「今いま更さら言っても仕方ねーだろ。それより、これからのことを考えようぜ。次の召喚点を予測できたら、アリメルドの尻尾しつぽを捕つかまえることができるかもしれねーんだろ」

　要はアッシュとアサイアスに等しく視線を投げた。

「うん。それこそ、今とりかかっているお仕事さ」

　デスク上の計算用紙を、アサイアスは指さした。

「頑がん張ばって算出している最中なんだ」

「結果は出ているの？」

　アッシュが身を乗り出す。

「まだ完全に特定し切れてないんだよね」アサイアスは首を振ふる。「多分今回は、地上近くに召喚点が発生すると思う。時期は、今から十二日後を中心とする前後六日間のうち、いつかってところ」

「六日後から十八日後ってことか？　随ずい分ぶん幅はばがあるな」

「それが、今の僕の限界なんだよ」

　悲しげに、アサイアスは肩をすくめた。

「もっと日時、場所を限定できれば、アッシュもやりやすくなるんだろうけどね」

「あなたの情報は、十分役に立っているわ」

　真顔で、アッシュはアサイアスを励はげました。力無く、アサイアスは頷うなずく。

「とにかく、この情報は父さんに奏上しておくよ。アリメルドを自由にさせておくことは、シュマルカルデンに不利益をもたらすからね」

「よろしくお願いするわ」

　軽くアッシュは頭を下げた。そして、窓の外の空へと瞳ひとみを向けた。復ふく讐しゆうの炎ほのおに燃えたぎる、二つの瞳を。







　要が促そく成せい教育プログラムを受け始めてから一週間。ついに大公からアッシュに任務が下る。

「この辺だ。地上領の西の果て、境界線あたりだな」

　テーブル上に広げた白地図のある一点を、大公は指でぐるりと囲んだ。

「このあたりを、山さん賊ぞく団が跳ちよう梁りようしている。山賊団の名前はサウザンライツ」

「サウザンライツ？」

　英語風の響ひびきが、要の耳に引っかかる。

「異国の言葉はかっこよく響くものさ」

　大公はそう答えた。暴走族が、当人らも意味を知らないだろう単語をチーム名に掲かかげるようなものか、と要は勝手に納なつ得とくした。

「山賊団と言っても、こいつらは本能の赴おもむくままに略りやく奪だつを繰くり返しているわけじゃない。報告によると、いくつかの集団に分かれて活動しているそうだが、中でも危険なのは本隊だ。本隊を率いる首領と、そのお側そば付きの二人が、かなり強い引導士らしい。こいつらはシュマルカルデン領内の村に攻こう撃げきを仕し掛かけ、村人を皆みな殺ごろしにしては、国境の向こうに去っていくということを繰り返している。領外に出られると、ウチの軍隊を差し向けることは難しい」

　大公の説明に、要は質問を投げる。

「国境の向こうは、よその大公国なんですか」

「そうでもない」

　アッシュが、サウザンライツの活動領域と思われるあたりを手で示した。

「このあたりは、どこの大公国にも属さない地域よ。誰だれかに従うことをよしとしない農民達が集まった村が点在している。独立地域と言ったらいいのかしら」

「へえ、大したもんだな。どこかの庇ひ護ごを受けた方が色々楽だろうに……ってのは、俺の短たん絡らく的な考えかね」

「そういう考え方もあるだろう」大公は言った。「だが、誰かに自分の命運を握にぎられることをよしとしない人々もいる。私としては、その意思を尊重したい」

「つまり、大公国軍としてできるのは、国境近くの村に防衛隊を派は遣けんするくらいなのよ」

　アッシュが補足説明した。

「だから、私達のようなエージェントに、こんな仕事がやってくる」

「そういうこと。……そこで君達を、サウザンライツ壊かい滅めつ作戦の責任者に任命したい」

　大公は表情を改め、アッシュと要に命令した。

「謹つつしんで拝命いたします」

　アッシュは神しん妙みように一礼したが、

「マジか」要は動どう揺ようした。「俺達だけで、山賊団と戦えって──」

　要の眼前で、アッシュは手をわきわきと動かした。

「──俺も、謹んで拝命いたします」

　また顎あごを摑つかまれてはかなわない、と要もアッシュの言葉をなぞり、一礼する。

「別に、無理な話ではないわ」

　頭を上げ、アッシュは要に言った。

「引導士同士の戦いで物を言うのは、数ではなくて質よ。私とあなたがいれば、山賊団の一つや二つ、お昼ひる寝ねしながらでも片づけられる」

「本当かよ」

「本当さ、昼寝はともかく」大公が請うけ負った。「大公国の戦力は事実上、優すぐれた引導士の頭数で判断される。だからこそ、アリメルドの商売も成り立つ」

　アリメルドの名に、アッシュはぴくりと反応した。

「あの、そう言えば、アリメルドの件なんですが──」

「ああ、そうだ」大公は指を鳴らした。「アサイアス、その件について彼女に一言」

「はい」

　それまで黙だまって話を聞き続けていたアサイアスが、初めて口を開いた。

「おそらく近日中に、召しよう喚かん点が発生します。シュマルカルデン地上領のすぐ外側、サウザンライツが潜ひそんでいるであろう独立地域に、です」

　白地図をつついて、場所を示す。

「それって──」

　アッシュの驚おどろきの視線を受けながら、アサイアスは続けた。

「この地点にアリメルドが姿を現す可能性は高いと考えられます。その点十分に注意して下さい。異邦人オーバージーが発生するようでしたら、その保護もお願いします」

「──わかったわ」

　改めて神妙な表情を浮うかべ、アッシュは一礼した。そして、要の背を叩たたく。

「頑がん張ばりなさい、助手」

「助手かよ」

「エージェントとして本採用されるかどうか、この仕事で決まるのよ」

「いやいや、よほどのヘマでもしない限り、採用するつもりだよ」

　大公は要に笑えみを向けた。

「初任務だ、頑張ってくれ。いきなり棺ひつぎに収まって帰ってくるなんてことのないように」

「……心得ました」

　要は真しん剣けんに応じた。大公としては冗じよう談だんのつもりだったろうが、とうてい笑えなかった。そうなる可能性が、決して低くないだけに。







　任務拝領の後、アッシュは自宅に水と食料を運び込んだ。

　アッシュは小さな島を一個所有しており、そこに自宅を持っている。任務のためよそに派遣される際は島ごと移動して、自宅を前線拠きよ点てんとするのである。

　周囲を覆おおう森によって隠かくれているので、外部から家の全容を視し認にんすることはできない。けれども、家の中は意外なほどに広い。特に地下部分が大きく、家の住人四名が三ヶ月こもり続けてもなお耐たえうるだけの許容量がある貯蔵庫が隠れている。

　貯蔵庫をみっしりと満たした後、アッシュは移動を開始した。

「十じゆう蔵ぞう、島を西に向けてくださいな」

「心得た」

　彼の名は芝しば草くさ十蔵、老年にさしかかっている日本人男性。アッシュに拾われて後、庭師を務めている。いわば巨きよ大だいな一つのソールドであるアッシュの島を動かすのも、彼の役目だ。

　まず、十蔵は島の向きを変える。窓の外の光景が動き出し、家そのものが小さく揺ゆれ──

「おっと」

　小さなスケッチブックに向かっていた要は、鉛えん筆ぴつの先を滑すべらせた。

「あーあー。もう少し静かに動かして下さいよ」

　と叫さけびつつ、要は筆箱の中の消しゴムを捜さがす。

「あれ、何描かいてるの？」

　興味を示して寄ってきたのはメティス・シラード、この家のメイドである。十蔵が家の外側担当であるのに対し、メイドたるメティスは家の内側担当──のはずなのだが、メティスは家事の才能をこれっぽっちも持ち合わせていない。炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じを全すべて主人たるアッシュに任せるという恐おそるべきメイドだ。

「俺の友達の顔だ」

　絵を描くことに集中しつつ、要は答えた。

　要は、二人の友人とともにイセス・メリアに墜おちてきた。竹たけ内うち神しん護ごと大おお間ま可か憐れん、高校の同級生にして幼なじみの二人と。先のオプスレイ大公国での一騒そう動どうの後、二人とは完全にはぐれてしまった。生きているのかどうかすらわからない状じよう況きようだ。

　だが、要は信じている──二人と再び会えることを。

「任務先で、この似顔絵を見せて回ろうと思うんだ。そう簡単にはいい情報は手に入らねーだろうが、ちまちまとでもやっていかなきゃ。運良くスケッチブックと筆記用具をイセス・メリアに持ち込めたんだしな」

「ふーん。で、似てるの、これ？」

　要のイラストをさっと見み渡わたした後、メティスはアッシュを呼んだ。

「アッシュ、あんた、たしか会ってたよね？」

「神護の方だけね」

　答えながらアッシュが寄ってきて、要のイラストをのぞき込む。

「……びっくりするほどうまいわね」

　すぐに、感かん嘆たんの声を漏もらした。

「絵を描くのは得意でね」

　第三者の褒ほめ言葉に、要は自信を深めた。

「早く地上に降りて、聞いて回りたいぜ」

「そうだ」アッシュは要を指さした。「地上で思い出した。一つ、教えておきたいことがある」

「まだあるのかよ。ここしばらく、さんざんいろんなことを教え込まれてきたから、そろそろ脳から何かがあふれ出そうなんだが」

「最後の補習といったところかしら」

　アッシュは要のテーブル越ごし、対面の席に腰こしを下ろした。

「地上における脅きよう威いは、山さん賊ぞく団だけじゃない。『平原の民たみ』と呼ばれる連中がいる」

「……そういう言い方をするからには、山賊団とは別種の脅威ってことか？」

「『平原の民』というのは思想集団よ。メドラニカとは真逆で、虐しいたげられている貧乳の人々を救うという教義を掲かかげる人々のことをいう」

「それのどこが脅威なんだよ。シュマルカルデンの大公様もそういう思想の持ち主だろ」

「決定的に違ちがう」アッシュは断言した。「シュマルカルデンの理想は、貧乳巨きよ乳にゆうの平等を目指すもの。でも『平原の民』は、巨乳をこの世から絶ぜつ滅めつさせることをもくろむ過激派なのよ」

「巨乳の絶滅……？」

　要は耳を疑った。冗談としか思えない言葉だ。しかし、イセス・メリアでは、日本人の常識は通用しない。

「そんな連中がいるのかよ。もちろん、構成員は貧乳ばかりか」

「基本的には。たいていの構成員は引導士としての能力を持たないから、普ふ段だんはその所属を隠かくしている。でも、引導術が使えないからといって、まったくの人じん畜ちく無む害がいであるとは限らない。むしろ、どこに潜ひそんでいるかわからない分、厄やつ介かいともいえる」

「厄介な目に遭あう可能性が高いのは、俺じゃなくてアッシュだよな」

　アッシュの大きな胸を、要は指さした。

「あなたが私を守りなさい、と言っているの」

　ぺちん、とアッシュは要の手を叩たたき落とした。

「はいはい、頑がん張ばらせて頂きますよ」

　投げやりに答えて、手元のスケッチブックに視線を落とす。

「少なくとも、可憐は狙ねらわれずに済むだろうな。それだけが気休めだと考えるより他ほかにない」

　可憐のスケッチを見つめながら、要は呟つぶやいた。

























「それよッ！」

　声とともに投じた竹たけ内うち神しん護ごのソールドが、逃にげる山賊の脇わき腹ばらを捉とらえた。

　ほぼ直角に交こう錯さくしたソールドは、あっさりと山賊の身体からだを二分。

「…………!!」

　悲鳴を上げる余よ裕ゆうすらない。

　一いつ拍ぱくの後、断面から血と白い内臓がこぼれ出た。上半身と下半身、それぞれが別種の放物線を描えがいて、落ちていく。

　最後に、山賊が盗ぬすみ出そうとしていた麻あさ袋ぶくろが地面に激げき突とつした。ドスンと音を立て横に倒たおれ、中の小麦がこぼれ出る。

「ありゃりゃ」

　神護はそばに降り立って、麻袋を起こした。小麦の粒つぶをさらい上げ、袋の中に戻もどす。

「……やれやれ。これで、全員落としたか？」

　夜の冷気に震ふるえながら、神護はあたりを見み渡わたした。

　収しゆう穫かくを終えた直後、刈かり取られた麦の茎くきが整然と並ぶ、田園地帯。どこまでも続く畑の中に、引き裂さかれた死体がごろごろと転がっている。

　スキントン村の貯蔵庫を襲おそった山さん賊ぞくは、全部で六名。畑の死体は、全部で十二。全員二つ裂きにしているので、計算はぴったりだ。

「おーい、神護！」

　後方からの呼び声に、神護は振ふり向く。

　ジャコビー・メイ──村で神護たちの身み柄がらを引き受けている男性が、空を滑すべり墜おちて来た。

「全員殺やったか」

「全員逃のがさず、始末できました」

　控ひかえめに神護が言うと、ジャコビーは大おお仰ぎように神護の両りよう肩かたを叩いた。

「やれやれだ。君のおかげで、収穫物を横取りされずに済んだ。本当に助かった」

「ええ……」

　曖あい昧まいに笑って、ジャコビーに応こたえる。しかしその笑え顔がおは、数秒も持たずに消えた。

　スキントン村に世話になり始めてからというもの、神護は山賊を数十人殺している。

　農民を殺してでも穀物を奪うばい取ろうと襲い来る略りやく奪だつ者達に対して、かけてやる情けはない。むしろ、殺さなければこちらが殺される。

　とはいえ、人を殺すという行こう為いは、あまりに重い。

「罪悪感を覚えているのか」

　神護の表情を読み取って、ジャコビーは問いかける。

「まあ……そうですね」

　隠かくしても仕方がない。素す直なおに神護は答えた。

「気にすんな。連中はタチの悪い害虫だ。作物を守るには、害虫を殺すしかないだろ？」

　ジャコビーの割り切り方に、神護は内心で驚きよう愕がくする。

　ジャコビーは、ごく普ふ通つうのイセス・メリア農民だ。家族や村を大切に思い、自分が育てている農作物を常に気にかけ、空模様に一いつ喜き一いち憂ゆうする、悪く言えば凡ぼん庸よう、よく言えば極きわめてまっとうな常識人だ。

　その常識人が「悪党は殺されて当然」と言い放ち、実際に殺す。

　ここ、イセス・メリアはそういう世界なのだ。

　イセス・メリアに、まともな警察機構は存在しない。市民、農民の生活を安全に保つことを職業とする人々は、どこにもいない。

　となれば、自分で自分を守らなければならない。敵が自分達を殺しにくるのなら、こちらも敵を殺す覚かく悟ごを持つ必要がある。

　日本にいた頃ころ、神護は殺人を「犯おかすべからざる罪」だと教えられ、それを疑うことなく生きてきた。けれども、イセス・メリアにおいてそのような思想はなんの役にも立たない。

「郷ごうに入りては郷に従え、ってやつですかね……」

　神護としては、そのように納なつ得とくするしかなかった。

「さしあたり、死体はあそこの森にまとめておこう」

　一番近い木立を、ジャコビーは指さした。

「死体を埋うめるのは、明るくなってからでいい。朝早くに作業しよう」

「わかりました」

　なによりもまず、貯蔵庫から持ち出された小麦の麻袋を村に持ち帰らなければならない。神護はソールドを引き寄せて、その上に麻袋を載のせた。







　翌朝早くから神護は出かけ、死体を埋める作業を手伝った。

　太陽が地平線から完全に離はなれる頃に作業を済ませ、村に帰き還かん。メイ家の扉とびらをくぐる。

　農民の家は、喩たとえるならばコンテナに似ている。おおむね四角く、複数のユニットを適当に並べることで一家の居場所としている。地面に固定されていないので、引導術で摑つかめば、空に浮うかせることができる。

　農民は基本的に、土地を所有しない。土地の持ち主は、大公国領内ならば、国からの特許を得ている領主、独立地域ならば、そのコミュニティで指導者的存在にある土着農民で、一いつ般ぱん農民は彼らから土地を借りて農業を行う。

　土地がやせ細り収穫が見込めない、他の村民とトラブルを起こした、等々のさまざまな事情で、農民達は流る浪ろうを余よ儀ぎなくされる。そんな時、農民は引導術で家ごと引っ越こし、新天地を目指すのである。土地無しでは生きていけない職業ながら、案外フットワークは軽い。

　メイ家は、三つのユニットから成り立っている。台所と居間、男の寝ね場ば所しよ、女の寝場所の三つだ。神護は女性寝しん室しつのユニットに入り、ある一室の扉をノックする。

「どうぞ」

　声を受けて、神護は寝室に滑り込む。

　寝室にいたのは、ベッドに横たわっている大おお間ま可か憐れんと、可憐を世話するジャコビーの妻、パリスの二人だ。

「おはようございます」

　パリスに挨あい拶さつをしつつ、神護は可憐の枕まくら元もとに寄る。

　荒あらい寝息を、可憐は立てていた。顔色は赤く、流れた汗あせの筋の痕あとが何本か残っている。

「かなりマシになってきてますかね」

「そうね。今日にはもう落ち着くんじゃないかしら」

　神護の見立てに、パリスは賛意を示した。

　オプスレイ大公国から脱だつ出しゆつした後、ほどなくして、可憐が熱病に倒たおれた。ただの風邪かぜなのか、あるいはイセス・メリア特有の病びよう原げん菌きんによる死病なのか、異邦人オーバージーに判断がつくはずもない。そこで神護は最初に目についた集落、スキントン村に転がり込み、助けを乞こうた。
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　オプスレイ大公国での一騒そう動どうの結果、神護の顔には大きな傷が残った。右眉まゆから左頰ほおへと一文字に通り抜ぬける、バックスラッシュのような傷きず跡あとである。こんな傷持ちでは、村人と話し合いを持つことすらかなわないのではないか──と神護は恐おそれていたが、それは杞き憂ゆうに終わった。可憐の介かい護ごを手伝ってもらう代わりに、異邦人としての才能を生かして用心棒を務める、という条件で、村は神護を受け入れた。

　中でも、ジャコビーとパリスの夫妻が神護達の味方となり、村人の説得をしてくれた。その結果、二人はメイ家の居い候そうろうの身となったのである。

「ありがとうございます。あなたの世話がなかったら、可憐は助からなかったかもしれない」

「大げさねえ」

　真しん剣けんな神護を見て、パリスは苦く笑しようした。

「ただの風邪よ。疲ひ労ろうが溜たまっていたから高い熱が出ただけ。死ぬような病気じゃないわ」

「それにしたって、こんな風に休める場所がなかったら、命に関かかわっていたでしょうよ」

　神護は頭を下げ、謝意を表した。

「回復し次し第だい、すぐに出て行きますので、──」

　パリスは軽く神護を叩たたいた。

「いやねえ。いたいだけここにいてくれて、全然構わないのよ。人一人の世話くらい大したことじゃないし、あなたが何度も山さん賊ぞく団を撃げき退たいしていることはジャコビーから聞いている。むしろ、ここに住み着いて欲しいくらいだわ」

「恩を返すのは、当然のことです」

　夫妻には、いくら感謝してもし足りない。二人に拾ってもらえたことは、僥ぎよう倖こうだった。長らく低空飛行を続けていた自分の運も、そろそろ上向き始めたか──神護はそう感じていた。







　ふらりと神護は外に出て、あてもなくぶらぶらと散歩する。

　収しゆう穫かく作業はほぼ終しゆう了りようしており、農民達は好き好きに時間を過ごしていた。子供につきあって遊びに興じるものあり、大人達で集まってサイコロ賭と博ばくに熱を上げるものあり。

「よお、神護よーう！　やっていかねえだか!?」

　神護の姿を見つけて、バクチの輪の中に加わっている一人、マシューが声をかけてきた。

　つられて、他の面々も神護に視線を集中させる。マシュー含ふくめて、全部で六人。

「やめておきますよ！　むしられるだけだから！」

　即そく答とうして、神護は手を振ふり返す。

　神護に対する村人の態度は、様々だ。マシューのように気さくに声を掛かけてくれる者もいるが、中には──

「ふざけんな。この俺に、あのよそ者と一いつ緒しよにテーブル囲めって言うのか!?」

　神護にも良く聞こえる大きな声で、ペドロが言った。

「あのな、ペドロよ」マシューは言い返した。「そういうことを言うのは、いかがなもんだべかと思うがね──」

「よそ者はよそ者だ！　俺はよそ者は信じない」

「いや、だから──」

「さっさと失うせろや！」

　しまいには、ペドロはマシューを無視し、神護に石を投げつける構えを見せた。

　反射的に神護も引導術を発動しかけた──けれどもすぐに立場をわきまえ、

「……そうしますよ」

　力無く言い返した。

　マシューは、ペドロに見えないように謝るジェスチャーをした。神護は軽く会え釈しやくして、その場から歩み去った。

　進む道は緩ゆるい上り坂になり──やがて神護は村の西の端はし、わずかに盛り上がった丘おかの頂上部分にたどりついた。クスノキに似た一本の太い木が、周囲を見下ろすように立っている。

「よ、っと」

　その根元に、神護は腰こしを下ろした。

　木こ陰かげに、涼すずしい風が吹ふき抜ける。頭上では枝葉がざわざわと心地ここちいい音を立てていた。

　昨晩からバタバタし続けで、すっかり疲つかれていた。神護は目を閉じ──

　──ふと、人の気配に気づく。

「昼ひる寝ねの邪じや魔まだったか」

　ジャコビーだった。

「いえいえ」答えながら神護は身体からだを起こした。「ちょっとうとうとしていただけ──」

　とまで答えて、太陽がかなり傾かたむいていることに気づいた。いつの間にやら寝ていたらしい。

「あれ？……ま、まあ、睡すい眠みん時間が足りていませんでしたからね」

　言い直して、神護は顎あごをぬぐい、よだれを垂らしていないかどうか確かめた。

　ジャコビーは肩かたをすくめた。

「参っているようだな」

　どう答えたものか少し迷った後、神護は正直に答えた。

「そうですね……ま、気分爽そう快かいとはいきませんよ」

　ジャコビーは、神護の真正面に腰を下ろした。

「相談に乗ろうか？　言葉にして吐き出せば、楽になることもある」

　しばし逡しゆん巡じゆんしたが、意を決して神護は話し始めた。

「ジャコビーにも、この村にも感謝してますよ。俺達を受けいれてくれたんだから。でも、みんなが歓かん迎げいしてくれているわけじゃない。敵意丸出しな連中もいる」

「ペドロか」

　名を挙げられて、思わず神護は返事に詰つまった。

「隠かくす必要はない」ジャコビーは笑った。「あいつのよそ者に対する警けい戒かい心は、尋じん常じようじゃないからな。かく言う俺も、昔はなんだのかんだのと言われたもんだ」

「へえ」軽く驚おどろく神護。「ジャコビーも、外から来たんですか」

「五年くらい前かな、ここに転がり込んだのは。俺もあちこちから敵意を向けられた。でも、なんとかやってこられたし、パリスと結けつ婚こんすることもできた」

　そう言って、ジャコビーは神護を見つめた。

「なに、どうしようもなくなったら、よその村に行けばいいくらいに思っておけばいい。俺としては、もちろん、君が村に残ってくれた方がいいけどな」

「すいませんね」

　神護は軽く頭を下げる。

　大したこと無い、とジャコビーは首を左右に振った。

「何事も深く考えすぎちゃいけない。深刻に考えすぎると、見えるものも見えなくなる」

　ジャコビーの言う通りだ、とは思いつつも、神護としては深刻にならざるを得ない。

　日本の高校生という極きわめて気楽な立場から、神護はイセス・メリアの漂ひよう流りゆう者しやとなった。ここは明日を保証するものが何もない、恐おそるべき場所だ。イセス・メリアに来て初めて、自分がこれまでどれだけ恵めぐまれた環かん境きように置かれていたか、という事実を神護は実感した。

　まだしも自分の身一つであれば、開き直ることもできただろう。けれども神護には、可憐の身を守るという義務、責任がある。

　イセス・メリア人に広く受け入れられている規き範はん、メドラニカは、貧乳を家か畜ちく以下として扱あつかうべしとする教義を持つ。

　そして、可憐は胸が平らだった。

　幸運なことに、イセス・メリアの大地に住む人々は、貧乳に対する差別意識が比ひ較かく的てき薄うすい。胸の大小を身分と直結させる思想には引導術が深く関かかわっているのだが、地上で生活するのに引導術は必ずしも必要ではない、というのが理由のようだ。

　しばらくは地上に留とどまり続けるべきなんだろう、と神護はぼんやりと考えている。できることならば要と再会し、合流したいところだが、おそらく要は字義通りのイセス・メリア、空の上のどこかにいるはずだ。貧乳に対する差別が激しい空の上へ、おいそれと可憐を連れていくわけにはいかない。

　イセス・メリアの貧乳差別は、苛か烈れつに過ぎる。メドラニカを信じる人々は、貧乳をゴミのように殺し、それでいてなんら良心のとがめを負わない。それどころか、誇ほこりとすら考える。

　こんな世界で、神護は可憐を守らなければならないのだ。とうてい気軽ではいられない。

「ま……俺は、自分にできることをやるまでです」

　とにかく、自分に備わった引導士としての力を、精せい一いつ杯ぱい利用する。今はそれだけだ。

「期待している」

　ジャコビーは立ち上がった。

「……って、そういや、君を呼びに来たんだった。パリスがクッキーを焼いててね」

「おっと、そうですか。じゃあご相しよう伴ばんに──」

　神護も腰こしを上げる。と──村の入口部分に人が集まっているのが見えた。

　神護の視線に気づいてジャコビーも振ふり返り、顔をしかめた。

　複数の人間が大きな声を上げている。切せつ羽ぱ詰つまった感が伝わってくるが、言い争っている風ではない。何が起きているのか、この距きよ離りではなんとも判じかねた。

「よくわからないが、どうやら、おやつの時間は後回しのようだ」

「そうみたいですね」

　応じて、神護はジャコビーに続いて丘おかを下りていった。




「ジャコビー！　早く来るだ！」

　先に集まっていたマシューが、ジャコビーに呼びかける。

「何があったんだ!?」

　小走りに駆かけ寄って、ジャコビーは人の輪に飛び込んだ。

　人の輪の真ん中で、一人の大おお柄がらな男が平べったいソールドの上に乗せられようとしていた。

　男の上うわ着ぎは破け、露ろ出しゆつした腕うでには大きな痣あざがあった。ひどく消しよう耗もうしているらしく、人の手を借りながらソールドの上に乗り、どうにか仰あお向むけに寝ね転ころがる。

「私の家に運び込め」

　と発言したのは、スキントン村の村長だ。

　その言葉を受け、担たん架か代わりのソールドが地上五十センチの高さで滑すべり始める。

「ま……待ってくれ。あんたに、言わなきゃならんことが……」

　男が、必死に手を伸のばして、ジャコビーの袖そでを摑つかんだ。

「……うちの村が、サウザンライツに襲おそわれたんだ」

　その発言に、皆みなが一いつ瞬しゆん凍こおり付いた──神護以外。

「サウザンライツだと!?」

　ジャコビーは血相を変えて問い返す。

「ああ……あいつら、おまえを捜しているぞ……うちの村を占せん領りようして、待っている。俺はそのことを伝えに来たんだ……」

　やっとのことでそこまで言ったが、ついに限界が来たらしく、男の手が落ちる。

「急いで手当てをするんだ！」

　村長が音おん頭どを取って、取り巻き数人とともに男を運うん搬ぱんする。他の村人は、ただ黙だまって見送るしかなかった。

「おい……どういうことだ？」

　沈ちん黙もくの中、口を開いたのはペドロだった。

「てめえ、やっぱりサウザンライツと縁えんを切ってなかったんだな！」

「違ちがう！」ジャコビーは叫さけんだ。「何も知らない！　俺だって驚おどろいているところだよ！」

「噓うそをつくなよ!?　やっぱりよそ者はよそ者だな、この──」

「やめとけ、ペドロ！」

　マシューが間に割って入った。

「昔はともかく、今のこいつはスキントン村の人間だ。理由も無しにこいつに疑いを掛かけるのは、許せねえだな」

　ジャコビーを指さしながら、ペドロを糾きゆう弾だんする。

「じゃあなんでこいつがご指名されたんだよ!?　何かが起きてから後こう悔かいしても遅おそいんだぜ！」

　しかしペドロも、引き下がらない。

「何が起きてるのか、把は握あくしてないのに結論を出すのは早すぎるべな」

　対照的に、マシューの態度は冷静だ。

「んだから、おまえはギャンブルが弱いだよ」

　指し摘てきを受けると、ペドロは黙り込んだ。図星だったらしい。

「とにかく、彼が落ち着いたったら、詳くわしく話を聞くべ。おまえが何をすべきかは、そん時に決まる。ほんだべ？」

　マシューはジャコビーに顔を向けた。

「そうだろうな」

　重苦しく、ジャコビーは吐はき捨てた。




「俺は……昔、サウザンライツのメンバーとして、あちこちの村を略りやく奪だつして回っていた。ならず者だったのさ」

　村長の家の壁かべに寄りかかって、ジャコビーは告白した。

「人様の生産物を略奪して、何人も人を殺した。生きていくためにはいろんなことをやった。サウザンライツ内でクーデターが起きなかったら、今でも略奪稼か業ぎようをしていただろう」

「クーデター？」

　神護は眉まゆを吊つり上げた。

「どんな組織でも、人がたくさんいれば派は閥ばつができるもんだ。おおまかに言うと、主流派と非主流派があって、俺は主流派に属していた。首領の覚えのめでたい方だな。あの時の首領は人の好き嫌きらいが激しいタチで、好きな人間には惜おしみなく物をくれてやる一方で、嫌いな人間は徹てつ底てい的てきに冷れい遇ぐうした。非主流派の不満は日に日にたまっていって、ある時主流派を皆みな殺ごろしにするという形で爆ばく発はつした」

「皆殺し？　無む茶ちや苦く茶ちやだな」

「よくある話だ」ジャコビーは肩かたをすくめた。「俺は命からがら逃にげ延びたが、重傷を負った。生死の境をさまよった末、ふと気がついたらパリスに介かい護ごされていた」

「それが、奥さんとの出会いですか」

「ああ。パリスに拾ってもらわなかったら、俺は間ま違ちがいなく死んでいた」

「なんでまた、助けようなんて思ったんですかね」

「ある晩家の窓を開けたら、窓の下に俺が倒たおれていたらしい。見捨てられない、と思って家に引っ張り込んだそうだ。明らかに山さん賊ぞくめいた風ふう体ていをしてたってのに、よくやるよ」

　思い出して、ジャコビーは苦笑いを浮うかべる。

「俺はすぐに身の上を打ち明けて、出て行こうとしたんだが、パリスは引き留めてくれたんだ。『山賊なんてとっとと追い出せ』って怒ど鳴なり込んでくる連中もいたが、パリスはそいつらを向こうに回して俺を守ってくれたよ。そのうち『この女性に恩を返さなくては』って気持ちになってきたんだな。そんな良心めいたものがまだ自分の中にあったのか、と驚いたもんだよ」

「それで、スキントン村に住み着いて、農民として働くようになった、と？」

「初めは小さな恩返しのつもりで、農作業を手伝っていた。自分で言うのもなんだが、真ま面じ目めに取り組んだよ。俺が逃げれば、俺を追い出そうとした連中が『それ見たことか』とパリスを責めることになるだろうからな。パリスに恥はじをかかせるわけにはいかない、と頑がん張ばっているうちに、村の内外に友人ができて、いつの間にやら結けつ婚こんまでしてしまった」

「そうだったんですか……」

　告白を受けて、神護は色々と納なつ得とくした。何故なぜジャコビーは外来者たる自分達をこうも献けん身しん的に世話してくれるのか、何故ペドロと妙みように仲が悪いのか、等々、村に来て以来感じていた種々の疑問は氷解した。

「じゃあなんで、今いま更さらサウザンライツからお声こえ掛がかりが？」

　ジャコビーは手で顔を隠かくした。

「さっぱりわからん。俺はもうサウザンライツとは無む縁えんの存在だ。顔見知りがまだ残っているかどうかも怪あやしいってのに、何故、今、俺なんだ……？」

　声が震ふるえている。ジャコビーは恐おそれを隠そうとしていた。

「サウザンライツってのは、有名な山賊団なんですか」

「イセス・メリアでも屈くつ指しの武装集団だな。君が撃げき退たいしてくれた山賊どもとはスケールが違う。中でも、オボロヴィッチシスターズと呼ばれるコンビの殺し屋は、二人だけで大公国を二つ三つ潰つぶしたことがあるとかいう噂うわさだ──」

「──ジャコビー」

　不意に村長が姿を現して、ジャコビーの名を呼んだ。

「どうしました」

「来てくれ。彼が君と話をしたいと言っている」




「俺はガソールってんだ」

　顔面のほぼ半分を包帯で隠した男は、そう名乗った。目だけを動かして、ジャコビーを見やる。

「サウザンライツの首領に命じられて、あんたを連れに来た」

「連れに来ただと？　俺を？　今更俺を処しよ刑けいしようってのか？」

「いや……あんたにやってほしいことがある、とかいう話だ。詳くわしいことは聞いてないが」

「なんだと──」

　少しの間考え込んだ後、はっと息を吞のむ。

「──サウザンライツの首領って、頭のはげ上がった大男か？」

「いや、違ちがう。……あづづ」

　ガソールは首を振ふろうとして、顔をしかめた。

「女だった。若い女だ──あれは多分、異邦人オーバージーだな」

「異邦人だって？」

　神護は思わず口走った。

　異邦人──日本から墜おちてきた人間が、イセス・メリアで山賊団の首領を務めている。驚おどろきの事実だ──が、不思議な話ではない。たくさんの人間が墜ちてきているのなら、中には二十一世紀の日本人らしからぬ手段で食い扶ぶ持ちを稼かせごうとする奴やつもいるだろう。

「そうか。それは、俺の知らない人間だな」ジャコビーは言った。「五年も経たてば、代だい替がわりしていても不思議じゃない。……でも、なおさら不思議だな。そんな奴がなんで俺を？」

「知らん」とガソール。「俺が知っているのは、あんたを連れていかない限り、サウザンライツの連中はトバイア村に居座り続けるってことだ。例のオボロヴィッチシスターズに用心棒達がみんなやられちまって、あとは連中の好き放題だ。もう既すでに半分の人間が殺されている──戻もどらなければ残り半分も順番に殺していく、と言っていた……」

　またも、恐れの色がジャコビーの顔を染めた。が、すぐに振り払はらい、

「村長、私はトバイア村に行ってきます」と宣言した。「放置していたら、こっちの村にも迷めい惑わくをかけるかもしれません」

「そうさな」村長は頷うなずいた。「頼たのめるか」

「今すぐにでも」

　ジャコビーは立ち上がり、さっそく家から出て行こうとした。

「ちょ──ちょっと待って」

　慌あわてて、神護が挙手をした。

「俺もついていっていいですか？　ジャコビー一人で行かせるのは危険でしょ？」




「……ついてくる必要はなかったはずだ。かなり危険だぞ」

　トバイア村方面に向かって墜ちながら、ジャコビーは神護に言った。

「危険だからこそ、ついてきたんですよ。あなたの身に何かあったら、俺の立つ瀬せがありませんからね」

　併へい走そうしながら、神護は言い返した。

　二人はそれぞれにソールドを引き連れ、田園地帯の地面すれすれを墜ち続けている。

　神護の軌き道どうがほぼ一直線であるのに対し、ジャコビーの軌道はふらふらと揺ゆれ、方向が定まりきらない。引導士ハイダイバーとしての技量の差が、はっきりと現れていた。

「まあ……君が来てくれた方がありがたいのは確かだ。すまんね」

　ジャコビーはそれ以上何も言わず、日の光の下、風を切ってただひたすらに墜ち続ける。

　ほどなくして、トバイア村の姿が見えてきた。スキントン村同様、平地の道沿いに固まって居住している集落だ。

「やられてるな……」

　呟つぶやきながらジャコビーは減速し、村の入口に着地した。そのすぐ横に、神護も足を下ろす。

　すっかり焼け落ちた家が、惨みじめな跡あとを晒さらしていた。その数は二十に足りないくらいか──だいたい村の半分くらいの家屋が、黒い炭と化している。

　それとは別に、村の中央広場部分にキャンプファイヤーでもしたかのような跡があった。

「なんだよこりゃ。まさか山さん賊ぞく連中、火を囲んでフォークダンスでも──」

　神護は不用意に近づき──見るべきではなかった物を目まの当たりにした。

　黒い炭の中に、黒く汚よごれた欠片かけらが混じっている。

　人骨だ。

「……冗じよう談だんだろ！」

　一人や二人ではない。かなりの数の人間が、まとめて火か葬そうに処されたようだ。

「なんてこった……」

　気づいて、ジャコビーは首を振った。

「少なくとも、俺がいた頃ころはこんなことはやらなかったぞ……！」

　サウザンライツの姿を求め、あたりを見み渡わたす。と、

「おい！　そこのおまえら、何やってんだ!?」

　ふらりと物もの陰かげから現れた三人組の山賊が、神護達の姿を見とがめた。

「ジャコビー・メイだ！　おまえらの首領が俺に用があると聞いて、馳はせ参じた！」

　叫さけび返した後、ジャコビーはすっと目を細めた。山賊のうちの一人、三人の中でも一番偉えらそうにしている男の顔をじっと見つめる。

「お、……」

　応じて、その山賊がぱっと顔を閃ひらめかせた。

「おう、ジャコビーじゃねえか！　俺だ、コルビーだ」

　歓かん迎げいの態度を全身で示し、近づいてくる。

「知り合いですか」

　神護は小声でジャコビーに尋たずね、

「ああ。クーデターの時の勝ち組だ」

　警けい戒かいの表情でジャコビーは答えた。

「あんまり固くなるなよ」

　ジャコビーの緊きん張ちようを解きほぐそうと、コルビーは声を掛かける。

「昔の話は昔の話だ。それに、俺はあんたに怨うらみなんて持っちゃいない。そうだろ？」

「……ああ、まあ、そうだな」

　慎しん重ちように、ジャコビーは応じた。

　神護はコルビーの容姿を観察した。まるで映画に出てくる海兵隊員のような立派な身体からだをしていた。胸むな板いたは厚く腕うでは太く、髪かみはいかにも軍人風に刈かり込んでいる。

「俺達がそっちにやったメッセンジャーはどうした？」

　コルビーがジャコビーに問う。

「うちの村で寝ねている。それより、今いま更さら俺に一体何の用だ？」

「そいつは、今のボスから聞いた方が早いだろ」

　手を振ふって、コルビーは取り巻き二人を下がらせた。山賊二人は丁てい寧ねいに頭を下げ、そそくさと去っていく。

「部下か」

　ジャコビーが言うと、コルビーはニヤリと笑った。

「いまや俺はサウザンライツの大幹部だぜ。さ、ついてきな」

　手招きして、コルビーは歩き始める。ジャコビーと神護は、その背中を追った。

　村の上空には、空飛ぶ島が四つ鎮ちん座ざしていた。サウザンライツの根こん拠きよ地だ。多くの山賊達が、島とその周辺でせわしなく動き続けている。

「意外に多いな……」

　ジャコビーはざっと山賊連中の数を数える。

「何隊にも分かれて活動している、と聞いていたが。ということは、これは本隊か……？」

「ジャコビーがいた頃より、規模が大きくなっているんですかね」

「そのようだ」

　心ここにあらずという調子で、ジャコビーは答えた。

「そこで待ってな」

　見通しの良い草地にジャコビーと神護を留とどまらせ、コルビーは一番大きな島へと墜おちていく。

　すると、ほどなくして──

「……なんだありゃ」

　神護は目を丸くした。

　何か赤くて大きな物が、人一人と一いつ緒しよに島から飛び出し、ジャコビー達に接近してきた。

　赤い大きな物は、その中央部分に人を一人抱かかえ込んでいる。

「玉座か……？」

　やっと、ジャコビーはその正体を見み抜ぬいた。

　やたらと巨きよ大だいな玉座が、神護達目がけて降りてくる。その中央に腰こしを下ろしているのは、一人の少女。上半身はマントにブラのみという格好で、大きな胸をこれでもかとばかり誇こ示じしていた。

「……異邦人オーバージーだな」

　顔の造作から、神護はそう判断した。

　玉座は、空中で静止した。お供の人間は、副官のごとくそのすぐ横につく。帽ぼう子しを被かぶり、髭ひげを生やした男性と見えた。

　少女は足を組み、傲ごう慢まんな態度も露あらわに地上を見下ろす。おかげで、神護は首を高くもたげることを強制された。

「……おまえか？　ジャコビー・メイとやらは」

　ジャコビーをじっと見つめて、少女は言った。

「ああ、そうだ」

　警戒して、ジャコビーは言い返す。

「俺の知らない間に、サウザンライツのボスも変わっちまったもんだな。誰だれだ、あんた？」

「あたしの名前は輝てる南なみ亜あ依より。しばらく前にここの前首領、ミスターハゲ頭をブチ殺して組織を乗っ取った」

「じゃあ、なんだって俺を呼びつけた？」

「そりゃ、あんたを知っているコルビーの紹しよう介かいさ」

　後背を、亜依は顎あごで示した。コルビーは少し離はなれた場所に浮ういて、会見の様子を眺ながめていた。

「『昔の仲間が、ただの農民になっている』って教えてくれたんだ。聞けば、近きん隣りんの村中に顔が通ってるそこそこの有名人って話じゃないか。ちょっと、そういう奴やつが必要なんだよね」

「何をして欲しいんだ。早く言え」

　怒いかりを抑おさえつつ、ジャコビーは亜依を睨にらむ。

「人から、仕事を請うけている」

　ニヤニヤと笑いながら、亜依は説明した。

「数日内に、一人の女が姿を現す。そいつをブチ殺したいんだけど、カテゴリＧの引導士なんで、真っ向からの勝負はしたくない。だから罠わなをはりたいんだ。ただ、相手がどこに現れるかまではわからないから、この辺一帯の村全部に協力して欲しいんだよね。そこで、話を通すのを、あんたに手伝ってもらいたい」

「断ることはできないんだろうな」

　ジャコビーは唇くちびるを嚙かみしめる。

「話が早くて助かるね。大だい丈じよう夫ぶ、ただ働きしろとは言わないよ？　話を吞のんでくれるなら、未み来らい永えい劫ごう、スキントン村を襲おそうようなことはしない。よそに農作物を売りに行きたいなら、その道中の安全を保証する。もちろん、あたしらの作戦に協力してくれる村全すべてにも、この恩おん恵けいを適用する。……これくらい言っておけば、説得もしやすいだろ？」

（なにが恩恵だ）

　神護は内心で吐はき捨てた。みかじめ料を巻き上げる暴力団のやり口ではないか。とはいえ、警察機構の存在しないこの世界にあっては、この種の手合いがはびこるのも当然の理ことわりであるとはいえる。

　す、と亜依はジャコビーから神護に視線を移した。

「ところで、そっちの連れは何者？　異邦人に見えるけど」

「居い候そうろうだ」

　神護は短く答えた。

「ふーん。あたしのもとに来る気はない？」

「どういう意味だ」

「あんた……、異邦人だったら、アリメルドって男は知らない？」

「アリメルドだと？」

　飛び出した意外な名前に、神護は驚おどろく。

「知ってるみたいだね。この仕事の依い頼らい主は、アリメルド。仕事に成功したら、近くこの辺に墜おちてくる予定の異邦人をあたしにくれると言っている」

「異邦人？　この辺に召しよう喚かん点が開くってのか？」

　話が見えてきた──と神護は頭を回転させる。

「ブチ殺したい一人の女」とはアッシュのことだ。召喚点を追い求めるアリメルドを捕ほ捉そくし、殺害するために、アッシュもこの地にやってくる。それを迎げい撃げきするためにアリメルドが策を弄ろうし、亜依に協力を求めた、ということなのだろう。

　アッシュがやってくるということは、要と再会できるんじゃないのか？

　思い至った瞬しゆん間かん、電撃を食くらったような衝しよう撃げきが走った。

　これは──上手うまく立ち回れば、要と可憐と三人で、また一緒になれる！

「あたしは──」亜依は話を続ける。「サウザンライツの業務拡大のためにも、引導士を増やしたいと思っている。別の手段で異邦人をスカウトできるなら、アリメルドの話を聞く必要はないってこと。どう？」

　誘さそうような視線を、亜依は神護に投げた。

「あたしと一いつ緒しよに、略りやく奪だつに励はげんでみない？　結構楽しいよ？」

「大したスカウト活動だな──」

　ふざけるな、と言下に否定すべく神護は一歩踏ふみだしかけ──

「待て」

　ジャコビーに止められる。

「ここで相手の意に染まないことを言うのは、得策じゃない」

　小声で助言した後、ジャコビーは大声で亜依に返答した。

「わかった。あんたの言うこと、引き受けさせてもらう」

「話が早い」

　亜依は短く拍はく手しゆして、副官に命令した。

「マリオン、作戦指令書を渡わたしてやんな」

　マリオンと呼ばれた人物は、ゆっくりと神護達に接近した。その手の中には、卒業証書を入れるような紙かみ筒づつがある。それを、マリオンはジャコビーに手て渡わたす。

　受け取って、ジャコビーは筒の蓋ふたを開いた。中から出てきたのは、丸められた紙。表面には日本語で文字が綴つづられていた。

「簡単に言うと、ここから北の方にあるヘリックスって集落に、敵を誘ゆう導どうしろってこと。ちゃんと周知してくれよ」

　亜依はひらひらと手を振ふった。もう帰っていい、というサインだ。

「コルビーと旧交を温めたかったら、勝手にどうぞ」

「結構だ。……行こう」

　ジャコビーは踵きびすを返し、地面を蹴けって墜ち始めた。

「一つだけ」

　去る前に、神護は亜依に質問を投げた。

「ターゲットの名前は何て言うんだ？」

「アシュラータ・ヴァンドーム、通つう称しようアッシュ」

　アッシュの旧名を、亜依は口にした。

「今は別な姓せいを名乗っているとか聞いたけど、忘れた」

「……そうか」

　神護は視線を切り、ジャコビーを追った。

「その名前、作戦書に書いてあったぞ」

　神護が来るのを待って、ジャコビーは言った。

「なんとなく心当たりがあると思っていたけど、やはりそうでした。アシュラータってのは、知り合いです」

「なんと」

　神護の言葉に、ジャコビーは片かた眉まゆを吊つり上げた。

「となると、あの小こ娘むすめを裏切る理由が一つ増えたな」

「裏切る？」

　今度は神護が驚く。

「あんな命令、もとより聞く気などあるものか」

「ってことは──どうするつもりです」

「こっちが先手を取って、反はん撃げきの間も与あたえずぶっ潰つぶすより他ほかにない。たとえ敵がサウザンライツだろうと、近きん隣りんの村の力を糾きゆう合ごうできれば、対たい抗こうできる。最悪、大公国を引き込む手もある」

　少し考え込んでから、ジャコビーは付け加えた。

「──ただ、まずは、村の人間を説得しなきゃならないな」







「何を言ってるんだ!?　バカじゃねえのか、ジャコビー！」

　高ぶるあまり、ペドロは立ち上がり、激しい身み振ぶりでジャコビーを糾きゆう弾だんした。

「サウザンライツが俺達の安全保障をしてくれるってんだろ？　喜んでその作戦とやらに協力すべきじゃねえか。それを、連中を叩たたき潰すだなんて、どうかしている」

「あんな、ペドロ」

　反論したのはマシューだった。

「ああいう奴やつらの手口は知ってんべ？　一度でも言うことを聞いたら、あいつらは要求をどんどんエスカレートさせてくぞ？　そのうち用心棒料とか言って、俺らが丹たん誠せい込めて作った農作物を巻き上げ始めるに決まってる」

「言うことを聞くつもりがないと知ったら、サウザンライツの次の標的はここになるぞ。トバイア村がどんな風になったか、聞いてなかったのか!?」

　ペドロも、決して引かない。

　村の中央広場に、村人ほぼ全員が集まり、車座になっていた。議題は、ジャコビーによるサウザンライツからの通告の報告と、それに対する善後策の検討である。誰だれしも、山さん賊ぞくどもの命令など聞きたくはない。つっぱねたいところだ──が、ガソールとジャコビーの口から語られたトバイア村の惨さん状じようを考えると、そう簡単にはいかない。

　不本意ながらもサウザンライツの命令を受け入れるか、もしくはサウザンライツとの全面抗こう争そうを行うか。選せん択たく肢しはその二つである。話し合いが紛ふん糾きゆうしないはずがない。

「奴らの命令を聞いたが最後、ケツの毛までむしられるぞ──」

「だがあいつらを向こうに回して勝てるのか──」

「こちらには異邦人オーバージー様がおるんだぞ──」

「奴らの首領も異邦人って話じゃないか──」

「戦うとなったら、こっちも犠ぎ牲せい無しではいられないぞ──」

「こっちにも異邦人はいるだろう──」

「それさっきも言った──」

　村人達は口々に不安や怒いかり、希望や観測を語る。堂どう々どう巡めぐりとなって、議論は深まらない。

「……なかなか厄やつ介かいですね……」

　戸と惑まどう人々を俯ふ瞰かんしながら、神護はジャコビーに言う。

「そりゃ、厄介さ。選択を間ま違ちがえれば、死につながる。簡単には譲ゆずれないだろう」

　ジャコビーは首を左右に振った。

「問題は、誰にも正解がわかってないってことだ。……ま、人生という問題に正解があることなんて、滅めつ多たにないけどな」

　あらゆる場所で勝手に会話、討論が進み、全体としてはグダグダになってきた。話し合いをまとめるため、ジャコビーが口を開きかけた時──

「……皆みなの衆」

　村長が立ち上がり、片手を上げた。

　その声はそれほど大きくもなかったが、一同、おのずと黙だまって村長を注視する。

「私の意見を述べさせてもらいたい。よろしいかな」

　宣言して、村長は周囲を見み渡わたす。異議を唱える者は、一人としていなかった。

「……では」

　ゲフンと一つ咳せき払ばらいしてから、村長は語った。

「この村、スキントン村は、どこの勢力にも属さない独立した村だ。どこの庇ひ護ごをも受けないという立場は、実に厳しい──自分の始末は、全すべて自分でつけなければならないからな。なにかと不都合や手間が多いものだ。しかしそれは、いわば権利に伴ともなう義務さな」

　村長は髪かみ、眉、髭ひげのことごとくが白い老人だ。だが小こ柄がらな身体からだは引き締しまった筋肉に包まれており、背筋もびしっと伸のびている。老いと若さが同居する、不思議な雰ふん囲い気きの持ち主だ。

「自分のボスは自分のみ、自分の運命は自分で決める。これは、私が生まれるより以前からの、スキントン村の精神だ。私の先祖達は、血を流してまで、この精神を守り続けてきた。我々を暴力で頷うなずかせようとする者には、然しかるべき報むくいを受けさせた──たとえ相手が武装集団であろうが、国家であろうがな。私の父は大公国との闘とう争そうで片かた腕うでを失ったが、いまわの際きわまでそのことを誇ほこりにし続けた。きっとあの世でも自じ慢まんしていることだろう」

　そうだそうだ、と同調する呟つぶやきが、ほうぼうで上がった。満足げに目を細め、村長は続けた。

「いかにも、サウザンライツは強大な敵だ。しかし、隙すきがないわけではない。昔から、あそこは血でソールドを洗う派は閥ばつ争あらそいを繰くり返しておる。今も首領配下の二派がいがみあっているという噂うわさ、聞いている者もおるだろう。そこにつけ込めば、内部崩ほう壊かいも狙ねらえるはずだ」

「待って下さいよ、村長──」

　ペドロが口を挟はさもうとしたが、村長は手を挙げて制する。

「まあ待て。争いを好まぬ者の気持ちもわかる。久しく、これだけの大きな敵に睨にらまれることもなかったからな……」

　もう一度、村長は一同を見渡して、

「私は、ジャコビーの言を容いれ、サウザンライツどもと戦う道を選ぶ」

　はっきりと宣言した。

　村人の間に、動どう揺ようが走る。やってやるとばかり意気込む者、正気かと村長に疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向ける者──反応は様々だ。

「だが、戦う気のない者に無む理り強じいはせん。本格的な戦いになる前に、この村から逃にげ出すがよかろう。私は責めもしないし、追うこともしない」

　聴ちよう衆しゆうらはお互たがいの顔を見合わせる。隣りん人じんはどうするのか、戦うのか逃げるのか。顔つきや仕草に気持ちを読み取ろうと試みる。

「ジャコビーの言う通り、時間がない」村長は続ける。「今夜一晩考えて、結論を出してくれ。逃げたい者は明日の晩までに、家ごと出ていくんだ。……私の話は以上だ」

　村長はその場で少々待ち、真っ向から反論する者が現れないのを確かく認にんしてから、その場を立ち去った。それを受け、村人達も三々五々に広場を去り、それぞれの家へと帰っていった。







「……調子はどうだ？」

　神護がメイ家の女性用寝しん室しつに戻もどると、可憐は上半身を起こして壁かべにもたれていた。

「かなり良くなってきた……」

　まだ声に張りはないものの、可憐は安あん堵どの笑え顔がおを浮うかべた。

「そりゃ良かった」

　神護はベッドの端はしに腰こし掛かける。

「話し合い、どうだったの……」

　可憐の問いかけに、神護はすぐには答えられなかった。

「……なんとも、わからん」

　言葉を選びながら、口を開く。

「村長は戦うつもりだ。でも、戦いたくない人間は村から逃げた方がいい、とも言っている。どれだけの数が残ってくれるのやら」

「神護は、どうするつもりなの」

「戦う」

　今度は、ためらいなく即そく答とうした。

「ジャコビーには恩義がある。あの人を見捨てて逃げるわけにはいかない。それに、可憐だってまだ動けないだろ」

「…………」

　視線を逸そらして、可憐はうつむいた。

「ごめんね、神護。私、迷めい惑わくばっかりかけちゃって……」

「迷惑だなんて、思っちゃいない」

　神護は力強く言ったが、可憐はますます表情を暗くする。

「オプスレイで囚とらわれていた時もそうだったけど、いっつも私、神護の足を引っ張ってばかりで、本当にイヤになる」

　イセス・メリアにやってきてからというもの、神護は可憐のまともな笑顔を見たことがない。たまに笑ったと思っても、すぐに陰いん気きな表情が取って代わる。

　こんな態度は──可憐が、かつての誘ゆう拐かい事件のトラウマに苦しんでいた時以来だ。

「……時々、思うんだ──エレナが来てくれないかな、って」

「エレナだと？」

　昔、誘拐事件に巻き込まれて死んだ少女の名を、可憐は口にした。

　秋あき篠しのエレナ──神護、可憐、要と一いつ緒しよに学校に通っていた、もう一人の幼なじみだ。

　五年前、とある犯罪者達が、開業医の子供であるエレナの誘拐を画策した。下校途と中ちゆうのエレナに車で接近し、素す早ばやく身み柄がらを拘こう束そくして走り去る──という計画だったが、彼らは二つのミスを犯おかした。一つはエレナと間ま違ちがえて可憐をさらってしまったこと、もう一つは逃とう走そうの際、エレナをはね殺してしまったことだ。

　事件発生から一週間で犯人は逮たい捕ほ、可憐の身柄も保護され、一件落着となったが──この事件は、可憐の心に深い傷を残した。

「さらわれてた時、私、エレナのふりをしてたんだ。前にも言ったよね？」

　シーツの上に視線をさまよわせながら、可憐は言う。

「私がエレナじゃないことがばれたら、殺されると思ったの。だから、私は自分をエレナだと思いこんだ。エレナのように喋って、エレナのように振ふる舞まったの。……私がさらわれた時には、エレナはもう、死んでたんだよね」

「……ああ……」

　神護にとっても、思い出したくない記き憶おくだった。

　エレナは身を挺ていして車を止めようとし、進路に飛び出した。けれども誘拐犯はアクセルを踏ふみ込み、容よう赦しやなくエレナをはね飛ばした。ゴスン、という衝しよう撃げき音とともにエレナの身体からだは軽々と吹ふき飛ばされ、河か川せん敷じきへと落ちていった。即そく死しだった。

「あの時は、エレナの霊れいが私のそばに来て、助けてくれたって思ってるんだ」

　薄うすい微笑ほほえみが、可憐の口元に現れた。

「本当に心細かったし、怖こわかったけど──エレナがそばにいてくれるから大だい丈じよう夫ぶ、って信じてた。だから、今度もきっと、エレナが来てくれる」

「…………」

　なんと答えたものか、神護は迷った。

　神護自身は、霊の存在なんて信じていない。死んだら無に帰るだけであって、死後の世界なんてありはしないのだ。ただ、「エレナの霊」を拠より所としている可憐に対し、自説を強きよう硬こうに主張するわけにもいかない。

「私も、エレナみたいな強い心が欲しい。エレナだったら、引導術だってすぐにマスターできただろうし」

「……そうかもな」

　神護は頷うなずいた。

　エレナは男おとこ勝まさりな少女だった。そして、幼なじみ四人組のうちでもっとも運動神経が良かった。可憐の言う通り、一番上手うまく引導術を扱あつかえるのはエレナだろう。

　だが──その勝ち気な性格、そしてすぐれた運動神経が、エレナを死に追いやった。少しでも気き後おくれしたか、反応が遅おくれるかしたら、車の前に飛び出るなんてことはできなかったはずだ。

　あの日から、可憐を守ることは神護と要の義務となった。

　要と合流するメドも立たない今、エレナの遺命は神護一人の双そう肩けんにのしかかっている。

「とにかく今は、身体を治すことだけを考えてくれ」

　神護は、可憐の肩かたを叩たたいた。

「外でのゴタゴタは忘れるんだ。俺がなんとかする。エレナも助けてくれるだろうさ」

「ありがとう、神護……」

　可憐は神護の手に手を載のせて、しばらくそのぬくもりを感じ続けた後、

「……ごめん、もう寝ねるね」

　シーツをかぶり、横になった。

「時間を取って悪かった。それじゃ、お休み」

　神護はベッドから腰こしを上げ、手を振って立ち去った。

　可憐との会話は心が安まる──が、部屋から出た途と端たん、頭の中から追い出していた懸けん案あんが一気に蘇よみがえり、神護の心を覆おおい尽つくす。

「……ったく、今ばかりは、エレナに助けて欲しい気分だな」

　自分の信念を曲げたくなるほどに、見通しは暗かった。







「……やめて……助けて！」

　深夜。

　叫さけび声で、神護は目を覚ました。

　切せつ迫ぱくした声に、ただごとならぬ気配を感じ取る。しかもこの声は──

「可憐か!?」

　気づいた途端、神護は飛び跳はねた。急いで上着を羽織ってズボンを穿はき、外に飛び出る。

　そこで待っていた光景は──

「動くな!!」

　ペドロの鋭するどい声が、神護を掣せい肘ちゆうする。

　ペドロが、可憐の首根っこを捕つかまえ、家の外に引きずり出していた。

「神護、神護……！」

　助けを求めて、可憐は腕うでを伸のばした。が、

「おまえもだよ、お嬢じようさん！」

　可憐の喉のど元もとに、ペドロはナイフをつきつけていた。

「てめえ……!!」

　神護の心は、怒いかりで激しく燃え上がる。だが、状じよう況きようが今ひとつ分からない。冷静さを失ってはいけない、と自分に呼びかける。

「一体何のつもりだ！」

「どうもこうもあるか！」

　時間柄がらも構わず、ペドロは怒ど鳴なる。

「てめえらの話なんて聞いてられねえってこったよ！」

　このような暴挙に及およんでいるのは、ペドロだけではない。五人か六人か、まとまって騒そう動どうを起こしている。そして、そのうちの一人は、パリス・メイを拘こう束そくしていた。

「パリス！」

　遅れて飛び出してきたジャコビーが、妻の名を叫んだ。

「ペドロ、貴様どういうことだ!?」

「俺達は、サウザンライツと戦う気も、スキントン村から出て行く気もねえってこった！」

　と、ペドロは主張した。

「俺達は、サウザンライツの言うことに従う。その為ためには、おまえらは邪じや魔まなんだよ！」

　神護はやっと事態を把は握あくした。

　つまり、村長の方針に反対する連中が、クーデターを起こしたのだ。

「可憐は関係ないだろう！」

　神護は怒鳴った。

「いいや、関係あるとも！　おまえの連れである以上、この娘むすめも俺達の敵だよ！」

「ペドロ、何をしている!?」

　横手から、村長の声が飛び込んできた。

　ペドロは視線だけ動かし、村長の姿を捉とらえた。

「見ての通りですよ。今回ばかりは、あんたの言うことは聞けないってこった」

「おまえ、──」

　村長の背後で、二枚のソールドが浮うき上がる。

「やめてくださいよ！」

　応じて、ペドロもソールドを摑つかみ、浮かせた。

　ペドロの取り巻き連中は、ソールドとともに自らの身も浮ふ揚ようさせた。

「あんたとやりあう気はない」ペドロは村長を睨にらむ。「あんたを殺したら、村の中でバトルロイヤルが起きる。それは俺もあんたも避さけたいだろ」

「私を簡単に殺せると思ってるのか？」

　す、と村長は目を細めたが、

「やめときな！　知ってるんだぜ、村長！　あんたが失明しかけてるってこと！」

　ペドロの指し摘てきに、わずかに身を震ふるわせた。

「こんな真夜中で、俺達のソールドがまともに見られるのか？」

　今、「母なる月」は輝かがやきを失っていた。惑わく星せいメリアの影かげが、「母なる月」を覆い隠かくす時間帯だ。視力二・○の人間でもソールドを見失いかねない暗くら闇やみの中である。

「ム……」

　長時間の躊ちゆう躇ちよの後、村長はついにソールドを地面に落とし、無む抵てい抗こうの意を示した。

「すいませんね、村長」

　声をかけてから、ペドロは神護に向き直った。

「さて、おまえらは、お縄なわについてもらおうか」

「俺達をどうするつもりだ」

　神護の問いを、ペドロは鼻で笑って受け止めた。

「俺達は、どうともしない。サウザンライツに決めてもらう」

「なんだと？」

「俺達のサウザンライツに対する忠誠のあかしとして、裏切りを働こうとしたおまえらを差し出すんだ。これで村人全員が救われるってもんさ」

「神護！　私のことなんて気にしないで！」

　可か憐れんは絶ぜつ叫きようした。その声は、神護の心を鋭く刺さし貫つらぬく。

（可憐を奪だつ還かんできないか……？）

　黙だまってペドロの言う通りになる前に、一度わずかな可能性に賭かけてみるべきではないか──

　とまで思考を進めた、その時。

「はぐうッ」

　可憐が、ペドロの腕に嚙かみついた。

「ぐあッ!?」

　不意をつかれて、拘束する腕うでがわずかにゆるむ。

　可憐はペドロの手ごとナイフをつかんだ。

　そして──

「ごめん、神護！」

　自分の喉のどを、ナイフで突ついた。

「おい!?」

　神護は目を剝むいた。

　刃は先さきは胸骨にぶつかった。皮ひ膚ふを浅く傷つけるだけに終わる。

　ならば、と可憐は喉を真横に裂さこうとし──

「……何しやがるッ！」

　パンチを、ペドロは可憐の脳天に叩たたき込んだ。

　全力の一いち撃げきだった。押し潰つぶされるように可憐は転てん倒とう、ナイフを放してしまう。

「自殺しようとしたのか、こいつ……！」

　ペドロは可憐をうつ伏せにし、後頭部を押さえて動きを封ふうじた。

「殺して！　もう殺してよ！」

　訴うつたえながら、可憐は涙なみだを流し始めた。

　痛みの涙ではない。自分がどこまでも神護の足手まといでしかないという現実に対する、悔くやし涙だった。

「死なれたら、人ひと質じちにできなくなるだろうが！」

　呼吸を荒あららげながら、ペドロは頭をもたげた。

「殺すことはしねえ。ただ、てめえが話を聞く気がないってんなら、この娘むすめを痛めつける。生き地じ獄ごくを味わわせてやるよ。慰なぐさみ者にするのもいいかもなあ」

「神護！　私のことなんていいから！　見捨ててよ！」

　頭を押さえられてなお、可憐は抵てい抗こうを試み、叫さけんだ。

　ほんの数秒の出来事だったが、神護は魂たましいの抜ぬけるような思いをした。ともすれば、可憐は死んでいたかもしれないのだ。

　あんな光景を見せられては、もはや抵抗することなどできなかった。

「……可憐を見捨てるなんて、俺にできるわけないだろうが……」

　神護は、頭の上で手を組んで、ひざまずいた。悔かい恨こんと屈くつ辱じよくに、唇くちびるを嚙みしめながら。

























「この男に見覚えはないか」

　そう言って、要かなめはアリメルドの似顔絵を突きつけた。

「白スーツにマントって格好をした引導士ハイダイバーなんだが」

　村人は、似顔絵をじっと見つめ、しばし考えた後、言った。

「この男に見覚えはないが……アリメルドという名前は聞いたことがある」

「本当かよ！」

　思わず要は声を張り上げた。

「先日、村長の家を訪おとずれた人がそんな名前だったような気がしたな。あんたら、この男を捜さがしているのか？」

「ええ、そうよ」

　男の質問に、アッシュが頷うなずいた。

「今はもう、ここにはいないのね？　どこに行ったか、ご存じかしら」

「俺は知らないが、村長なら何か知っているかも。ついてきな」

　手招きして、男は村の奥へと歩み始めた。

「こりゃラッキーだったな。一手目でヒットするなんて」

　男のあとをついて歩きながら、要はアッシュに言った。

「そうね……アサイアスの計算が合っていたってことかしら」

　アッシュは素っ気なく応じた。

　ここはバストラス村。アサイアスが算出した召しよう喚かん点出現ポイントの内部に存在する、十数の村のうちの一つである。

「かなり時間がかかるって思ってたから、うれしいね」

　足取りも軽く、要は前を行く男に追いつき、

「ついでで悪いんだが、こっちの顔も見たことねーか？」

　スケッチブックのページをめくり、神しん護ごと可か憐れんの似顔絵を差し出す。

「竹たけ内うち神護と大おお間ま可憐って言うんだが」

　男は一いち瞥べつしただけで、すぐに首を振ふった。

「いや……こっちは知らないね」

「そうか。ありがとよ」

　肩かたを落として、要はアッシュの隣となりに戻もどった。

「さすがに、こっちまで都合良くはいかねーらしい」

「気長に構えることね」

　アッシュは短くコメントした。

　男はやがて、村の一番奥に建っている家の前に二人を導いた。

　家の前に突つき出た岩に、一人の老人が空を見上げながら座っていた。

「こんにちは、村長」

　男が頭を下げると、老人──村長は手を振って応こたえ、立ち上がった。

「やあ、ヨナス。そちらのお客人は？」

　杖つえでアッシュ達を指し、問う。

「こちら、アリメルドという御ご仁じんを捜してるとかで」

　ヨナスの答えに、村長は長い眉まゆの奥の目を光らせた。

「ほう。それでわしに会いに来たと？　ふむ……おまえさんは行きなさい」

　杖をつきながら歩み寄り、ヨナスの背を叩たたく。

　頷いて、ヨナスはそのまま歩み去っていった。

　その背を見送った後、村長はアッシュ、要に視線を向けた。

「えー、おまえさんらが捜しているのは、アリメルド──とか言ったかな？」

「ああ、そうなんだ。こんなツラをしている奴やつなんだが」

　要はスケッチブックを差し出した。

　この似顔絵も、要が描かいたものだ。要はただ一度しかアリメルドと対面していないが、アッシュの指導を受けた結果、似顔絵は非常によく特とく徴ちようを捉とらえたものとなった。

　しばらく似顔絵を見つめた後、村長は慎しん重ちように言った。

「ああ……この間来た男は、こんな顔だったような気がするね。たしか、だが」

「当たりだ」

　ニヤリ、と要はアッシュに笑え顔がおを向ける。

「アリメルドはこちらに何をしに？」

　アッシュが進み出て、質問を投げた。

「菓か子し折おりを持ってきおった」

「菓子折だぁ？」

　要は眉をひそめた。異世界でそんな言葉を耳にするとは思っていなかった。

「大福とか言ったかな？　餅もちでアンコを包んだもので、──」

「いや、その説明はいらねーよ」

　手を振って遮さえぎってから、要はアッシュに口を寄せる。

「アリメルドはそんなことをして回ってんのか」

「そうよ」アッシュは頷いた。「あの男は、調査の邪じや魔まをされないよう、事前に召喚点近辺に住まう有力者に話を通す。前の時、オプスレイ大公に取り入ったのもその一いつ環かん」

「大公に大福持っていったのかよ」

　要はアリメルドが菓子折を大公に手て渡わたすシーンを思い浮うかべた。どうにも間の抜ぬけた感じである。いかにもサラリーマン的な所作は、異世界にあっては違い和わ感かんがありすぎる。

「そもそも、イセス・メリアで大福作れるのか」

「メジャーではないけれど、異邦人オーバージーの方々が作ってる。あれはいいものよ。シュマルカルデンにやってきて良かったことの一つは、比ひ較かく的てき簡単に大福が食べられること」

　アッシュはにっこりと笑った。

「こっちの世界にも小豆あずき相場とかあるのかね……」

　と言ってから、要は老人に視線を戻した。

「アリメルドは挨あい拶さつしに来ただけ？　そのあと、どこに行ったかわかるかな」

「ええと……」

　老人は何度も平手で額を叩き、何かを思い出そうと試みる。

「そう、あそこじゃ。その……ヘリックス。君ら、ヘリックスは知ってるかね？」

　ヘリックス。事前に、地図で見た名だ。たしかここから北の方にある集落だったはず、と要は記き憶おくを掘ほり起こす。

「ヘリックスですか……？」

　アッシュの声は重い。

「ああ、そちらにも挨拶をしに行く、とのことだった」

「はて」要は首を傾かしげる。「ヘリックスは、アサイアスが算出した範はん囲いの中だったか？」

「わずかに外だった」アッシュは即そく答とうした。「ということは、アサイアスの計算が少し間ま違ちがっていたということかしら。しかしヘリックス……ヘリックス？」

　頰ほおに手を当て、アッシュは悩なやむような仕草を見せた。

「何か問題でもあるのかよ」

　要の問いに、アッシュは短く息をついた。

「問題はないけれど──とにかく、行ってみるしかないわね。……ありがとうございました」

　村長に頭を下げて、立ち去ろうとすると──

「ああ、待たんかね。折せつ角かくじゃ、茶でも飲んでいかんかね？　ここのところ暇ひましておってね、話し相手が欲しかったところなんじゃよ」

　ひょいひょいと村長は二人を手招きした。アッシュと要は顔を見合わせた。

「どうする」

「どうって……あの、アリメルドが来たのはいつの話でしょう」

「おとといくらいじゃったかな」

「なら、今すぐ向かったところでアリメルドと会える可能性は低そうね。それじゃ、少しだけお邪魔させてもらおうかしら」

　招きに応じて、アッシュは老人に歩み寄った。

「残念ながら、大福は残っておらんぞ？　わしが一人で食ってしもうたわい」

　肩かたを震ふるわせて、老人は笑った。







　ヨナス──要達を村長のもとに導いた男──は、バストラス村を出て、長い距きよ離りを墜おち、とある島へとたどり着いた。

「伝えてくれ！」

　島の上には、サウザンライツの構成員が立っている。そこにヨナスは呼びかけた。

「来た！　うちの村──バストラスにターゲットが来たぞ！」

　その声を受けて、構成員は素す早ばやく反応。島の上に建っている隠かくれ家がの庭に飛び込み、副官マリオンに話を取り次ぐ。

　そして、マリオンが亜あ依よりのもとに行き、報告する。

「ボス、ターゲットがバストラスに現れたそうです」

　亜依は、庭に造った大きな東あずま屋やの屋根の下で、玉座を浮かせていた。玉座の座面に寝ね転ころがっていたが、報告を受けると、けだるげに身体からだを起こして、ほくそ笑んだ。

「いいね。もう罠わなに飛び込んできたか。そんじゃ、ヘリックスで待機中の二人に知らせときな。あと、この島をヘリックスに向けろ」

「わかりました」

　命令を受けて、マリオンは姿を消す。

「んっふっふ」

　一人で笑い、亜依は玉座から飛び降りた。隠れ家の中に入り、監かん禁きん室に足を向ける。

　監禁室では、神護とジャコビーが食事をしていた。

「やあ、神護。ご機き嫌げんいかが？」

　遠間から、亜依は語りかける。

　亜依の声に、神護はパンを食べる手を止めた。

「この部屋は非常に快適だが、とうてい機嫌がいいとは言えない」

　冷たい声で、返答する。

　神護とジャコビーが閉じこめられている部屋は、「監禁室」という語感からはほど遠い。やたら広い上、ふかふかなソファ、観葉植物、トランプなどの備品が揃そろえられている。乞こいさえすればいつでも飲食物の差し入れがあり、ベッドのシーツは非常に清潔。オプスレイ大公のもとにいた頃ころ並みの、快適な環かん境きようだった。

　意外な扱あつかいだ。ペドロに「サウザンライツへの反乱分子」として突つき出されたのである。殺されるか、痛めつけられるか、牢ろうに閉じこめられるか──とにかく不快な目に遭あわされるものと神護は覚かく悟ごしていたのだが、現状の不満はただ一つ、部屋の外から鍵かぎがかけられていて、一歩たりと出て行けないということのみだ。

「是ぜ非ひとも、お空の散歩くらいさせてほしいもんだ」

「それはだめ」亜依は陽気に応じた。「逃にがすわけにはいかないよ。この部屋の中で叶かなえられることなら、なんでも聞いてやるけどね」

　初対面の時に言っていたことは本音だったようだ、と神護は思う。亜依はなんとしても有力な引導士を迎むかえたいらしい。

　となれば、その気持ちを大いに利用すべきだ。山さん賊ぞく団に荷か担たんする気などさらさらないが。

「なんでも？　聞いてくれるのか？」

　なんとなく亜依の提案になびいているような態度を、神護は見せた。

「ああ、なんでも」と亜依は請うけ負う。「何がいい？　うまいもん？　それとも女とか？」

　神護は、その誘ゆう惑わくに気を取られるふりをして──

「……いいや」と頭かぶりを振る。「結構だ。聞かなかったことにしてくれ」

「あ、そう？　気が変わったらいつでも言ってくれよ」

　亜依はニヤニヤと笑っている。

「ちょっと待て」ふと思いついて、神護は言った。「可憐をここに連れてこい、と言ったら？」

「そいつは聞けねえな」

　こればかりは、亜依も妥だ協きようしなかった。
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「人ひと質じちは分割運用するもんだ。こっち来てから学んだことの一つだよ。ま、一応大だい丈じよう夫ぶだから安心しな。こっちから村に人をやって、間ま違ちがいが起こらないようにしてある。大事なあんたの連れだからな」

　神護は可憐が心配で仕方がない。もとより病やみ上がりの上、精神的に折れかけている。ペドロに思い切り殴なぐられたことも心配だ。どれだけ心細い思いをしているか、と思うと──

「可憐の身に何かあったら、たたじゃ済まさないからな」

　おのずと、声に苛いら立だちや怒いかりが混じる。

「はいはい」

　神護の脅きよう迫はくを、亜依は軽く受け止める。

「あんたこそ、最終回答の時間はもうすぐだから、よく考えておくこったね。その答えに、あんた方の運命がかかってるんだから」

「もうすぐ？　どういうことだ」

「見つかったんだよ、アシュラータがね」

　自じ慢まんげに、亜依は言った。

「そもそも、そのことを伝えに来たんだ。アシュラータの始末をつけたら、あんたの処しよ遇ぐうも決めるつもりでいる。賢けん明めいな判断を期待してるぜ」

　神護の応答を待たず、亜依は手を振ふり、部屋から出て行った。

「アッシュが来たのか……」

　亜依が去った後、神護は小声で呟つぶやいた。

　少なくとも、アッシュは要の居所を知っているはずだ。もしかしたらまだ一いつ緒しよに行動しているかもしれない。

　なんとかしてこの快適な牢を脱だつ出しゆつし、アッシュの助けを乞いたい。

　しかし、ここに放ほうり込まれてからというもの、色々と脱出方法を模も索さくしてきたが、まったく隙すきが見つからない。護送される際にソールドも取り上げられたので、外からソールドをぶつけることも不可能だ。結局、今の神護にできることといえば──

「……祈いのるしかないのか」

　可憐の身に何も起きないよう、アッシュが襲しゆう撃げきを回かい避ひできるよう、祈るしかない。

　その二つの要素によって、神護が選ぶべき道は変わる。

　自分の力の及およばない部分で、自分の運命が決まろうとしている。

「不ふ愉ゆ快かいだ……」

　神護は口角をねじ曲げた。イセス・メリアに来てからというもの、不愉快なことばかりだ。







　一人の男──サウザンライツの構成員が、ヘリックスにて待機しているシスターズのもとに、メッセージを携たずさえて降りていく。

　崖がけの際きわに建つ酒場の前に着地すると、スイングドアを両手で押し開け、呼ばわる。

「オボロヴィッチ先生！　出番です……うう？」

　呼ばわると同時に、血けつ臭しゆうに顔を歪ゆがめた。血臭のもとを探して、

「…………！」

　男は目を剝むく。

　一人の貧乳女性が、天てん井じようから逆さ吊づりにされていた。

　入口に背を向けた状態で、ロープでぶら下げられている。だらりと伸のびた指先から、ぽたりぽたりとリズミカルに血を垂らしていた。

　その真下のカウンター席に、双ふた子ごの姉妹が座っている。

「あ、やっとうちらの出番？」

　男の声に答えつつ、赤い衣装の女性──ライナ・オボロヴィッチは、貧乳女性の真下にグラスを差し出した。血の一ひと滴しずくが落ちて、グラスの中の酒に混じる。

　グラスを揺ゆらしてから、ライナは中身を一気に飲み干した。

「うふう～」

　そして、酒さけ臭くさい息を吐はき出す。

「待ちくたびれたわ。おかげで飲み過ぎちゃったじゃないの」

　真っ赤な顔で、ニヤニヤと笑う。明らかに酩めい酊ていしていた。

「やれやれ、困ったものだ」

　その隣となりでサラミをつまんでいる女性──ハンナ・オボロヴィッチが、姉を指さす。

「今からまともに仕事ができるんだろうな」

「できますよーだ」ライナは言い返した。「酒は飲んでも吞のまれるなってね」

　すぐ横にあったコップを摑つかみ、水を一気に流し込んだ。口元を拭ぬぐって、

「……これでよし」

　落ち着いた声を漏もらした。顔は赤いままだが、表情は厳しいものに一変する。

「あの……これは一体……？」

　メッセンジャーは、天井から吊つるされた女を指さした。

「これ？」ライナも頭上を指さした。「こいつ、マリーって言うんだって。これがほんとのブラッディマリー」

　そう言って、ライナはゲラゲラと笑った。

「ちょいと粗そ相そうされてね」

　ハンナはライナの足あし下もとを示した。スカートの裾すそが少々濡ぬれている。

「そこで、カクテル作りに協力してもらっている」

「…………」

　吊られた女性は時々思い出したようにぴくりと動くのみ。

「で、ターゲットがやってきたんだな？」

　ハンナに問われて、メッセンジャーは我に返った。

「はい、バストラス村に現れたとの話なので、間もなくこちらに向かってくると思われます」

「なーるほど」

　ライナは立ち上がり、そばの壁かべに立てかけていたソールドとハルバードを引き寄せた。

「で、敵は何人？」

「カテゴリＧの引導士が一人、と聞いています」

「一人？　そいつ、地じ獄ごくに行ったら自じ慢まん話ばなしができるよ。あたしらオボロヴィッチ姉妹と一人で渡わたり合ったって言ったら、死人どもは平へい伏ふくして恐おそれを為なすだろうさ」

「私達は、そいつの首を持って帰ればいいのか？」

　ソールドを手にして、ハンナも問う。

「いいえ……ボス自ら、戦いの様子を見にいらっしゃるそうで」

「それはよかった」ハンナは言った。「相手が原形を留とどめるよう注意して戦うのは面めん倒どうだ」

「空戦は、敵をミンチ肉にしてナンボだよねェーッ」

　応じてライナも声を張り上げた。

「それでは、私達は配置について、待機する」

　ハンナは吊られた女を指さした。

「こいつの後始末は任せた。ブラッディマリーが飲みたかったら、好きにするように」

　それだけ言って、酒場の外に出て行く。

「お望みなら、新しい原料持ってくるわよん。カテゴリＧの血ってどんな味がするかしら？」

　続いて、ライナは手を振ふりながら出て行った。

「……期待しています」

　メッセンジャーはおとなしく頭を下げた。







「これは何なんだ？　穴にしか見えねーぞ」

　それが、ヘリックスの全容を初めて目まの当たりにした、要の正直な感想だった。

　丸い穴が地面にあいていた。直径は十数メートル。かなり深いところまで続いている。

「ここは昔、ソールダイトの採石場だったところ」

　はるか高みから大地を見下ろしつつ、答えるアッシュ。

「ソールダイト」要は繰くり返した。「こいつの原料か」

　自分の隣で浮ういているソールドを、軽く二度叩たたく。

「とっくの昔に廃はい坑こうになって、今はこの地形に目をつけた人達が住み着いている」

「……こんなところに住めるのか？」

　少し前に動いて、要は穴の底をのぞき込んだ。

　穴の壁へき面めん部はほとんど垂直に見えた──が、よく目をこらすと、そうでもない。螺ら旋せん状の道が壁に張り付くように伸のび、底に向かってぐるぐると渦うずを巻いている。そのごく狭せまいスペースに、民家らしきものが並んでいた。どこまで家が続いているんだ、と見つめるうちに──

「……あぐぐぐぐ」

　要の高所恐きよう怖ふ症しように火がついた。わたわたと水を搔かくように手を動かし、アッシュのおっぱいにしがみつく。

「あなたはいつになったら高所恐怖症を克こく服ふくしてくれるのかしら」

　はあ、とため息をついてから、面倒そうに要を引きはがす。

「さっそく、あなたの度胸が試ためされる時が来ているってのに」

「……なに？　そりゃどういう意味だ」

　言いつつ、要は穴をのぞき込む。

「この穴に一人で降りていけってか？　そのくらい楽勝……に……あぐぐぐぐ」

　またも、要はパニックに陥おちいった。アッシュのおっぱいを求める──が、アッシュがうまいこと要の顔面を押さえ、腕うでを突つっ張り、接近を阻そ止しした。

「そんな簡単なことじゃない。誰だれかが私達を狙ねらっている」

「なんだと」

　咄とつ嗟さに要は周囲を見回そうとする。

「顔を動かさないで」

　アッシュは要にアイアンクローをかました。

「ギャア！　何すんだこの野や郎ろう！　おっぱい握にぎり返すぞ！」

　要は闇やみ雲くもに手を伸ばした。

　アッシュは身体からだを後ろに流して、手を避さけた。

「今も向こうがこっちを見ている。多分」

　その一言に、要は動きを止めた。

「マジか。どっからだよ」

「バストラスからこっちに来る途と中ちゆう、併へい走そうしていた島があった。あれは普ふ通つうの動きじゃない」

「なんだと？　まったく気づかなかったが──」

　無意識のうちに要は首を動かそうとし、

「だから顔を動かさないでって言っている」

　アッシュはもう一度手に力を込めた。

「ヌギャア！　わかった、わかったから離はなしてくれ！」

　要の懇こん願がんに、やっとアッシュは手を離す。

「あひぃ……」

　しばし手で顔を押さえた後、涙なみだ目めで要はアッシュを見た。

「俺が悪かった。もう、おまえの顔しか見ない。おまえだけを見つめる」

「何を妙みようなこと言い出すの」

　わずかに顔を赤らめるアッシュ。だがすぐに冷静な態度に戻もどり、推測を口にする。

「監かん視しの目と、ヘリックスという特とく殊しゆな地形。多分、ここを降りていく途中で襲しゆう撃げきがある」

「襲撃か……」

　なるほど、と要は納なつ得とくする。穴は、空戦の場としてはやや狭い。こんな場所で奇襲を受けたら──

　考えるだけで、要は震ふるえた。

　一歩間ま違ちがえば、殺される。おそらく、自分の身に何が起きたか、知る間もないだろう。

　死体は穴の底に落ちていく。光の届かない、穴の奥底へ。

　自分がそのような目に遭あうかもしれないと思うと──暗い恐おそれがわき上がる。

　生きたければ、敵を倒たおすしかない。

　自分の代わりに、敵を、闇やみへ落とすより他ほかにない。

「とはいえ」アッシュは言った。「読めている時点で、奇襲はもはや奇襲じゃない。恐れる必要はない」

「逃にげるのか」

「いや……逃げたところで、また別の場所で襲おそわれるだけ。敵の油断をついて、この場で始末する。相手の正体も知りたいし」

　緊きん張ちように固まる要の顔を、アッシュは引き寄せた。

「短時間でケリをつける。あなたにやってほしいのは、──」

　そして、作戦を伝えた。







　二枚のソールドを伴ともないながら、アッシュは穴の中へと墜おちていく。

　穴の奥から、風が吹ふき上げていた。姿勢を崩くずさないよう、速度控ひかえめで降りていくと──

　奥底の闇で、光が閃ひらめいた。

「！」

　アッシュが身構えた途と端たん、

「死になァァ──ッ!!」

　巨きよ大だいな刃はが、アッシュ目がけて墜ちてきた。

　アッシュは、ソールドを盾たてとして突きだした。突とつ進しんに対して斜ななめに構かまえ、自らはその陰かげに隠かくれる。

　金属同士が嚙かみ合う、衝しよう撃げき音。

　刃──ハルバードの刃先は、ソールドに沿って逸そらされ、流れる。

　軌き道どうを逸らされて、ハルバードの持ち主は、アッシュから少し離れた位置を通り抜ぬける。

　すれ違う瞬しゆん間かん、二人の視線が交こう錯さくし、アッシュは引導士──ライナの姿を視し認にんする。

　攻こう撃げきソールドを投げつけようとする──が、ライナのソールドが、斜めに滑すべり込んできた。防ぼう御ぎよソールドでは遮さえぎれず、

「このッ！」

　攻撃ソールドを割り込ませ、直撃を回かい避ひした。

　墜ちる勢いのまま、ライナはそのままアッシュの横を通り抜けて上じよう昇しよう。穴の外まで飛び出して、やっと静止する。

　姿勢を制せい御ぎよし、アッシュは頭上を見上げる。

「何者!?」

「……フフン」

　ライナは鼻で笑った。

「冥めい土どの土産みやげに教えてやるよ。あたしたちはサウザンライツ最強の殺し屋、オボロヴィッチシスターズ」

　ハルバードの刃先で、アッシュの更さらに下方を示す。
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　ちらり、とアッシュは奈な落らくをのぞき見る。奥底に、ライナと同一のソールドを抱かかえてこちらを見上げている引導士──ハンナがいる。

「誰だれかに言っておきたい遺ゆい言ごんはある？　伝えてやるよ──覚えてたらだけど！」

　そう言って、ライナはケタケタと笑った。勝利を確信した人間の、余よ裕ゆうの態度だ。

「遺言……？」アッシュは言い返す。「遺言を残す必要があるのは、あなた達の方よ」

「はあん？　この状じよう況きようで何言ってんのよ、あんた──」

　とまで言ったところで、ライナの言葉は途と切ぎれた。

　背後から飛んできたソールドが、ライナを両断したのだ。




「……どこから来る……？」

　穴の上方、宙を浮うかぶ小さな無人島の陰かげで、要は待機していた。

「敵は、多分私を挟はさみ撃うちにしようとする」とアッシュは言っていた。「私が穴に入ったところで、誰かが上から蓋ふたをする位置に現れるはず。あなたには、そいつの始末をして欲しい」

「一対一で戦えってのか」

「ちょっと違う。刺し客かくは、私に注意を振ふり向ける。その隙すきをついて、あなたは背後からソールドを叩たたき込むの。簡単な仕事でしょ」

「ソールドを叩き込む……」わずかに要は考え込んだ。「それは、俺に敵を殺せってことか」

「そういうことになる」

　あっさりとしたアッシュの声を受けて、要は動どう揺ようする。

　俺に人を殺せと言うのか？

　アッシュの指導のもとソールドの扱あつかいを覚え、戦せん闘とう訓練を受けてきたのも、突つき詰つめて言えばこの為ため──人を殺す為だ。だが、いざ状況に直面すると、平静ではいられない。

「そ……そんな簡単にいくもんかね」

　翻ほん意いしてくれないものか、と要はアッシュに言ってみた。

「いくわ。私はわざと罠わなにはまりにいく。罠を仕し掛かけている人間は、自分達が逆に罠にはめられているとは気づきにくいものよ。特に、作戦が図に当たっている最中は……」

　とまで言ったところで、アッシュは要の顔色に気がついた。

「そう言えば、実戦は初めてだったかしら」

「敵を殺すために戦う、という意味では……な」

　声が緊張で固くなっているのを、要は自覚した。

「殺さなければ、殺される。イセス・メリアの空にはそれしかないわ」

　敢あえて厳しい口調で言った後、アッシュは要に身を寄せ、声を潜ひそめた。

「私はあなたを信じている」

「……『私のために殺して』とおっしゃいますか」

　そう要が言うと、アッシュは無言の笑えみだけを残して去っていった。

　いまだに心は定まらないが、ああまでアッシュに言われた以上、為なすべきことを為さねばならない。努めて心を平らにしつつ、言われた通り待機していると──

「……アレか？」

　穴の奥から、一人の見知らぬ引導士が飛び出してきた。

　胸のサイズから察するに、カテゴリＥ以上の引導士だろう。

　ちょうど、要に対して背を向ける格好で、足あし下もとの穴を見下ろし、

「……あたしたちはサウザンライツ最強の殺し屋……」

　などと声を投げ込んでいる。

　間ま違ちがいなく、アッシュを狙ねらう刺客だ。

　本当に、簡単に始末できるのだろうか。疑問がまたもや、要の胸中をよぎる。

　たしかに、刺客は隙だらけの姿を晒さらしている。だが、死の瞬間までソールドの接近に気づかないなんてことがあるのか？

　アッシュの特訓を受けている際、要は背後からのソールドに気づかず、何発もクリーンヒットを食くらった。それは事実だが、そんなマヌケは自分だけではないのか。仮にも「サウザンライツ最強の殺し屋」を名乗る人間を、そんなにあっさり殺せるのか？

　失敗に対する恐おそれが、要をためらわせる。が──

（何もしなかったら、アッシュは挟み撃ちに遭あう）

　アッシュは要を信じて、自ら罠に飛び込んでいった。

「……やるより他ほかにねー」

　決心して、要はソールドを墜おとした。

　あらかじめ衛星の配置を鑑かんがみ、ソールドを墜としやすい位置に待機していた。刺客に命中するように墜とすのは、さして難しい話ではなかった。

　十分な墜つい落らく距きよ離りの間に、ソールドは存分に加速し──あっさりと、刺客の背中にヒット。

　上半身と下半身を引き裂さいた。




　直後、アッシュは動いた。真下に待機するハンナ目がけ、突とつ進しんする。

「なに!?」

　はるか頭上で起きた出来事に、ハンナは一いつ瞬しゆん目を疑った。その一瞬が命取り。

　すれ違ちがいざまに、アッシュはソールドを二枚とも叩き込む。

　ハンナは反射的にハルバードを振り、ソールドを跳はね返した。二枚目も防ぼう御ぎよソールドで受け流すが──

「はあッ！」

　アッシュが、ハンナの背に滑すべり込み、手にしたナイフでハンナの喉のど元もとを裂いた。

「…………!!」

　派手に吹ふき出た血とともに、声にならない声をハンナは漏もらす。

　更にアッシュはハンナの後頭部を膝ひざ頭がしらで捕つかまえて、体重を掛かけ、全力で崖がけに叩きつけた。

　抵てい抗こうしてこないのを確かく認にんして、アッシュはハンナを穴の底へ投げ捨てる。人形のように力無く、ハンナは谷底へ落ちていった──二つに裂かれたライナを追って。

「……アッシュ！」

　頭上から、要の声が降ってくる。

　一息ついてから、アッシュは穴の外へと出た。要のすぐそばまで行き、

「よくできました……と言いたいところだけど、もっとさっさとやりなさい」

　顔面にアイアンクローをかました。ギリギリと全力で締しめ上げる。

「ウギャアー！　悪かったよ！」

　要は悲鳴を上げる。今回は、アッシュはあっさりと手を引っ込めた。

「こんなにうまくいくなんて、信じられなかったんだよ」

　顔を撫なでて、痛みを和やわらげながら、要は言った。

　そう、初めての「人殺し」にしては、あまりにもあっさりとしていた。何の感かん慨がいも湧わいてこないという事実が、かえって要の心を冷やす。

　ライナを裂いたソールドが、要の手元に帰ってくる。その表面は、べっとりと血で濡ぬれていた。

「うお──」

　絶句して、要は呆ぼう然ぜんとしかけたが、

「落ち着きなさい」

　アッシュが再びアイアンクローの手を伸のばしてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ！」慌あわてて要はアッシュの手を振ふり払はらった。「大丈夫、大丈夫だ……」

　この程度でいちいち動どう揺ようしていては、イセス・メリアでは生きていけないはずだ──自分の気持ちを押し殺す。

　息を一つついた後、アッシュは事務的に話しかけた。

「誰だれしも、背中に目はない。見えない側からの攻こう撃げきは、誰にも見えないのよ」

「当たり前のことを、さも重要事じ項こうみたいにおっしゃいますね」

「これは、引導術の初歩にして究極よ。……こういう狭せまい場所で挟はさみ撃うちにされても、いいことはある。壁かべを背にできるから、背中からやられる不安がない」

　す、とアッシュは要に顔を寄せる。

「……今も、私の後ろを見てくれている？」

「当然だろ」

　要は、慌ててアッシュの胸からアッシュの後方に視線をずらした。

「…………」

　アッシュの視線は、疑いの眼まな差ざしに変わった。

「見てるったら」要は強く訴うつたえた。「一点しか見ていられないほど、俺の視界は狭くねー」

「ならいいんだけど」

　と言いつつ、アッシュは身体からだを横に滑らせた。

「どした？」

「見なさい。あれが、私達を追いかけていた島」

「なに……」

　驚おどろくと同時に、またアイアンクローをかまされるんじゃ、という恐きよう怖ふが要を襲おそう。

「見ていいのか」

「もういいから」

　確認してから、要は振り返った。

　アッシュの視線の先に、一つの空飛ぶ島があった。背の高い森林に覆おおわれた、緑色の島である。森の奥に、わずかに人工建築物らしき直線がかいま見える。

「どうやら、見物人のおでましのようね」

　緑の森の中から、赤い物が飛び出した。

　赤く巨きよ大だいな物体が、空を飛びながらゆっくりとアッシュ達の方に迫せまってくる。

　一定距きよ離りまで近づいて初めて、やっと要はその正体に気がついた。

「……玉座だあ？」

　あまりにも巨大すぎて、すぐにはわからなかったが、玉座だ。とてつもなく派手な椅い子すが、空を飛んでやって来る。玉座に付き従って飛んでくる人物が一人、そして玉座に足を組んで腰こし掛かけている女性が一人。

「状じよう況きよう的に考えると、あいつがサウザンライツのボスか？」

「そう……なるのかしら」

　低い声で、アッシュは応じた。

「こりゃ都合がいい。ついでにボスもブッ倒たおして、任務を済ませようぜ……」

　要はアッシュに視線を滑すべらせ──アッシュの顔色が芳かんばしくないことに気づいた。

「……どうした？」

「……どうも、さっきの戦せん闘とうで、気づかないうちに一いち撃げきもらっていたみたい」

　アッシュは軽く足を振った。

　右足に、血の筋が二つ流れていた。

「どこをやられた!?」

「ちょっと他人には見せにくい所、だと思う」

　みるみる、アッシュの顔つきは険しくなっていった。

「さっさと撤てつ収しゆうしたいところだけど、向こうが見み逃のがしてくれるかどうか──」

　とまで言って、突とつ然ぜんショックを受けたかのようにアッシュは顔を手で隠かくした。

「しかも、こんなところでイヤな知り合いに出会うだなんて」

　玉座は十メートル程度の距離まで詰つめてきて、静止。

「……さっすが、アシュラータ」

　玉座の中の女性は、短く拍はく手しゆした。

「オボロヴィッチシスターズを一いつ瞬しゆんで始末するなんて、大したもんだ」

「あなたに褒ほめられても、うれしくないわよ」

　不ふ愉ゆ快かいさを隠さずに、アッシュは言った。

「知り合いかよ」

　小声で尋たずねた要の質問を、

「そう！　このあたし、輝てる南なみ亜依とアシュラータ・ヴァンドームはベタイゴイツェにいた頃ころからのお友達」

　女性──亜依は横取りして答えた。

「私は、あなたのことを友達だと思ったことは一度もない」

　アッシュは冷たく言った。

　これはどうも因いん縁ねんの再会っぽいぞ──要は感じ取った。部外者は口を挟まない方が良さそうだ、と様子を見守る。

「なんであなたが、こんなところで山さん賊ぞく団の大将なんてやってるのかしら。ベタイゴイツェを追い出された？」

「武装集団の首領」亜依は訂てい正せいした。「いいや、今でもあたしはベタイゴイツェの人間だよ。自分の兵隊が欲しかったから、このサウザンライツという武装集団を乗っ取ったってだけ。名前が気に入ったというのが主な理由。あたしの苗みよう字じ、英語に訳したらサウザンライツだろ」

「正確にはシャインサウスじゃねえのか」

　要はツッコミを入れたが、無視された。

「兵隊が欲しい？　どういうこと？」

　アッシュが問いかける。

「こっちの世界に来て、あたしは大切なことを学んだ。日本にいたきりじゃ、すぐにはわからなかったことをね。つまり、権力を担保するものは、暴力だってこと」

「暴力……？」

　懐かい疑ぎ的な要の声に、亜依は鼻を鳴らす。

「そう。あたしは、この世界の権力構造について、じっくりと観察し、じっくりと考えてきた。何故なぜベタイゴイツェは力を失いつつあるのか、何故諸大公国は力をつけつつあるのか。そして、この『力』ってやつはそもそも何なのか？　ってね。最初は難しく考えていたけど、答えは意外と簡単だったよ。要は、相手をぶん殴なぐって言うことを聞かせる能力のことなんだ」

「なるほど、それはたしかに暴力ね」

　アッシュは相あい槌づちを打った。亜依に話をさせつつ、いかに逃とう走そうすべきか思考を巡めぐらせる。

　よく見ると、玉座の背もたれの部分の一番上に、ソールドの先せん端たんらしき物がかいま見える。おそらく、亜依の背後を守る盾たてであると同時に、いざという時は分ぶん離りして攻こう撃げきソールドとして使うのだろう。

　ソールドの攻撃から逃にげるにはどう動くのが得策か、アッシュは慎しん重ちように計る。

「イセス・メリアで生きて行くには、自分の力を持つ必要がある。ベタイゴイツェなりどこぞの大公国の庇ひ護ごを受けるってことは、他人の力に守られるってことだ。でも、他人の力が永遠に自分を守ってくれるとは限らない。自分で自由に振ふるえる力が、必要なんだよ」

「それで、まず山賊団を乗っ取ってみました、ってこと？」

「武装集団」

　力ちから一いつ杯ぱい亜依は訂正した。

「あたしは、山賊呼ばわりされるのが嫌きらいなんだ。次に言ったら、ブチ殺すよ？」

「ふうん？」アッシュは首を傾かしげた。「まるで、私達を生かして帰してくれるような物言いね。あなたが出てきたってことは、ハナから私達を殺すつもりなんじゃないの？」

「おっと、バレてた？」

　ニヤリと笑ってから──亜依はキッとアッシュを睨にらんだ。

「あんたのことは昔から嫌いだった。ツラ合わせるたびに、いちいち説教してくれてさあ」

「あなたがいちいちアンリエットをいじめていたからよ」

　アッシュも亜依を睨み返す。

「何が悪い？　イセス・メリアじゃ、貧乳は侮ぶ蔑べつと憎ぞう悪おと憐れん憫びんの対象になるって教えてくれたのはあんた方だよ？　貧乳をいじめて何が悪いんだよ──たとえ王女様だろうとよ！」

「あの子がそれでどんなに苦しんでいたのか分からないの!?」

　珍めずらしく、激した声をアッシュは放った。

「王家の娘むすめとして生まれながら胸が大きくならなくて、アンリエットは周囲から失望の目で見られ続けた。あの子は、誰だれにも悲しまれずに死んでいったのよ……！」

　が、その声も、亜依の心には響ひびかない。

「早死にして良かったんじゃないの？　長生きしたところで、いじめられる時間が長くなるだけじゃん」

「亜依……！」

　殺気が、一気にふくれあがった。アッシュの髪かみが逆立つんじゃないか、と要は錯さつ覚かくを覚える。

　応じて、亜依も玉座から離はなれた。玉座背面に隠かくれていたソールドが一枚、するりと滑すべり出す。

「ちょっと待てアッシュ」小声で要は語りかける。「逃げるんじゃねーのか」

　亜依に視線を固定したきり、アッシュは何も答えない。

「おいコラ！」

　少し強ごう引いんに、要はアッシュの手を引っ張った。やっとアッシュは要に顔を向ける。

「挑ちよう発はつに乗せられてるぞ！　あいつとの間に何があったか知らねーが、少し落ち着けよ！」

「あなたごときに何が、──」

　アッシュは要の手を強く払はらった──が、怒ど鳴なり切る前に我に返った。

「──そうね、挑発に乗るわけにはいかないわね──」

　半ば自分に言い聞かせるように呟つぶやき、大きく息を吐はき出す。

「私が相手を引きつけるから、あなたは先に逃げなさい」

「おまえ、怪け我がしてるだろうが。ここは俺が囮おとりになる。たまには俺にもかっこいい役をくれよ」

　提案に、アッシュは驚おどろきの表情を浮うかべ、さも面おも白しろげに呟いた。

「私の心配をするなんて、生意気ね」

「いや、そういう問題じゃなくて──」

「心配は無用よ！」

　力一杯、アッシュは要の胸を押した。

　要を大地の方向へと押し出しつつ、自らは反動で亜依に立ち向かう。

「おい、アッシュ！」

　要は呼び止めたが、アッシュは振り向かなかった。

「亜依ィィ──ッ」

　攻こう撃げきソールドを、アッシュは亜依へまっすぐに放ほうり込む。

「マリオン！　玉座は任せた！」

　副官に命令して、亜依は玉座の摑つかみを解除する。

　マリオンは、自分が従えるソールドを一枚、亜依に放りながら、落ちてきた玉座を摑む。

　放られたソールドは、亜依の眼前に滑り込み、アッシュの攻撃を受け止めた。

「ナイスタイミング！」

　亜依はマリオンからのソールドを受け取って摑み、そのままアッシュへと差し向けた。

　その時既すでに、アッシュは亜依から大きく間合いを離している。右半身を亜依に向け、逃げながら攻撃ソールドを放り投げる。

　二つのソールドは、二人からほぼ等とう距きよ離りの地点で激げき突とつ、跳はね飛んだ。

「やっぱり逃げるつもりかよ！　マリオン！」

　副官を呼びつけながら、亜依はアッシュを追いかける。

　マリオンは大きく外に飛び出して、斜ななめ後方からアッシュを追走する。アッシュの背中側へと回り込む動きだ。

　それを受け、アッシュは身体からだをひねり、亜依とマリオンをともに視界の中に収める。

「逃げるなよォ、アッシュ！」

　先を行くアッシュに、亜依は声を投げる。

「あれだけ言っておいてケツまくるなんて、恥はずかしいとは思わないのかよ！　このまま逃にげるんだったら、あたしはベタイゴイツェに戻もどって、アンリエットの死体を掘ほり出すぞ！」

　ギリ、とアッシュは奥歯を嚙かみしめた。

「アンリエットでカカシでも作ってみようかなー！」亜依は挑発を続ける。「きっとカラスどもがアンリエットの腐ふ肉にくをモリモリ食べるだろうなあ！　貧乳女をわざわざもう一回鳥ちよう葬そうにしてあげるなんて、亜依さんマジ慈じ悲ひ深ぶかーい！」

　浅はかな挑発だ、とアッシュは自分に言い聞かせる。亜依の顔面を粉ふん砕さいしてやりたいという衝しよう動どうに駆かられるが、必死に押し殺す。

　墜おち続けながら、アッシュは後背に目を向け──空飛ぶ島を、ギリギリで避さける。避けながら、島の表面に沿ってカーブをかけた。亜依とマリオンの姿が、島の向こうに消える。

（とにかく今は、逃げる）

　だんだん、足が重くなってきた。痛みも感じ始めた。追っ手をさっさと振ふり切るためのプランを、アッシュは立てる。

　陰かげに隠れて待ち伏ぶせるふりをして、追っ手の足を止める。その間にアッシュは島の表面に張り付いて移動し、亜依から離はなれ、一気に戦線離り脱だつする。

　亜依はすぐには追ってこなかった。アッシュの計算通りである。

　さっきまでの打ち合いから一転、場は吹ふきすさぶ風だけが鳴り響く静せい寂じやくに包まれる。

　できるだけ音を立てないように、アッシュは島の表面を移動する。今張り付いているのは島の下面で、ごつごつとした岩場が露ろ出しゆつしている。その表面を叩たたき、蹴けりながら、大きく回り込んで、島の上面に向かう。

　やがて、アッシュの手が草地を捉とらえた。伸のび上がって草地に着地、大地の重力に身を委ゆだねる。

　島の縁ふちまで、背の高い木がみっしりと密生している。身を隠かくすには絶好の場所だ。

「追ってこないわね……」

　耳を澄すまし、気配を探さぐる。と──一枚のソールドが、あらぬ方向へ飛んでいくのが見えた。

　亜依が自身で突とつ入にゆうする前に、偵てい察さつとして投げ込んだのだ、とアッシュは察した。

（引っかかった！）

　瞬しゆん時じに、アッシュは斜め上に上じよう昇しよう。森の枝葉を突つっ切って、一挙に逃とう走そうする──はずが。

「待ってたよ！」

　進路の真正面に、亜依。そして、まっすぐ飛んでくる亜依のソールド。

　アッシュは目を大きく見開いた。

　背中を守るため、自身のソールドは二枚とも後方にある。

　やられる──と身を固めた瞬しゆん間かん。

　ゴスン、と激しい激突音。

　一枚のソールドが間に割り込んで、アッシュの身体を守った。

「…………！」

　咄とつ嗟さにアッシュはしがみついた。ソールドの陰に身を隠し、そのまま真横に墜つい落らくする。

「……なに!?」

　亜依は自分の目を疑った。いきなり、アッシュの姿が消えたように見えたのだ。

「どこに行った!?」

　下方に墜ちて、森の中に隠れたか──まず亜依はそう疑った。森の中に突入すべきか、数秒間吟ぎん味みした後、

「いや──ソールドに隠れて飛んでったのか!?」

　やっと正解に気がついた。

　既に、問題のソールドははるか遠くに離はなれていた。今から追いつくのは絶望的だ。

「チッ！　せっかく積年の恨うらみを晴らすチャンスだったってのに、一方的なやられ損かよ！　クソッタレ！　マリオン！　おいマリオン！　オボロヴィッチを回収してくれ……！」

　マリオンの姿を捜さがしながら、亜依は自分の島へと墜ちていく。




　しばらくの間、アッシュはソールドにしがみついたまま、引っ張られるがままになっていた。

　やがて、軌き道どうの先に要の姿が見えてくる。

「……なるほどね」

　呟つぶやいて、アッシュはソールドから手を離した。勢いで直進し、要のそばで静止する。

「どうやら、役に立てたみてーだな」

　小さな島の陰に隠れた要は、親指を突き立てた。

「ここからだと、アッシュの動きも亜依の動きも丸見えでな。明らかに先回りされている風だったんで、救助用のソールドを投げ込んだのさ」

「そうだったの……」

　振り向いて、アッシュは自分が隠れていた島を視し認にんし──息を吞のんで驚おどろいた。

「……って、この距きよ離りで？」

「ああ。何か問題でも？」

「この距離で、私と亜依のソールドの間に、正確にソールドを差し込んだって言うの？」

「さっきアッシュも見ただろ」

「噓うそでしょ。こんな距離で、あんな正確な動きができるわけがない」

「いやいや、そんなことは──」

　要は冗じよう談だんめかして言おうとした──が、アッシュのあまりにも真しん剣けんな表情に、言葉を切る。

「──そんなに難しいことなのか」

「こんな距離で正しく的にソールドを当てるなんて、見たことないわ。たとえ熟練の引導士でも、そう簡単には──」

　とまで言ったところで、アッシュの足がズキンと痛んだ。思わず顔をしかめる。

「話は後だ。一いつ旦たん隠かくれ家がに帰ろうぜ」

　要の進言に、アッシュは力無く頷うなずいた。







「アレだ」

　ソールドを設置してきた十じゆう蔵ぞうは、隠れ家の庭で待機している要に言った。

「あのソールドは、ここからおおむね千メートルの位置にある。あれに、真横からおまえのソールドをぶつけてみろ」

「わかった」

　要は、手元のソールドを横方向に墜おとした。

　大きく弧こを描えがく軌道で、ソールドを滑すべらせる。目測しつつ、真横から突入させ──

　ソールド同士は激げき突とつし、その場でくるくると舞まった。

「信じられん」十蔵は言った。「なんでこんなに簡単に当てられる」

　周囲の人間の反応が、要には今一つピンと来なかった。

「そんな難しいことなんですかね。千メートル先の特定地点にソールドを墜とすってことが」

「そりゃ難しいよ」

　答えたのは、後方で見ていたメティスだった。的に向けて、まっすぐ腕うでを伸ばす。

「まっすぐ縦に墜としてぶつけるなら、千メートルでもまあまあ簡単だよ。引力と風を勘かん案あんして、的からずれないよう調整すればいいだけだから。でも、真横からぶつけるのは、普ふ通つうじゃないって。遠くにある二つの物体が同じ距離にあるかどうかなんて、簡単にはわからない」

「そうなのか？　アッシュ」

　メティスの隣となりのアッシュに、要は伺うかがいを立てる。

「メティスの言う通りよ」

　バルコニーの屋根の下に寝ね椅い子すを据すえたアッシュが、横になったまま発言した。

「私にだって、そんな真似まねはできない。大した才能ね」

「本当かよ。てっきり、距離読みくらい誰だれにだってできるもんだと思ってたのに」

「その力は、必ず武器になる。磨みがいておきなさい」

「磨くって言われてもなあ……」

　気がついたら備わっていた力を、どうやって磨けばいいんだ、と要は疑問に思う。

「風景画のスケッチを重ねているうちに身に付いたのか？　だったら、ひたすらスケッチを描き続ければいいのかね」

「あなたのいいようにやりなさい。効果があるのなら、私もやってみたいし」

「そうかい。向上心旺おう盛せいだな。……それより、怪け我がの方は？」

　要はアッシュの足に目をやる。メティスの手当てを受け、包帯が巻かれていた。

「もう大だい丈じよう夫ぶ。一晩寝ねれば、問題なく動けるわ。……問題は、怪我が治った後、どう動けばいいのかということ」

「アリメルドを追いかけていたら、亜依が出てきたんだろ。ってことは、二人は手を組んでるってことになるよな。こりゃハメられたみたいだね、二人とも」

　メティスが口を挟はさんだ。

「そういえば、メティスも亜依を知っているのか」

　かつてメティスはアッシュのお付きメイドとしてベタイゴイツェ王宮にいたことを、要は思い出した。

「あいつはクソッタレだよ」メティスは吐はき捨てた。「あいつからアンリエットを守ってあげたことが、何度かあった。あたしがベタイゴイツェを飛び出して後こう悔かいしていることはたった一つ、あいつをぶん殴なぐれなかったことだけだ」

「亜依は、アリメルドがベタイゴイツェにいた頃ころに喚よび出された異邦人オーバージーの一人よ。しかし、アリメルドと手を組んでいるとはね」

　重苦しい息とともに、アッシュは声を漏もらした。

「アリメルドを討うつには、まずサウザンライツと対決しなければならないようね」

「明るい側面を見よう」要は言った。「初めから、サウザンライツ殲せん滅めつの任務も受けていたんだ。二つの案件が一件にまとまったと考えればいい。これを日本の諺ことわざで一石二鳥という」

「気軽に言うのね。一たす一が三にも四にもなることがあるのよ」

「俺とアッシュみたいにか」

　要の言葉に、アッシュは意表をつかれたような表情を閃ひらめかせた。

「ちょっとこっち来なさい」

　と手招きする。

「なんだよ──」

　ふらりと要が近づいたところに、

「ナマ言ってんじゃないの」

　アイアンクローをねじ込んだ。

「ギャアー！　いい加減にしろ！」

　大きく首を振ふり、要はどうにかアッシュの拘こう束そくを振りほどいた。

「なんなんだよ!?　おまえ、俺の顔を握あく力りよく測定器と勘かん違ちがいしてるんじゃねーのか!?」

「そんなことはないわ」アッシュは満面の笑えみを浮うかべた。「この気持ちは勘違いなんかじゃない。あなたの顔面を握にぎり潰つぶしたい、と心の底から思ってる」

「…………」

　要は、呆あきれた。

「ちょっと前までのチョップ連打も十分に痛かったってのに、暴力性向がエスカレートしてるんじゃないんですかね」

「気にすんなって」

　メティスが、要を肘ひじでつついた。

「なんだよ」

「アイアンクローをかますのは、アッシュ的には愛情表現だから。アンリエットにも、よくオモシロ半分にアイアンクローをかけていたもんだよ。ちゃんと手加減はしてたけど」

「俺に対しては、手加減している気配がまったく伝わってこないんだが」

「それだけアッシュは本気だってことじゃないかな。ね？」

　メティスはアッシュに伺いを立てる。

「メティス～？」

　再び、アッシュは手招きした。笑みを浮かべている──が、その笑みは、内心の怒いかりを隠かくす仮面だ。

「その手は食わないよ」ニヤリとメティスは口の端はしをつり上げる。「あたしにアイアンクローをかまそうったって、そうはいかない」
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「だったら、そこに立ってなさい──あづッ」

　アッシュは腰こしを浮かそうとして、顔を歪ゆがめた。ドスン、と寝椅子の中に戻もどってしまう。

「おっと」すぐさまメティスは歩み寄った。「怪我してるのに、無む茶ちやはしないで──」

「かかった！」

　素す早ばやく手を伸のばし、アッシュはメティスの顔面を捕つかまえた。

「ギャアー!!」

　悲鳴を上げるメティス。

「要にあることないこと吹ふき込むのはやめてもらいましょうか」

　ぎりぎりぎり、と音が聞こえてきそうな勢いで、アッシュはメティスを締しめ上げた。

「……引導士ってのは、相手を騙だます演技力も素養の一つなのかね」

　短く、要は感想を述べた。

























「……クソッタレが！」

　亜あ依よりは、金きん魚ぎよ鉢ばちを蹴け飛とばした。

　金魚鉢は壁かべに激げき突とつして、豪ごう快かいに砕くだけ散った。水と金魚とガラスの破は片へんが一面に散らばる。

「オボロヴィッチはやられた、アッシュには逃にげられた！　踏ふんだり蹴ったりだ、クソッ！」

　次に怒りをぶつける対象を探して、亜依はぐるりと周囲に視線を巡めぐらせ──マリオンの顔に突つき当たる。

「落ち着いて下さい」

　冷静な声で、マリオンは言った。

「ライナはどうしようもありませんが、ハンナはまだ息がありました」

「……マジか」

　亜依の怒りのオーラがすっと弱まる。

「出血が多く、しばらくは動けないでしょうが、一命は取り留めます。ですから、慌あわてないで下さい。動どう揺ようしている姿を部下に見せるのは、得策ではありません」

　亜依は歯をむき出し、怒りを露あらわにした。が、怒ど鳴なりつけても仕方がないと悟さとり、大きく息を吐はき出す。

「チッ。まったくよお。……水すい槽そう、片づけとけ」

　マリオンに命じながら、髪かみをかきむしる。

「後で見舞いに行ってやるか。それにしても、なんでライナはあんな簡単な罠わなに引っかかった？　伏ふく兵へいの可能性くらい、すぐに思いつくだろうに」

　ライナは、注意を完全に足あし下もとの穴の中へ向けていた。敵はアッシュただ一人と信じ切っている様子だった。あれでは、背中から刺さされて真っ二つになるのも当然だ。おおよそ、歴戦の引導士たるライナらしくない。

「たしかに、奇き妙みような話です」マリオンは相あい槌づちを打った。「なにか、情報伝達に齟そ齬ごがあったのかもしれません」

「齟齬……？」

「ええ。これはたった今思いついたのですが──」

　声を潜ひそめ、亜依に推測を語る。

「もしかして、我々の中に『平原の民たみ』が紛まぎれ込んでいるのでは？」

　亜依は口元を引き結んだ。

「以前から疑ってはいたのです」マリオンは続けた。「証しよう拠こがないので、今まで黙だまっていましたが。しかし時折、襲おそった村がまるで我々の襲しゆう撃げきを予期していたかのような抵てい抗こうを示すことがあるでしょう」

「そうだ」亜依は頷うなずいた。「たしかにあるぞ。まさか、あたしらの攻こう撃げき予定を、誰だれかが漏もらしているっていうのか」

　無言でマリオンは頷いた。

「平原の民」──その実態は、大部分が謎なぞに包まれている。どれほどの規模で、どこを本ほん拠きよとしているのか、亜依は知らない。はっきりしているのは、彼らは大地を生活の場とする農民の味方であり、農民を虐しいたげる者の敵ということだ。

　特に亜依のような巨きよ乳にゆうは、彼らにとって教義上の敵である。それもあってか、平原の民は過去に数度、サウザンライツへ攻撃を仕し掛かけてきていた。そのたびに亜依は敵を叩たたき潰つぶしてきたが、サウザンライツ側の損害も決して小さくはない。

　そんな彼らが、正面からの激突を避さけ、搦からめ手からじわじわと攻撃を仕掛けている──とは、いかにもありそうな話だ。

「誰かが」マリオンは言った。「わざとアッシュに関する情報を一部伏ふせたのかもしれません。スパイがいるとすれば、ですが。もちろん、単純に伝言ゲームに失敗したという可能性も、十分にあり得ます」

「わかった。マリオン、調査しておけ。意図的にせよ、そうでないにせよ、オボロヴィッチの命を奪うばう原因になった奴やつがいるかもってことだよな」

「ええ、可能性としてあり得るかと」

「だったら、仇かたきはきっちり取らなくちゃなあ！　スパイかどうか吐かせた後、生きながら焼き殺そうや」

「処しよ刑けい方法については、ボスの裁量に任せます」

　その時、ノック音がした。素早くマリオンが部屋の扉とびらを薄うすく開け、メッセージを聞き取る。

「……アリメルドがおいでなさったようですよ」

「いいタイミングだ」

　招き入れろ、と亜依は指示する。頷いて、マリオンはそのまま外に出て行った。




「なるほど、うまいこと罠には掛かけたが、逃げられた……と」

　亜依の話を、アリメルドはそう要約した。

「まったく、大失態だ」

　悔くやしさを隠かくさず、亜依は吐き捨てる。

「正直、こんないいようにやられるとは思ってなかった。クソッタレ」

　亜依は、隠れ家がのリビングにアリメルドを迎むかえていた。小さなテーブルを挟はさんで、お互たがい小さな椅い子すに座っている。

「アシュラータ君は、頭のいい子だ」

　慰なぐさめを、アリメルドは口にした。

「時々感情で周りが見えなくなることもあるが、基本的には理性的な判断を下す。一ひと筋すじ縄なわではいかないよ。それに引導術もかなりのものだ。生きつ粋すいのイセス・メリア人でありながら、我々のような異邦人オーバージーと互ご角かくに渡わたり合う。並なみ大たい抵ていの技量ではないね」

「……随ずい分ぶん高く買ってるじゃないか、あの子のことを」

　亜依はアリメルドを正視した。

「これだけ長い間追われ続けているとね、妙みような情が生まれてくるものだよ」

　笑って答え、アリメルドはジュースを一口含ふくんだ。

「私も色々な手段でアシュラータ君を排はい除じよしようとしたけれど、現状はこのありさまだ。彼女の力を認めてやらなきゃなるまい」

「そんな強敵を葬ほうむるために、あたしに話を持ってきたんだろ？　大船に乗ったつもりでいろよ」

「そうだな。君こそ、対アシュラータ君用の最終兵器だ。次こそは必ず始末をつけてくれると信じている」

　フ、と亜依は余よ裕ゆうの笑えみを見せた。

「ところであんた、しばらくどこに行ってたんだ」

「私の隠れ家さ」アリメルドは答える。「召しよう喚かん点の出現場所の再計算をしていた。時が近づくほど、より正確な数字が出せるからね」

「技術的な話に興味はないよ」

「そう言うと思った」アリメルドは肩かたをすくめた。「ベタイゴイツェにいた時から、君は私の本業についてはまったく興味を示さなかった。……まあいい、今日来たのは、召喚点出現場所と日時を伝えるためでね」

「特定できたのか」

　亜依はわずかに身を乗り出した。

「ハッハッハッ」アリメルドは軽く笑った。「うん、君は人が苦労して生み出した結果を手に入れるのが好きなんだな。一方で、過程についてはまったくどうでもいい」

「ハッハッハッ」亜依も、笑って応じた。「そんな人間だからこそ、略りやく奪だつ軍団のボスになれるんだよ」

「そりゃそうだ。ま、君の主義についてどうこう言うつもりはない。召喚点はスキントンという村の北方約二キロから三キロのあたりに出現する。二日後の晩だ」

「スキントン村……」

　どこかで聞いた名だ、と亜依は記き憶おくを掘ほり返す。

「あ、そうだ。ジャコビーの村じゃないか。……ふーん、あそこに来るとはね」

「私は、スキントン村の近所で待機しようと考えている。だが、きっと、アシュラータ君もスキントン村にやってくるだろう」

「そこをあたしらが迎げい撃げきする、と」

「お任せしたい。私は異邦人の確保に専念する。前回の二の舞まいは回かい避ひしたいからね」

「オーケー、任されたよ。今度こそ、アッシュの奴やつをブチ殺して、焼いてやる」

　その光景を想像して、口元をゆるめる亜依。

　それからふと、あることを思い出した。

「そういや実は今、スキントン村から差し出された異邦人を一人預かってるんだ。もしかしてアリメルド、知ってる奴？　向こうはあんたを知ってる風だったぜ」

「ほう。会わせてくれたまえ」アリメルドは即そく答とうした。「顔を見れば判断がつくだろう」




「これはこれは、意外な再会だな、神しん護ご君」

　それが、アリメルドの最初の一言だった。

「あんたこそ、なんでこんなところにいるんだよ。この特とく撮さつマニアが」

　訪問を受けた時、神護とジャコビーはともにテーブルにつき、チェスに興じているところだった。今にも嚙かみつかんばかりの気配をまとい、神護は言葉を返す。

「彼女は君同様、私が拾ってあげた異邦人なんでね」

　ビジネスライクな笑顔で、アリメルドは神護の殺人的視線を受け止める。そして、亜依に向き直った。
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「彼は前回墜おちてきた異邦人の一人なんだ。アシュラータ君の邪じや魔まやらなんやらではぐれてしまったんだが、こうもすぐに会えるなんて思ってもみなかったよ」

「俺もだよ」

　投げやりに神護は答えた。

「可か憐れん君はどうしたのかね？　まさか、死んだかな？」

　単刀直入に、アリメルドは問う。

「…………」

　神護は黙もく秘ひしたが、

「スキントン村の方で身み柄がらを押さえてるよ」

　代わりに亜依が答えた。

「こいつもあたしの部下にできないかなーって思って、拘こう束そくしてるんだけど」

「それはそれは。可憐君を人ひと質じちに神護君を使し役えきしようとは、大公国でも見た光景だな」

　少し考え込んだ後、アリメルドは語り始めた。

「実は……前回、召喚点から現れた異邦人は、全部で四人だった。うち一人は運悪く転落死したが、残りの三人は生き残った。同じ高校の友人同士という話だった。可憐君、神護君、そして要かなめ君──だったかな」

　確かく認にんを求めるアリメルドの視線から、神護は顔を背そむけた。

　神護とアシュラータの関係について、できれば亜依には知られたくなかったのだが、もはや不ふ可か避ひだ。黙だまってアリメルドの暴ばく露ろを聞き続けるより他ほかにない。

「この要君が、アッシュと組んで私の妨ぼう害がいを始めた。もしかしたら、今も行動をともにしているかもしれない。引導士としての勘かんは悪く無さそうだったし」

「……いた！」亜依は思わず大声を出す。「さっき、アッシュにとりついている野や郎ろうがいたっけな！　ライナを殺した奴だ！　あいつか、要ってのは!?」

　神護に確かめるが、

「俺に確認されても困る。見てない以上、なんとも言えない」

　神護としてはそう答えるしかなかった。

「チッ」亜依は髪かみをかき回した。「だが、見たところ、こいつと同じくらいの年ねん齢れいだった。多分あいつが、要とかいう奴だな」

「となると、いい案がある。モラン大たい佐さの虎とら狩がりといこう」

　アリメルドは人差し指を立て、注意を惹ひいた。

「『空き家の冒ぼう険けん』って読んだことあるかね？　子ヤギを木の下につないで囮おとりにして、虎とらがやって来るのを待つ。子ヤギ食いたさに出てきたところを、銃じゆうで仕留める、というマレーでの虎狩りのやり方を、ホームズが紹しよう介かいしている。可憐君を子ヤギ代わりに木にぶら下げれば、虎ならぬアシュラータ君をおびきよせることができるんじゃないかな？」

「なんだと!!」

　神護は席を蹴けって立ち上がった。

「可憐をぶら下げるってのか!?」

「ああ、その通り」

　非道な行こう為いを提案するアリメルドは、あくまでも穏おだやかに喋しやべる。

「この前、アシュラータ君は囚とらわれの可憐君を救い出そうとした。要君がまだアシュラータ君と行動をともにしているのなら、間ま違ちがいなく出てくるだろうさ」

「ふざけるな！」神護は激した。「これ以上可憐をひどい目に遭あわせようって言うのか!?」

「私は、アシュラータ君を潰つぶすための合理的な方法を提案しているに過ぎないよ」

「あんたの合理性なんてクソ食くらえだ！　可憐は、胸が小さいって理由でいわれない差別を受け続けてるってのに、──」

「そいつは、胸が足りない奴が悪いのさ！」

　亜依が大きく手を振ふり、笑い飛ばした。

「イセス・メリアじゃ、胸の大きさが物を言うんだ。悔くやしければ豊胸手術でも受けるこった。こっちの世界にはシリコンなんてないけどな！」

　自分の胸に手を当てて、その大きさを誇こ示じする。

「ふざけるな」神護は言い返す。「こんな理り不ふ尽じんが許されると思ってるのか！」

「許すとか許さないとか、そんな話じゃないだろ？　イセス・メリアじゃ、そういう風になっている。それがルールだ！　それともおまえ、イセス・メリアの全すべての人間にメドラニカ信しん仰こうを捨てさせることができんのか？」

「そんな話じゃないッ！　可憐には指一本手を出すなと言っている！　さもないと、──」

「ヘイヘイヘーイ」

　無造作に亜依は手を伸のばし、神護の胸むなぐらをつかんだ。

「今、どっちが命令する立場で、どっちが命令される立場なのか、わかってる？」

「…………」

　わかっている。

　可憐を人質として押さえられている以上、神護には何もできない。

　じっくりと神護の目を見み据すえた後、亜依はゆっくり手を離はなし、身を引いた。

「おまえに発言権はない」

　指を立て、神護の眼前で左右に振る。

　神護は、口を引き結んだ。

「結構」亜依はアリメルドに顔を向けた。「有益な情報ありがとう。その線で行ってみる」

「どういたしまして、だ」

　アリメルドは笑って応じた。

「ま、安心するこった。可憐は、おまえを押さえるための大事な人ひと質じちだ。そう簡単には死なせやしないよ。身体からだの一部が欠けたり、心が壊こわれたりするかもしれないけどな！」

　最後にそう言い残して、亜依はアリメルドとともに部屋の外へと出て行った。

　二人の姿を為なす術すべなく見送った後、

「……クソが！」

　力ちから一いつ杯ぱい、神護はテーブルを叩たたいた。

　チェス盤ばん上の駒こまが、一いつ斉せいにひっくり返った。







「一体なんで、こんな格好しなきゃなんねーんだよ……」

　空を堕おち続けながら、要はメティスに何度目かの文句を垂れた。

　偵てい察さつ任務に赴おもむくにあたり、要はアッシュとメティスによって女装させられていた。

「それは、ちゃんとアッシュから説明受けただろ」

　何度目かの受け答えを、メティスはした。

「向こうに姿を見られている以上、変装しなきゃならないでしょ」

　と、アッシュは要に力説したものだった。

「女の格好をすれば、そう簡単にはばれない。これは、決して、要が女の子の格好をするのを見てみたいなどという私し欲よくや邪じや念ねんで主張しているんじゃないわよ」

　女顔であることをコンプレックスとする要としてはまったくもって不本意なのだが、なんだかんだで言いくるめられ、結果がこの姿である。

「変装した方がいいのは認めるが、女の格好をする必要はねーだろ。俺が変な趣しゆ味みに目覚めたらどうするんだ」

　要はせめてもの反論を試みたが、

「理由その一、敵はあなたが女装するだなんて思いも寄らないはず。理由その二、私達としてはお着き替がえの延長線上であなたを変装させられる。理由その三、たとえあなたが女装癖へきに目覚めたとしても、あなたの人としての価値は変わらない。少なくとも私は、軽けい蔑べつなんてしない」

　アッシュの意志は固かった。

「まあ……今回は、不特定多数の人間にこの格好を見られるわけじゃねーからな……」

　良い面に目を向けて、要は自分を慰なぐさめた。前回女装させられた時は、多くの人が行き交かう街中を歩かされたのだ。

「そうそう。今回は偵察任務だからねー」

　メティスが要に声を掛かける。

「敵に見つかっちゃ意味がないよ」

「見つからねーんなら、変装する必要もねーだろうが」

「いざという時の備えだよ！　どれだけ警けい戒かいしても、見つかる恐おそれはあるだろ」

　二人が墜おちているのは大地の近く、田園地帯の上空だ。ところどころに小さな木立、生け垣がき、森などは見受けられるが、基本的には平へい坦たんで開けた土地である。加えて、空はすっかり晴れ上がり、「母なる月」によって隠かくれた部分以外は真っ青だ。

　見通しは極きわめて良好、偵察任務に適した環かん境きようだが、不意の遭そう遇ぐうで敵に発見される恐れもないとはいえない。

「だったら、さっさと隠れるところ探そうぜ。もうそろそろスキントン村だぜ」

「それもそうだ。……あれがいいかね」

　低空をふわふわと流れる島の一つに目をつけて、メティスはアプローチをかけた。要もそれに続く。

　島の表面は草地で覆おおわれ、低木──ツツジのような木──が密生していた。身を隠すのにちょうど良さそうだ。スカートの裾すそを押さえながら、要は着地した。

「ハハッ」

　メティスは、スカートを押さえる要の手を指さした。

「いいね。女の子っぽい仕草だよ」

「うるせーよ」

　要は必要以上に刺とげ々とげしく言い返した。

「……さあて」メティスは表情を硬かたくした。「おふざけはここまで。今日は、要に偵察任務のなんたるかを教え込むという仕事もある」

　低木の切れ目に身体を滑すべり込ませ、うつ伏ぶせになる。

「隣となりに来るんだ」

　メティスの手招きを受けて、要は言われた通りに伏せた。

「こんな距きよ離りから隠れんのかよ」

　前方を見やりながら、要は呟つぶやいた。視線のはるか先に、集落らしきものがかろうじて見える。

「このくらいの距離から接近をかける。偵察任務は、敵に見つかったら元も子もないんだ。慎しん重ちようすぎるってことはないんだよ」

　答えながら、メティスは島を摑つかんだ。引導術で、島を集落の方向へ動かし始める。不自然な動きに見えないよう、ゆっくりと。

「こんな速度か……。長丁場だな」

　呟く要に、メティスはその他の注意事じ項こうを並べ立てる。

「今はまだいいけど、一定距離まで近づいたら、絶対にその場から動かないように。かゆいところをかいたりするくらいは構わないけど、移動はするなってこと。どうしても必要な場合は、這はって動くこと。這い方も、手足を一気に動かしちゃダメ。四本の腕うでと脚あしのうち、一度に動かしていいのはどれか一本のみ。ハイ、ちょっと練習してみようか。今言った通りに前進して」

　さっそく、要は実じつ践せんしてみた。

　まず、左足を引き寄せる。

　右足も引き寄せ、胴どうを地面からわずかに離はなす。

　右みぎ腕うでを伸のばす。

　左腕を伸ばす。

　左足を引き寄せる。

　右足を引き寄せる。

「…………ものすごい時間のかかる移動方法だな」

　素す直なおな感想を、要は口にした。

「でも、確実」メティスは言った。「アッシュも、匍ほ匐ふく前進する時はこういうスタイルだよ」

「あいつ、あんなにおっぱい大きいのに、匍匐なんてまともにできるのか」

「少なくとも、子供の頃ころはできてたよ。大人に見つからないで王宮内のあちこちに行ける、って喜んでくれたものさ。最近はどうだか知らないけど」

「……というか、なんでメイドがご主人様に匍匐前進のレクチャーなんてしてるんだ」

「メイドはいろんなことができなきゃダメなんだよ」

「炊すい事じや洗せん濯たくは？」

「…………」

　要の指し摘てきに、メティスは黙だまり込んだ。

　そんなこんなのうちに、島は村に接近していき──様子が視し認にんできるまでに、近づいてきた。

「まずは、ここが目的地かどうか、周囲の地形と照らし合わせて判断する」

　メティスの指示を受け、要は地図を取り出し、現実の地形と紙上の描びよう画がを見比べた。

　村の中心部を、街かい道どうが貫つらぬいている。南北に延びる道は村の中心部でふくれ、広場を形作っていた。そこから細い道が東に生えている。村の西側には盛り上がった小さな丘おか、南側には谷間と岩場、西方約一キロあたりには大きな森。

「……うん、あれがスキントン村で間ま違ちがいねーだろ」

　地図はそのままに、要は双そう眼がん鏡きようを取り出す。異邦人オーバージー街の住人によって作られたデバイスである。材料に限界があるため、日本で買えるものに比べれば簡素だが、十分遠くまで見通すことが可能だ。

　双眼鏡を構えて、要はまず、村の上空を観察する。村のすぐ上に、四つの島が浮うかんでいた。自然の島にしてはあまりにも低い位置にあり、接近しすぎている。

　そして、うち一つはつい先日見た島、亜依がいた島によく似ている。

「あれが、サウザンライツの根こん拠きよ地か……」

「サウザンライツがスキントン村を占せん拠きよしたって噂うわさ、本当らしいね」

　メティスは呟いた。

　要は視線を下ろし、双眼鏡を村に向ける。

「あー、いるわいるわ……」

　労せず、山さん賊ぞく達の姿は見つかった。村の中央を通る路上を、おおよそ農民らしからぬ風ふう体ていをした複数の男達が歩いている。

　彼らは村を占拠し、闊かつ歩ぽしている。ただ、緊きん張ちよう感かんは薄うすいようで、家の外のテーブルを囲み、ギャンブルらしき行こう為いに興じている者達もいる。

　ギャンブルの卓たくの中には、村の住人と思われる人物も何人か混じっていた。一部の村民は、サウザンライツとそれなりに仲良くやっているようだ。けれども、視線をずらせば、山賊を嫌いやがって、慎重に歩いている人の姿も見えた。

「敵軍に占せん領りようされた街って風だな」

　以前見た、第二次世界大戦の欧おう州しゆう戦線を題材に取った映画を、要は思い出した。

　村の真ん中で、炎ほのおが揺ゆれているのに気づく。火事か、と思ったが、そうではなかった。キャンプファイヤーのような炎の柱が、村の広場で立ち上っていた。

　あれはなんだろうな、と要は疑問に思う。よもやバーベキューパーティで山賊団を歓かん迎げいしているわけでもないだろうし、──

「さて、アッシュのもとに持ち帰るべき情報は何かな？　言ってごらん」

　メティスが要に問いかける。

　頭を切り換かえ、要は思いつくままに羅ら列れつしてみた。

「村を占拠している山賊の数。山賊連中は村のどのあたりにいるか。士気はいかほどか。村人達の数、村人の様子。亜依の居所。あとは、……一番アッシュが知りたいのは、アリメルドがここにいるのかどうか、ってことだろうが、さて……」

「日にち没ぼつ頃ごろまでじっくりやるよ。他ほかにも、何か気になること、目を惹ひく物があれば、チェックするように」

「了りよう解かい」

　メティスの言葉に応じて、要は村の西側の丘に双眼鏡を向ける。村の全景の中で、一番高く盛り上がっている場所だ。

　丘のてっぺんには、一本の大木が生えている。村の中心部から百メートルあるかないかというところだが──

「──人が集まってるな」

　人ひと影かげを、要は大木のそばに見み出いだした。

　一つや二つではない。複数の男達が集まって、何事かを行っている。

　中心に、一人の人物がいる。なにやらすっかり脱だつ力りよくしている。そして周りの人間は、その人物──体格から、女性と見える──を大木の下に引っ張り出そうとしているようだ。

　大木の幹からは、いい枝が伸のびていた──人をぶら下げるのにちょうど良さそうな、太さと高さの枝が。

「おい」要はびくりとした。「まさか、今から処しよ刑けいでもするのか……？」

「なに？」

　メティスが眉まゆを吊つり上げる。

「村の西側の丘、木の下だ」

　双眼鏡を渡わたし、要は教えた。

「……本当だ」

　双眼鏡を離はなしたメティスの目を、さっと困こん惑わくの色がよぎる。

「おい、これ、どうする……？」

　問いかける要。

　自分に課されているのは偵てい察さつ任務。飛び出して姿を晒さらしては、意味がない。だが、命令を守って、人が一人殺されるのを見過ごしていいのか？

　容易には答えの出ない問いに、メティスも言葉を失う。

　双眼鏡を取り返し、要は木の下をもう一度注視した。

　男達は作業を進める。女性を無む理り矢や理り押さえつけ、ロープで胴どう体たいをぐるぐる巻きにする。縛しばり上げた後、ロープの一いつ端たんを枝に放ほうり投げ、女性の身体からだを引っ張り上げた。女性の足を地面まで一メートルくらいの距きよ離りに浮うかせ、ロープの一端を木の幹にくくりつける。

　女性はぶら下げられた。が、首にロープはかかっていない。

「──処刑じゃ、ないみたいだ」

　とりあえず、要は胸をなで下ろした。

「みたいだな……」メティスもほっと息をつく。「でも、ありゃただごとじゃないね」

　男達は女性をぶら下げることだけが目的のようで、それ以上のことを行おうとはしなかった。三人ほどの見張りを残して、他の面々は村へと降りていく。

　女性は女性で、まったく抵てい抗こうしていない──ぶら下げられる最中も、ぶら下げられた今も、だ。両足と頭をだらりと垂らし、動かない。まるで死人のようだ。

「一体どういうつもりなんだ……？」

　要は疑問にかられる。どのような意図で、男達は女性をぶら下げたのか。サウザンライツの連中が来ていることと関係があるのか。何かの見せしめか。そもそもあの女性は何者なんだ？

　女性に、要は視点を合わせる。倍率はさして高くないが、ある程度まで容姿を特定することはできる。

　数秒注視した後──要の目は、女性の頭に装着されたカチューシャを捉とらえた。

　カチューシャには、妙みような突とつ起きが生えている。

「……おい……！」

　ガバ、と要は身を起こした。

「コラ！」メティスは叱しつ責せきした。「目立つ動きをしちゃいけないって言っただろ！」

「見てくれ！」

　叱責を気に留めず、要は双そう眼がん鏡きようをメティスに差し出した。

「あの吊られてる女の子、頭に馬の首カチューシャをつけてねーか……!?」

　メティスは双眼鏡を受け取り、焦しよう点てんを合わせた。

「……カチューシャをつけてるね」そして、慎しん重ちように言う。「馬の首かどうかはわからないけど、何かがカチューシャから生えているように見える」

　思わず、要は顔を覆おおった。

「メティスには言ってなかったか」要は声を絞しぼり出した。「馬の首カチューシャってのは、俺と一いつ緒しよに墜おちてきた大おお間ま可憐がつけている物なんだよ」

「ええ!?」

　メティスはつい大声を漏もらした。

「この島をもっと近づけてくれ！」

　伏ふせ直しながら、要はメティスに懇こん願がんした。

「確かく認にんしなきゃならねー。あれが可憐だとしたら、話が面めん倒どうになるぞ……！」







「パリス！　パリスさんよ！」

　ペドロとその取り巻き、全五名が連れ立って、主あるじを失ったジャコビー・メイの家の扉とびらを叩たたく。

　少しして、扉がわずかに開き、

「…………」

　無言のパリスが、門もん扉ぴの隙すき間まに姿を現した。

「ここで預かっている異邦人オーバージー、ちょっと連れ出すぜ！」

　ペドロは強ごう引いんに扉を開き、室内に踏ふみ込んだ。

「ど……どういうつもりですか!?」

　食い止めようと、パリスはペドロにしがみつく。が、ペドロはパリスを力で振ふり捨てた。

「サウザンライツのボスが、異邦人をよく見える場所にぶら下げろってよ！」

　ずかずかとペドロ達はメイ家に入り込んでいく。

　それに先回りするよう、パリスは家の奥に飛んでいき、寝しん室しつに飛び込んだ。

　寝室のベッドには、可憐がいる。

「…………」

　上半身を起こした体勢で、中空に視線をさまよわせていた。

　額部分に、包帯を巻いている。先日、ペドロに殴なぐられてできた傷を手当てしたものだ。

　いきなり外からやって来た雑音に、ふと視線を上げる。が、それ以上の反応は示さない。神護がいなくなってからというもの、可憐は完全に塞ふさぎ込んでいた。

　可憐をかばうため、パリスは両りよう腕うでを伸のばして立ち塞がった。

「この子を渡わたすわけにはいかないわ！」

　五人の男を向こうに回して、パリスは堂々と言った。

「この子はまだ具合が悪いのよ!?　見れば分かるでしょう！」

「どけよ、奥さん」

　ペドロは顎あごを横に振る。

「サウザンライツが人をよこせと言ったら、人をやる。それが俺達のやることだ」

「勝手にあんな山さん賊ぞくどもを村に呼び込んでおいて……！」

　怒いかりを露あらわに、パリスは言い返した。

「三つ数える」ペドロは取り合わない。「三つ数えるうちに、失うせろ。……三」

　パリスは動かない。

「二」

　まだ、パリスは動かない。

「一」

　それでも、パリスは動かない。

　ペドロは首を左右に振った。

「ゼロ」

　最後のカウントの瞬しゆん間かん、破は壊かい音が轟とどろいた。

　部屋の側そく壁へきが音を立てて砕くだけた。そこからソールドが飛び込んできて──

　──パリスの胴どうを、斜ななめに両断した。

「…………ッッ!!」

　声なき悲鳴を、可憐は上げた。

　可憐の目の前で、パリスの上半身がソールドの表面を滑すべり落ち──どちゃり、と床ゆかに落ちた。

　少し遅おくれて、下半身も崩くずれ落ちる。

「……いやああああァァァァ──ッ!!」

　可憐は絶ぜつ叫きようした。

「うるせェェ──ッ!!」

　ペドロは可憐を全力で蹴け飛とばした。

　可憐の叫さけびは中断された。壁かべに叩きつけられる。

「ヒィィィ、あああああッ」

　壁を這はうようにして起きあがり、可憐は悲鳴を上げ続ける。

「俺は女の悲鳴が大だい嫌きらいなんだよ！」

　ズカズカとペドロは歩み寄り、可憐の腹部に右拳こぶしを叩き込んだ。

「ッ!!」

　悲鳴は強制的に中断される。可憐は悶もん絶ぜつした。

「静かにしてろや。これ以上騒さわがしくするようだったら、パリスと同じ目に遭あってもらうぜ」

　顎で、ペドロはパリスの上半身を示す。

　パリスの顔は、自分が死んだことが信じられないような表情を浮うかべていた。

「…………」

　口から胃液を垂らしながら、可憐は震ふるえ始めた。もう、悲鳴を上げるどころではなかった。







「何か！　何かないのか！」

　神護は、閉じこめられた部屋の備品という備品をひっくり返していた。

「何か、ここを出るのに使えそうな道具はないのかよ……！」

　可憐が大木に吊つるされ、晒さらされ続けている──その情報を、神護は亜依から伝え聞いた。

「村の丘おかに、ちょうどいい木があるだろ？　アレに可憐ちゃんをぶら下げてるよ。あそこなら、遠くからでもよく見えるからさ。あんたのお友達なら、絶対黙だまっていないって」

「俺だって黙っちゃいないぞ」

　神護は声を荒あららげずにはいられなかった。

「黙っていた方が、可憐ちゃんの為ためだよ」

　さも愉ゆ快かいそうに、亜依は言い返した。

「今のところ、可憐ちゃんを殺すつもりはない。必要以上に痛めつけることもしない。ただ、やろうと思ったら色々できるんだぜ？　真下で焼き芋いもを焼いてみるとか、フーコーの振ふり子実験をしてみるとか、サンドバッグ代わりにしてみるとか。でもあんたが黙ってここにいてくれるなら、そんなことは絶対にしない。絶対に」

　絶対に、という部分を亜依は強調する。

「グ……」

　神護は、黙るよりなかった。

　だが、可憐の苦境を座視することがどうしてできようか。神護は脱だつ走そうを決意した。即そく座ざに可憐を救出して、逃にげるのだ。

　なんとしても、脱走手段を見み出いだす必要がある。そこで、亜依がいなくなり次し第だい、なにかしら武器になる物はないか、と部屋の中をひっくり返し始めたのだが──その程度は、敵も想定している。役に立ちそうな物は、どれだけ探しても見つからない。

「まあ、当然だろうな……」

　神護同様、ジャコビーも部屋中を探し回っている。

「牢ろう屋やに武器を置いておくバカはいないだろうさ」

「だったら、あいつらの想像力を上回るんです」と神護。「とうてい武器になるとは思えない物を、武器に仕立て上げるとか」

「そうは言っても、俺達の想像力にも限界があるぞ」

　チェスの駒こまを手に取り、ジャコビーはじっくりと眺ながめ回す。だが、とうてい武器にはなりそうもない。チェス盤ばんの上に戻もどした。

「まあね……」

　言って、神護は手を止め、立ち尽つくした。せいぜい、観葉植物の鉢はちが鈍どん器きとして使用できそうか、という案くらいしか思いつかない。人の頭を割るくらいはできそうだが、鉢自体も砕けてしまいそうだ。軽く叩たたくと、コンコンといい音がする。

　心を落ち着けて、もう一度周囲を見み渡わたし──

「あ、おい」

　ジャコビーが手を挙げて注意を惹ひいた。

「このタペストリー……」

　壁の一面に、タペストリーが掛かけてある。美しい模様がシワになって隠かくれないよう、その上下部分に棒が通してある。

「棒か！」

　神護はタペストリーにとりついて、慎しん重ちように棒を抜ぬき出した。

　あっさりと取り出すことができた。長さは一メートル強、太さは二センチかそこら。

「人を殴なぐった瞬しゆん間かんに折れそうだな……」

　素す早ばやく振ってみると、勢いで棒は曲がる。強度は期待できそうにない。

「だが、これより他ほかに頼たよれそうな物は、もうないぞ」

　もう一本の棒を手にして、ジャコビーは言う。

「そうですよね」

　膝ひざを使って、神護は棒を叩き折った。二本の、先が尖とがった五十センチの棒になる。

「これに俺とジャコビーと可憐の命を賭かけるのか……」

「頼りないにもほどがある」正直な気持ちを、ジャコビーは口にした。「来るかどうかわからないが、君の知り合いをアテにするしかないんじゃないのか？」

「そういう問題じゃないんです」神護は言い返す。「今、俺達がこうしている間も、可憐はつらい目に遭っているんです。俺は──この快適な部屋で、のうのうとしているわけにはいかないんですよ。というか、なんだって可憐ばっかりがこんなことになるんだ」

　できることならば、可憐と立場を変わってやりたい。けれどもそんなことは、まわりの環かん境きようが許してくれない。そして神護には、環境をひっくり返すだけの力がない。

「クソ。今いま更さらながら、亜依の主張に共感を覚えてきたぞ」

　願いを叶かなえるためには、自分の為なしたいことを為すためには、力が必要だ。

　しかしながら、今神護の手元にある力は、細い棒きれ二本のみ。

「可憐のために、亜依の軍門に降くだるしかないのか……」

　屈くつ辱じよく的だが、現実的な選せん択たくだ──可憐を守る、という視点から考えれば。

　神護の苦く悩のうは、深まるばかりだ。

「誰だれにだって、できることとできないことがある」

　見かねて、ジャコビーが助言する。

「できないことを夢見ても始まらない。まずは、できることの中からベターを選んで、実行するんだ。たとえその行こう為いが、現状の打開に寄き与よするとは思えないとしてもな。時間が経たてば、新たな選せん択たく肢しが選べるようになるかもしれん」

「つまり……今は黙だまって待て、ってことですか？」

「いや、俺達には、まずやるべきことがある」

　ジャコビーの言葉に、神護は口元を引き結んだ。

「それは何です？」

「もうすぐ、食事係が夕食を持って現れる」

　ジャコビーは窓の外に顔を向けた。夕暮れの赤い光が、室内に差し込んでいる。

「それまでにこの部屋の中を片づけるんだ。こんなのを見られたら、面めん倒どうだぞ」

　改めて、神護は部屋を見渡す。まるで空き巣に入られたかのような惨さん状じようを呈ていしていた。

「たしかにこれはまずい」

　神護とジャコビーは、手分けして部屋を片づけにかかった。

　まずは折った棒をタペストリーに戻そうか──と神護は思ったが、

「いや、新たな選択肢の出現に備えておくべきだな」

　考えを変え、テーブルの下に隠し置いた。




「夕食です」

　マリオンが夕食を台車に載せて持ってきた時、神護とジャコビーはおとなしくテーブルについていた。

「…………？　どうかしましたか」

　二人とも、ぐったりと椅い子すにもたれている。疲ひ労ろう困こん憊ぱいという体ていだった。

「なんでもない。より快適な監かん禁きん生活を求めて、少し部屋の模も様よう替がえをしてみたんだよ」

　手を伸のばし、部屋全体を示す。

「はあ……なるほど」

　納なつ得とくの声を、マリオンは漏もらした。

　さあて、と神護は算段する。こいつを人ひと質じちにして逃にげ出すという手はアリだろうか？

　少し考えた後、すぐにアイデアを振ふり捨てた。亜依は、人質戦法が効くような人物だとは思えなかった。容よう赦しやなくこいつをソールドで斬きり殺すだけだろう。そもそも、人質に取られて困るような人間を、捕ほ虜りよの飯運びとして使し役えきするはずがない。

「ううむ……」

　うなり声が、思わず口に出る。

「おや」うなり声に、マリオンが反応した。「パンはもう飽あきましたかね」

「え？　あ、いや、そういうことじゃないんだ」

　マリオンはパン入りのカゴをテーブルに置いているところだった。慌あわてて神護は誤解を解く。

「少し考え事をしていただけさ──」

　と言った時。

　カラン、と乾かわいた音が、テーブルの下でした。

　隠かくしておいた棒を、マリオンが偶ぐう然ぜん蹴け飛とばしたのだ。

「ん？」マリオンは目をぱちくりする。「一体何が……？」

　そして、テーブルクロスをめくり、テーブルの下を確かく認にんしようとした。

（まずい!!）

　ほとんど反射的に、神護は動いた。

　素早く棒を拾い上げる。

　台車に身体からだをぶつけながら、マリオンの背中にしがみつく。

　とがった断面を喉のど元もとに突つきつける。

「声を出すな！」

　マリオンの口元を覆おおって、声を封ふうじた。

「…………!?」

　いきなりのことに、マリオンは目を白黒させた。状じよう況きようを理解すると、「口を自由にしてくれ」とばかり、神護の手を上から叩たたく。

「静かにしているか」

　問いかけに、マリオンは二度頷うなずく。

　神護は静かに手を離はなした。

　大きく息を吐はき出した後──

「私を人質にするつもりですか。亜依には通じませんよ」

「だろうな。だが、あんたはこっちの武器を見た……」

　言いつつ、自分はドえらい失敗をやらかしたのではなかろうか、と神護は思い始めた。つい反射的にこんな真似まねをしてしまったが、「間ま違ちがってタペストリーを壊こわしちゃった」とでも言い訳しておけばよかったのではないか。

「……焦あせっているのですね」

　妙みように冷静な声で、マリオンは言った。

　神護は無言でお見合いを続ける。

　マリオンは言葉を重ねた。

「今仕し掛かけるのは、まだ早いです。可憐さんを心配する気持ちは分かりますが、ここは我が慢まんしてもらえませんか」

　神護は片かた眉まゆを吊つり上げた。

「ど……どういう意味だ？」

「可憐さんを死なせはしない。私はそう言っているんです」

　低い声で、しかしはっきりと、マリオンは言い切った。

　予想外の発言に、神護もジャコビーも戸と惑まどった。

「このことを、他ほかにばらすつもりはありません」

　マリオンは、喉元の棒を手で押し下げようとした。

「だから、離してくれませんか？」

「…………」

　重大な決断だ。マリオンの言葉を信じるのか？

　しばし、考えた後──

「…………わかった」

　神護は手を下ろし、マリオンから離れた。

「ありがとうございます」

　軽く礼をし、マリオンはほっと一息ついた。

「あんた、何者なんだ？」

「味方、とだけ言っておきましょう」

　神護の問いかけに、マリオンは静かに答えた。言葉は短いが、その口調には固い決意のようなものが宿っている。

「明日の昼食時に、ナイフとこの部屋の鍵かぎを持ってきます。私は日にち没ぼつ寸前頃に仕掛けますから、混乱具合を見計らって、あなた達は脱だつ出しゆつして下さい。即そく座ざに可憐さんを救出して、スキントン村を離れるんです。夜よ闇やみに紛まぎれれば、どうにかなるはずです」

「…………」

　質問したいことはたくさんあったが、

「理解した」

　とりあえず、神護はそう答えた。

「私の妻は」ジャコビーが言った。「パリスは、どうなる。彼女をおいて、私一人逃にげるわけにはいかない」

　その問いに、マリオンは答えを一いつ瞬しゆんためらった。

「……奥さんは、私どもで保護します。さしあたり、あなたは神護さんと脱出して下さい」

「……そうか。わかった」

　不満げではあったが、ジャコビーも承しよう諾だくする。

「今は、十分腹ごしらえしておいて下さい」

　マリオンは、夕食の準備を再開した。幸い、台車は倒たおれておらず、運ばれてきたスープは無事だった。

「そうさせてもらう」

　応おう諾だくして、神護は静かに夕食を摂とった。







　可憐は吊つるされ続けている。

　腕うで、胴どうに縄なわが食い込む痛みが、常時可憐を苛さいなみ続ける。

　照りつける日の光も容よう赦しやない。午後にもなると、頭上の枝葉も影かげを伸のばしてはくれない。まばゆい日差しで、可憐は体力を消しよう耗もうする。

　ただひたすら黙だまり、身体が揺ゆれないようにして、耐たえるしかなかった。

　けれども、耐えようのないものもある。

　尿によう意いだ。

「トイレ……」

　小さな声で、可憐は見張りの男に声を掛かける。

「はあ？」

　しかし、男は聞く耳を持たない。

「ンなことで縄を解くわけにはいかねえだろ。その場で垂れ流しな」

　冗じよう談だんじゃない、と可憐は言い返したかった。が、大声を張り上げる元気すら、既すでに残っていなかった。

　垂れ流すしかなかった。

　恥ち辱じよくと屈くつ辱じよくに肩かたを振ふるわせ、耳まで真っ赤にしながら──しかし、生理現象には勝てない。

　男達はニヤニヤと笑いながら、その様子を見守った。

　脚あしにまとわりつく尿は、日差しを受けてやがて蒸発。アンモニア臭しゆうが立ち上り、可憐の鼻をつく。

　不快な臭におい、不快な感覚を、可憐は耐えるしかなかった。

（必ず──神護が、要が──助けに来てくれる）

　ただ信じる者にすがりつき、どうにか希望を持ち続ける。

　やがて日は陰かげり、日没となる。

「その貧乳を、家に連れ帰って寝ねかせろ」

　村からサウザンライツの人間が一人やって来て、見張り達にそう命じる。

「下ろすんですかい？」

「こいつは敵を誘おびき出すエサだから、何も見えない夜中に晒さらし続ける必要はないとよ」

　命令を受け、見張り達はロープを解いて可憐を下ろし、そのままメイ家に連れ帰る。

　メイ家の周りには、既に夜間の見張り役がいる。男達は可憐の身み柄がらを引き渡わたし、去っていく。

　夜間見張り達は可憐を寝しん室しつ──以前可憐がいた女性用の寝室ではなく、ジャコビーら男性用の寝室に連れていき、放ほうり込む。

　背中を押されて、可憐は力無くベッドに倒れ込んだ。

「……うう……う……」

　そして、声を立てずにすすり泣いた。

「絶対に……神護が来てくれる……要が来てくれる……」

　声に出して、可憐は自分に言い聞かせた。

「助けて……エレナ……私を支えて……エレナ……」

　そして、死者の名前を呼び続ける。

　可憐の心はきしみ、ひび割れる音を上げ始めていた。







「かなり、召しよう喚かん点発生場所を絞しぼり込むことができたよ」

　と、アサイアスは切り出した。

　アッシュは、隠かくれ家がにアサイアスを迎むかえていた。アサイアスが自ら、算出結果を伝達しに来たのである。

　用意してきた地図をテーブルに広げ、ある一点を指し示す。

「スキントン村が、最も寄よりの集落と思われる。ここから北北西に約二キロの地点、そこの上空おおよそ二十メートルのある一点を中心とした、半径約五百メートルの球の中のどこかに発生すると思われる」

「スキントン村？　やっぱり、そうなのね」

　アサイアスの言葉に、アッシュは納なつ得とくして頷うなずいた。

「実は、サウザンライツの連中が、スキントン村を占せん拠きよしているの」

「そうなんだ」アサイアスも頷き返した。「それは決定的だね。アリメルドも、同じ結論に達したんだろう」

「召喚点の発生時間は？」

「明日の夕方くらい、日にち没ぼつの前後一時間ってところかな」

「意外に、早いわね……」

　口元に手を当て、アッシュは考え込んだ。

「召喚点が開く時間を狙ねらって襲しゆう撃げきをかけるつもり？」

　アサイアスの問いに、

「それが一番いいタイミングであるのは間ま違ちがいない。前回もそれで要を拾うことができたし。けど……」

　アッシュは小さく首を傾かしげた。

「それだけに、対策を立てられている可能性もある。となると、どうすればいいのか──」

「作戦目的を何にするか、によって変わってくるのではないかね」

　十じゆう蔵ぞうが、口を挟はさんだ。

「優先すべきはなんだ？　墜おちてくる異邦人オーバージーの救出か？　アリメルドの撃げき滅めつか？　サウザンライツの撃滅か？」

「そう並べ立てられると、やるべきことが多いって改めて思わされるわね」

　アッシュは天を仰あおいだ。

「それも含ふくめて決めなくちゃね。そろそろ要とメティスが戻もどってくる頃ころだから、そっちの情報も参照したいところだけど」

「偵てい察さつにやったのかい」アサイアスが言った。「なんでいないんだろうと思ってた」

「ええ。日没まで時間をかけて、じっくり見てきてって言ってあるから──」

　とまで言って、アッシュは言葉を切った。

「──噂うわさをすれば、ってやつかしら」

　隠れ家の玄げん関かんの方で、バタバタと人が入ってくる気配がする。

　ほどなくして、アッシュの予想通り、要とメティスがリビングにやってきた。

　予想通りでなかったのは、要が血相を変えている点だ。

「可憐がいた！」

　要は声を張り上げた。

「スキントン村に可憐がいる！」

　アッシュと十蔵は、わずかに顔色を変えた。

　ただ一人、アサイアスは──要がやってきた時点で、顔色を変えていた。

「……というか君、要なのか。なんなの、その格好」

　指し摘てきされて、要は自分の格好を見やり、やっと女装していることを思い出した。

「これはその──アッシュに言われて無む理り矢や理りこんな格好をさせられてるんだ」

　早口で言い訳する。

　アサイアスは、アッシュに視線を転じた。

「無む理り強じいなんてしてないわ」

　しれっとアッシュは言った。

「おいこら──」

　要が声を張り上げるより早く、

「君がどんな趣しゆ味みを持っていようと君の勝手だけど、それを他人のせいにするのは良くないね」

　非難の眼まな差ざしを、アサイアスは要に送った。

「違ちがうって！」要は叫さけんだ。「アッシュ、おめー、さりげなく噓うそ言ってんじゃねーよ！」

「あら」アッシュは平然と答える。「あなたが本当に女装がイヤなら、服を脱ぬぎ捨てることもできたはずよ」

「いいかい」とアサイアス。「繰くり返すけど、僕は、君の趣味を否定しているわけじゃないよ。その格好、よく似合ってるしね。だけど、だからこそ、堂々と自分の趣味として主張するべきじゃないのかな」

「だから違うんだって！」

　いかに反論し、アッシュの主張を粉ふん砕さいすべきか──要は思し索さくを巡めぐらせたが、

「要、もっと大事な話があるだろ」

　メティスが冷静に指摘した。

「そうだった」

　要は素す早ばやく着席した。

「可憐がいたんだよ。村の端はじっこの大木に、縛しばられてぶら下げられていた。遠くからでも、よく見えるように」

「可憐って──なんで、スキントン村に？」

　アッシュの問いに、要は首を左右に振ふった。

「わからん。でもあれは、明らかに、俺達を誘おびき出すための釣つり餌えだ」

「アリメルドが、可憐を捕つかまえたのかしら」

　なんと厄やつ介かいな、とアッシュは口の端はしをねじ曲げる。

「彼はどうしたの？　あの──竹たけ内うち神護は」

「それもわからないんだ」

　可憐を見つけて以降、その疑問ばかりが要の脳内を満たしていた。

　神護が可憐を見捨てるわけがない。可憐を拘こう束そくしてぶら下げ、一日中日の光に晒さらし続けるなど、神護が是ぜとするわけがない。

　ということは、神護はなんらかの理由で可憐と離はなれていることになる。

　何があったのだろうか？

　一番有力なのは──そしてもっとも受け入れがたいのは──神護が既すでにこの世の人ではない、ということだ。生きているとしても、神護が動ける状態にないであろうことが予想される。

「つまり、可憐を助けられるのはこの俺しかいない、ってことになる」

　それが、さしあたりの要の結論であり、為なすべきことだった。

「可憐は今も吊つるされたままなの？」

「いや……日が沈しずんだあとは、木から下ろして、家に押し込んだ。可憐の姿を俺達に見せることだけが目的なんだろうさ」

　怒いかりを必死に我が慢まんしながら、要は言った。そして身を乗り出し、アッシュに迫せまった。

「頼たのむ、アッシュ。できるだけ早く、可憐を助けなきゃならねー。可憐があんな目に遭あっているのに、指をくわえて見ているなんてできねーよ」

　少し考え込んだ後、アッシュはちらりと十蔵を見た。

「……どうやら、最優先目的が決まったようね」

「うむ」

　大きく、十蔵は頷うなずき返した。

「明日の夕刻、可憐を救出するために、スキントン村に強きよう襲しゆうをかける。異邦人オーバージーの件、アリメルドも後回しよ」

　アッシュは断言した。

「異邦人……？」

　言われて、要はやっとアサイアスがこの場にいる理由に思い至る。

「明日の夕方頃ごろ、スキントン村北北西二キロのあたりに召しよう喚かん点が開くはずなんだ」

　アサイアスは繰り返した。

「それは……」一いつ瞬しゆん、要は言葉に迷った。「都合がいいのか？」

「異邦人回収のために人員を割さく必要があるから、その点では都合がいいわ。ただ、そこを逆手にとってアリメルドが罠わなを仕し掛かけて待ちかまえている、という可能性がないでもない」

「罠なんてブチ破りゃいいだろ」

　勢い込んで、要は言った。

「……そうね」

　アッシュは、フッと笑った。

「それじゃあ、見てきたことを全部教えて。それを踏ふまえて、襲しゆう撃げき作戦を組み立てる」

「わかった。……」

　要は報告を始めようとして、言葉に詰つまった。

「……一体何から伝えればいいんだ？」

　メティスに助けを乞こう。

「得た情報を報告するまでが偵てい察さつ活動だぜ」

　バシ、とメティスは要の背を叩たたいた。

「とにかく、思うように言ってみな。必要に応じてあたしが補足する」

「わかった、やってみる。えーと、まず、サウザンライツの人数だが──」

　半日寝ね転ころがって集め続けた情報を、要はボロボロと吐はき出し始めた。

























「昼食です」

　当日昼、いつものように、マリオンが神しん護ごとジャコビーに昼食を持ってきた。

「…………」

　黙もく々もくとマリオンはパン入りのカゴ、スープ皿、スプーンなどの食器を並べた。

「今日は、パンをちょっと多めにもらえるかい」

　神護が頼み込むと、

「わかりました。もう少し持ってきましょう」

　マリオンは承しよう諾だくし、台車を押して部屋から出て行った。

　その姿を見送って、二人はパンをかじり始めた。

「……どう思う」

　食事中、ジャコビーが小さな声で切り出す。

「あの男、信用できると思うか？」

「信用するしかありませんよ」

　小さな声で、神護も答える。

「あいつが俺達の敵だとすれば、既すでに亜依にチクッてるか、朝飯に毒を入れるかしてるでしょ。だが少なくとも、俺達はこうして優ゆう雅がに昼飯を食べている。毒どころか、腹痛一つ無く」

「それもそうだ」

　応じて、ジャコビーはスープをすする。濃のう厚こうなクリームスープで、味に妙みようなところはない。

「問題は、あいつが昨日の約束通り、持ってくる物を持ってくるかどうかなんですが……」

　神護もスープをスプーンでかき回そうとし──

「…………？」

　奇き妙みような感かん触しよくを覚えた。

「どうした」

　ジャコビーの問いには答えず、神護はスープをすくい、一口飲み込んだ。

　クリームスープをよく味わってから嚥えん下かし──口を大きく開ける。

「！」

　ジャコビーは見た──神護の舌の上に、鍵かぎが載のっているのを。

「あいつは約束を守ってくれたようですよ」

　神護は鍵を舌の下へ隠かくした。

「ってことは、武器の方も持ってきてくれるはずだな」

　やがて、マリオンは二つのカゴを両手に一つずつ持って、部屋に戻もどってきた。

「こちらが追加のパンです」

　まずパン入りのカゴを置き、続いて長方形のカゴを押し出す。

「少し固いかもしれませんから、こいつを使って下さい」

　カゴの上部には、布がかかっている。その布を取りのけると、底でナイフが鈍にぶい輝かがやきを放っていた。パンを切るためのナイフにしては、不必要に鋭するどい。

「ありがとよ。こいつでなんとかしてみる」

　神護が答えると、マリオンは一礼した──意志を秘ひめた眼まな差ざしを、二人に向けて。

　それ以上は何も言わず、マリオンは部屋から出て行った。

「……腹ごしらえして、待機ですね」

「そうしよう」

　神護とジャコビーは、出てきた食事を全すべて平らげるべく、ひたすらにむさぼった。







　空飛ぶ島が、ふわりふわりとスキントン村目がけてゆっくりと移動している。

　普ふ段だんは無人の島に、潜ひそむ引導士が三人。

　アッシュ、要かなめ、そしてメティス。

　十じゆう蔵ぞうは一人、アッシュの隠れ家がで待機である。

「作戦を確かく認にんするわよ」

　島を覆おおう森の中で、アッシュは前方を見つめながら言った。

「作戦決行タイミングは、可か憐れんが大木から下ろされた時。大木から家へ護送されるタイミングを見計らう」

　要の先行偵てい察さつによって、今日も可憐が吊つるされていることは確認済みだった。

「もし仮に、連中が可憐を一晩中ぶら下げる気になったらどうする？」

「その時は、日にち没ぼつ後、視界が暗くなったところを狙ねらって仕し掛かける」

　要の質問に、アッシュは迷わず返答する。

「あなたとメティスは大木そばに隠れて待機。私はその反対側から攻こう撃げきを仕掛けて、サウザンライツの連中の注意を引きつける。可憐を見張っている奴やつらの動どう揺ようを見み澄すまして、要は攻撃を仕掛ける。さっさと見張りを排はい除じよして、可憐を連れ帰る」

「あたしは要のフォローをする」

　手を掲かかげ、メティスは注意を惹ひいた。

「そっちはお願い。私は、ある程度暴れたら、村から逃にげる。あなた達も可憐を確保したら、急いで逃げて。追っ手を振ふり払はらった上で、隠れ家で合流する」

「俺はメティスと一いつ緒しよか」

　要は肩かたをすくめた。

「ん？」メティスがニヤリと笑った。「なんだよ、あたしじゃ不満？　アッシュのおっぱいが恋こいしいのかよ」

「ンなわけねーだろ」

　即そく座ざに否定した──が、要の視線は無意識の内にアッシュの胸へと滑すべる。

「あなたは本当に乳ち離ばなれできないのね」

　呆あきれたように、アッシュは言った。

「頼たよりにされて悪い気はしないけど、あなたには引導士として独り立ちしてもらわなくちゃ」

「引導士として独り立ちすることを、イセス・メリアじゃ乳離れって言うのかよ」

「言わない」メティスが言った。「でも、要はアッシュのおっぱいが大好きみたいだからさあ」

「まるで俺が四六時中おっぱいのことしか考えてねーような物言いはやめてもらおうか！　そりゃ、まあ、嫌きらいじゃねーのは認めるが」

　小さな声で、要は付け加えた。

「少なくとも、高所恐きよう怖ふ症しようを完全に克こく服ふくできるまでは、独り立ちしたとは言えない。いざという時、勝手に墜つい落らく死してもらっても困るから、メティスに見てもらうのよ」

　軽く首を傾かたむけながら、アッシュは言った。

「非常に残念ながら、認めるより他ほかにねー」

　空を墜おちている最中に突とつ然ぜん恐怖心が理性を覆い尽つくし、何も考えられなくなるという悪あく癖へきは、いささかマシになってきているとはいえ、克服できたとはとうてい言い難がたい。もしも、可憐を抱かかえて墜ちている最中にいきなり恐怖にかられたりしたら──

「……いいや、必ず最後まで戦い抜ぬいてやるよ」

　決意を、要は口にした。初めから悲観的になって、いいことは何もない。







「少し、よろしいですか」

　マリオンは、サウザンライツの構成員の一人、シンクレアを呼び立てた。一団の古株で、サウザンライツ内の一派は閥ばつを率いる幹部である。

「なんだよ？　副官さんよ」

　ついさきほどサイコロ勝負に負けたばかりで、シンクレアは機き嫌げんが悪い。ぎろりとマリオンを睨にらみつける。

「あなたが喜びそうな情報を持ってきた──というか、手を貸して欲しいことがあるのですが」

　無表情を装って、マリオンは申し出る。

「俺が喜ぶ？　さっき負けた分の埋うめ合わせをしてくれんのか？」

「差し出すのは金じゃありません。コルビーです」

　シンクレアと対立する派は閥ばつのトップの名を、マリオンは出した。

「……どういう意味だ」

　シンクレアは身を乗り出した。

「これは秘密の話なのですが──」声を潜ひそめるマリオン。「つい先日、オボロヴィッチシスターズが殺されたでしょう」

「ああ。あれは……残念なこったな」

　悲しみを振り払うかのように、シンクレアは頭かぶりを振った。

「あの件……どうも、伝達系統の問題で、二人に正しい情報が伝わらなかったのが問題だったようでしてね。そこに、どうやらコルビーが一枚嚙かんでいたみたいで」

「なに？　コルビーの野や郎ろうが、姐あねさん方をハメて始末したってのか!?」

　思わず、声を張り上げるシンクレア。

　静かに、とマリオンは口元に指を当てる。

「コルビーは──というか、コルビーの一派は、我々サウザンライツの癌がんです。以前から、略りやく奪だつ物や報ほう酬しゆうの配分に対する不満が多いでしょう。どうも、サウザンライツの乗っ取りをもくろんでいるんじゃないか、と私は読んでいます」

「マジか！」

　高い声を出さないよう注意しつつ、それでもシンクレアは驚おどろきを隠かくせない。

「それは……そんときゃ、俺達も皆みな殺ごろしにするだろうな。やべえぞ」

「そこで、あなたに手伝ってほしいんです。コルビー派の殲せん滅めつを」

　更さらに声を絞しぼり、マリオンは持ちかけた。

「今日の午後になったら、異邦人オーバージー回収班がアリメルドとともに村の北方へ出かけます。そのメンバーに、コルビー派の人間を多数含ふくめておきました。彼らが行ってしまえば、コルビー自身を加えても、せいぜい十人やそこらしか残りません」

「そこをやれってか？　いいねえ、面おも白しろいねえ」

　ニヤニヤとシンクレアは凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべた。

「回収班が出かけたら、私がコルビーの居場所を確かく認にんします。タイミングを見計らって合図を出しますから、それを待って襲しゆう撃げきをかけて下さい」

「はあん……わかった。俺はメンツを集めておけばいいんだな」

「コルビーに気取られないようにお願いしますよ」

「んなこたあわかってる」

　軽く手を振ふって、シンクレアは足取りも軽く歩み去っていく。

「気が晴れたようで、こちらとしても幸いです」

　小さく、マリオンは含み笑いを漏もらした。







「すまないね、亜あ依より君。こんなに人手を割さいてもらっちゃって」

　異邦人回収班に選せん抜ばつされた人間、十数名の列を見て、アリメルドは亜依に礼を言った。

「ま、このくらいは必要でしょ」

　頭数を何度も数えながら、玉座に収まっている亜依は答えた。

「あたしが拾われた時も、結構な人数が待ち構えてたしね」

　召しよう喚かん点に現れる異邦人は、空中のある一点に突とつ然ぜんぱっと現れる。人間が落ちても大だい丈じよう夫ぶな高さに発生することは、ごくまれだ。ごくまれな可能性に引っかからなかった人間の運命は、三つある。偶ぐう然ぜん何かに拾われて助かるか、落下中に引導士としての力に目覚めるか、あるいは墜つい落らく死するか。

「オボロヴィッチの代わりになる人材を手に入れるためなんだ。協力すんのはあたりまえ」

　笑いながら言って、アリメルドの肩かたを叩たたく。

「協力感謝する」

　笑いながら言い返すアリメルド。しかし、すぐにすっと表情を消す。

「問題は、アシュラータ君だ。多分、異邦人が墜おちてくるタイミングを見計らって、仕し掛かけてくるだろうね。こちらの村と召喚点、いずれを攻せめてくるか……」

「あんたの意見は？」

「もしかしたら、両方に仕掛けてくるかも──」

　と言いかけて、アリメルドは笑って首を振る。

「いや、戦力を割くような真似まねはしないかな。単純に、ぶら下げた人ひと質じちが彼女らにどの程度の訴そ求きゆう力を持つのか、という話かね。人質救出を後回しにするか、優先するか。ともかく、私はアシュラータ君が来たら迎げい撃げきする、それだけだよ。君は迎撃の準備ができているかね？」

「このあたしが、オボロヴィッチみたいなマヌケな死に方をするとでも？」

　急に、亜依の声は不ふ機き嫌げんなものになった。

「おっと、こいつは失礼。いらないおせっかいだった」

「というか、そっちこそ気を付けてくれよ。こんだけ色々と協力させておいて、異邦人を一人も回収できませんでした、なんてことになったら、さすがにあんた相手でも、怒おこるよ」

「その時は──次の機会で拾った異邦人を提供する、としか言いようがないね。異邦人はこれからもたくさん墜ちてくるんだから」

　懐かい中ちゆう時計を取り出して、アリメルドは時刻を視認した。

「それでは、そろそろ出かけるとするよ」

「吉きつ報ぽうを期待してる。……行ってきな！」

　亜依は回収班に声をかけた。回収班の面々は適当に返事した後、アリメルドにくっついて移動を始めた。

「さあて、あたしも、アッシュ迎撃の準備をしておきますかね……と」

　たくさんのソールドとともに墜ちていく男達の列を眺ながめながら、亜依は玉座ごと上じよう昇しようする。

「お……」

　途と中ちゆう、視界の隅すみにマリオンとシンクレアが連れ立っているところを捉とらえる。

「マリオンの奴やつ、調査中か。仕事熱心で結構なこった」

　それだけ呟つぶやいて視線を切り、亜依は視界の正面に隠かくれ家がの島を据すえ、墜ちていく。







「村全体、妙みような気配だとは思いませんか」

　神護は、監かん禁きん部屋の側そく壁へきにうつ伏ぶせになって、鉄てつ格ごう子しの向こうにかろうじてスキントン村の様子を窺うかがっていた。

「さすが異邦人だな。そんな姿勢で安定していられるなんて」

　ジャコビーはまず、神護の引導士としての技量に褒ほめ言葉を贈おくった。

「……そういうものなんですかね」

　意外な返事を受けて、神護はジャコビーを見た。

「平均的なイセス・メリアの男には、引導士としての才能の限界がある。普ふ通つうはカテゴリＣ、よくてカテゴリＤだ。それ以上の適性を持つ男は、たいてい異邦人の血を引いている。そういう人間じゃない限り、今の君のような芸当はできないよ」

　今、神護は大地からの引力を完全にカットし、太陽と一いつ緒しよに西に沈しずみかけている月の引力に身を委ゆだねていた。神護からすれば、床ゆかに寝ね転ころがるのと変わりない、造作ない行こう為いなのだが──

「優すぐれた力を手に入れたことを、感謝すべきなんでしょうね」

　なんの感かん慨がいもなく語って、神護は壁かべから離はなれ、床に着地した。

「けれども、これじゃ足りない。可憐を守るには、これだけの力じゃ足りないんですよ」

「そうだな……。愛する人を守るには、大きな力が要いる。気持ちはわかるさ」

　ジャコビーは力無く笑った。

「異邦人オーバージーの君も同じ想おもいだと思うと、親近感がわくね。だが、異邦人の力ですら足りない、という言葉には、恐きよう怖ふを覚えないでもない」

「そうなのかもしれませんね……」

　すぐそばにも、さらなる力を求める異邦人がいる。輝てる南なみ亜依という異邦人が。

　邪じや悪あくな魂たましいの持ち主が力を求めた。その結果がサウザンライツであり、サウザンライツが巻き起こした惨さん禍かである。

「君の力は、正しい方向に使ってくれよ」ジャコビーは言った。「俺は長いこと、自分の力を誤った方向に使っていた。俺のようなカテゴリＣでも、たくさんの悪を振ふりまくことができた。君が力を悪の方向に振りまけば、とてつもない量の怨えん嗟さや苦しみを生むことになる」

「わかっているつもりです。心します」

　軽く、神護は自分の胸を叩たたいた。

　ジャコビーは席を立ち、窓から差し込む日の光を見つめた。

「何か動きがあるとすれば、……そろそろだな。この気配は、前兆かもしれない──」

　その時、地じ響ひびきのような音が轟とどろいた。

「ム……！」

　神護は床を蹴けって、もう一度窓に張り付いた。

　隠れ家を隠す森の木立の向こう側で、土つち煙けむりのような物が上がっていた。

　続いて、二つ三つと似たような音が上がる。

「ソールドが家をぶっ壊こわしている音だな」

　ジャコビーも、窓に飛びついた。

　男どもの怒ど号ごう、叫さけび声が、連続して上がる。騒さわぎはどんどん大きくなっていく。

「よく分からないが──マリオンが言ってた仕し掛かけが動き始めたようだ」

「そうみたいですね」

　床に降りて、神護は口の中から鍵かぎを取りだした。

「どうやら、こいつを使う時が来たようだ……」

　長いこと口の中に収めていたせいで、鍵はよだれべっとりだった。

　テーブルクロスで鍵を拭ぬぐってから、神護は扉とびらに張り付き、鍵穴に差し込んだ。

　ひねるとかちりと音がして、扉が開いた。







「もうそろそろ日にち没ぼつだけど、どんな具合？」

　双そう眼がん鏡きようで村を見つめ続ける要の背を、アッシュは撫なでた。

「まだ、見張り連中は動かねー」

　長いこと、要は可憐とその周囲を見つめ続けていた。

　可憐は枝の下にぶら下げられたまま、ほとんど動かなかった。時々する身じろぎだけが、可憐の存命を表すサインだ。

　なんでこんなところでじっとしていなけりゃならないんだ、と要は思う。可憐が苦しみ続けているのをただ見ているだけだなんて、あまりにもつらい。いや、可憐のつらさに比べれば、百分の一にも及およばないが、何もできない無力感に苛さいなまれ続けるのは、精神的拷ごう問もんだ。

　だが、奪だつ還かん作戦に失敗は許されない。そして、輝南亜依という恐おそるべき敵が潜ひそんでいる以上、作戦の決行は万ばん難なんを排はいし、最高に成功可能性が高いタイミングを選ぶべきである。

「かっちり日が落ちるまで待つつもりなのかしら」

「だろうね」メティスが答えた。「昨日も、日没してからあの子を連れ帰ってたから」

　妙な空模様になりつつあった。

　黒く厚い雲が、蓋ふたのように大地に覆おおい被かぶさっている。ただ、巨きよ大だいな雲は地平線に達する前に途と切ぎれていた。途切れた雲と地平線との間には、空が見える。地平線に沈もうとしている太陽がその間かん隙げきから光を送り込んで、大地を暗い黄金の輝かがやきで満たしていた。

「状じよう況きようとしては悪くないわ。でも、本当に変な天気ね」

　風になびく髪かみを、アッシュは押さえた。

「雨が降らなきゃいいんだがな。濡ぬれるのはイヤだぜ」

　一いつ旦たん要は可憐から目を離し、双眼鏡を村の中心部に向ける。

　と──何かが視界を横切った。

「ん？」

　双眼鏡を外し、肉眼で確かく認にんを行う。

　ソールドだった。

　ソールドが墜おちて、民家を一つ粉ふん砕さいした。

「なんだ？」

　メティス、アッシュも異変に気づいて、注視する。

　一枚だけではなかった。ほどなくして、二枚目、三枚目──ソールドが次々飛び交かい始めた。

　わずかに遅おくれて、村のあちこちから人ひと影かげがわらわらと飛び出す。ほとんどはサウザンライツの構成員のようだが、一部には村人も混じっている。

　そんな彼らが、二手に分かれて、空戦を開始した。

「どういうこった!?」

　もはや、監かん視しどころではない。要は双眼鏡をわきに置き、突とつ然ぜん始まった殺し合いを凝ぎよう視しする。

「これは……ひどいわね」

　頰ほおを伝う汗あせをぬぐい、アッシュは呟つぶやいた。

　一度にこれだけの人数が狭せまい空間の中を飛び交えば、思った通りには飛べない。ソールドを食くらう以前に人間同士が激げき突とつし、深刻なダメージを負う。更に、動きが止まったところにソールドが飛んでくる。

　空戦が始まってから一分の間に、三分の一から二分の一の人間が、無む惨ざんに裂さかれ、地面に落ちていった。そのくらい脱だつ落らく者が出ると、さすがにフリースペースが多くなり、衝しよう突とつ、交こう錯さくも減ってくる。しかし、彼らは怒号を上げて飛び回り、戦いを止とめることをしない。

「どうする？」

「どうするよ、アッシュ」

　要とメティスは、ともにアッシュの判断を待った。

「チャンス……なのかもしれないわね」

　アッシュはぐっと顎あごを引いた。

「作戦、前まえ倒だおしよ。私も空戦に参加して、混乱を大きくする。あなた達は可憐救出に行って」

「オーケー」

　視線を交かわしあって、アッシュと要、メティスは、正反対の方向に墜ちていった。




「本日ここに来たのは、重大な話があるからです」

　空戦が始まる、ほんの少し前。

　コルビーが占せん拠きよしている邸てい宅たくに、マリオンはやって来ていた。

「重大な話？」

　部屋の一番奥のソファに腰こし掛かけた、コルビーが言葉を返す。

　この邸宅は、そもそもはスキントン村の村長の家だった。それだけに、他ほかの村民の家と比べても、一回り大きく、立派だ。

　コルビーはこの家を奪うばい、自分の寝ね場ば所しよ、自分の一派の人間のたまり場としていた。家の持ち主とその家族は、何一つ文句を言わない──スキントン村を占拠する際、一家皆みな殺ごろしにしたからだ。遺体は見せしめとして、邸宅の軒のき下したにぶら下げて飾かざってある。

「シンクレアが、あなたの抹まつ殺さつを狙ねらっているらしいんです」

　声を潜めてマリオンが言うと、

「はあん……以前から、よく殺人的な視線は感じていたがね」

　コルビーは何度も頷うなずいた。

「オボロヴィッチシスターズがいなくなったから、さっそく仕し掛かけるってか？」

「そのようですね」

　あくまで事務的な態度を崩くずさずに、マリオンは説明する。

「気配があるので、上じよう申しんしに来た次し第だいです。さきほどシンクレアと話をしてきたのですが、今にも暴発しそうな勢いで……。回収班が出かけて、アリメルドがいなくなっているでしょう。これを好機と見ているかもしれません」

「なに……」コルビーは身を乗り出す。「今、俺の部下はあらかた出で払はらってるんだぞ」

「承知しています。回収班のメンバーを選んだのは私なんですが、その時にシンクレアが色々口を挟はさんできましてね。今改めてチェックしてみると、あなたの部下が妙みように多い。その時点で、彼は既すでに決心していたのではないかと……」

「おい、野や郎ろうども！」

　コルビーは、室内にいる部下達に呼びかけた。

「てめえのソールドを用意しておけ！」

　声に逼ひつ迫ぱく感を感じ取って、それまでのんべんだらりとしていた男たちは、急に鞭むちで叩たたかれたように慌あわただしく動き始めた。

「ああ、言っておきますが、シンクレアが必ず仕掛けてくるという確信があるわけではないんですよ──」

　大おお事ごとにされても困る、とマリオンは小声で早口に言った。

「ンなこたわかってる。ただ、備えておくだけだ」

　コルビーはマリオンの肩かたを叩いた。

「サウザンライツを割るような事になったら厄やつ介かいです。くれぐれも、暴発しないようにお願いしますよ」

　懇こん願がんしつつ、マリオンは軽く一礼。バタバタし始めたコルビー達を尻しり目めに、邸宅を後にした。

　村の端はしの方へ歩いている最中、マリオンはシンクレアの姿を見つける。

「…………」

　無言で、マリオンは親指を立て、シンクレアに見せつけた。

　身を揺ゆらして、シンクレアも声を立てず、笑った。踵きびすを返し、建物の陰かげへと歩み去る。今すぐスキップしたいという気持ちを隠かくしながら。

「これで、導火線に火がつきました」

　マリオンは独りごちた。

「爆ばく発はつに巻き込まれないよう、避ひ難なんしますか」

　引導術を発動し、マリオンは亜依の隠れ家がの島へと墜おちていく。

　シンクレア派とコルビー派の大だい抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしたのは、三分後のことだった。




「……何が起きてんだ!?」

　眼下で始まった集団戦せん闘とうを目まの当たりにして、亜依はマリオンに叫さけぶ。

「わかりません！」

　まったく事情が飲み込めない、という風を装いつつ、マリオンは慌てて応じた。

「シンクレアとコルビーの間でやりあっているみたいですが──」

　とまで言って、何かに気づいたかのようにはっと息を吞のむ。

「もしかしたら、私が原因かもしれません」

「何ィ!?」

　顔を歪ゆがめて、亜依はマリオンを睨にらんだ。

「スパイがいるかもしれない、という話を前にしたでしょう」

　臆おくすることなく、マリオンは言い返した。

「それでシンクレア派とコルビー派、両方が疑ぎ心しん暗あん鬼きになってまして。もしかしたら、私の調査活動が、彼らを急せきたてる原因になったのかも──」

「そういうことかよ」

　視線を切って、再度スキントン村を見下ろす亜依。

「よりにもよってこんなタイミングで相あい討うちを始めるとか、ふざけるなよ──」

　不意に、ある可能性に思い当たる。もうすぐ異邦人オーバージーが墜ちて来るであろう時間帯にこの騒そう動どうとは、随ずい分ぶん都合が良くないか？

「まさか──アッシュの作戦か!?」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、亜依は戦場にアッシュの姿を捜した。既にこの混乱を演出すべく飛び回っているのではないか、と見み渡わたすが、らしき影かげは見あたらない。

　いや、それでも、これはアッシュが糸を引いているに違ちがいない──亜依は、そう信じ込んだ。

　となれば、アッシュは人ひと質じち奪だつ還かんの方も動いているのか？　けれども、シンクレアとコルビーの衝しよう突とつを止めるには、亜依が行くより他ほかにない。

　どっちに行くべきか、と判断に迷ったその時、

「人質の方は、私に任せて下さい」

　素す早ばやく、マリオンが申し出た。

「一いつ旦たんこちらの島に引き上げ、匿かくまいましょう」

「それだ」

　亜依は素早くマリオンを指さした。

「絶対、神護には会わせるなよ」

「わかっています」

　マリオンの頷うなずきを受けて、亜依はふわりと身を浮うかせ、二枚のソールドを引き寄せる。

「まずはコルビーとシンクレアを止める！　ブチ殺してでもな！」

　宣言して、戦場へと突とつ撃げきしていった。

「……これで、お膳ぜん立だては整いました」

　亜依の姿を見送った後、マリオンは呟いて、後背を振ふり返る。

　その視線の先、東あずま屋やの物もの陰かげから、神護とジャコビーが姿を現した。

「ここからは、あなた方に頑がん張ばってもらいます」

　マリオンは二人のそばに歩み寄る。

「あんたには、本当に世話になる。大した手て際ぎわの良さだな」

　頭を下げる神護の背後には、二枚のソールドが浮かんでいる。亜依が隠れ家に置いている、予備のソールドだ。

「サウザンライツには、もとより大きな亀き裂れつがあったのですよ。私はそこに楔くさびを打ち込んだに過ぎません。……今から、この島ごと可憐さんのそばに寄せます」

　マリオンの言葉と同時に、島そのものが動き始めた。

「ボス達から見えないよう、陰を作ります。手早く可憐さんを助けて、南へ逃にげて下さい」

「わかった。あんたはどうするんだ」

　神護の質問に、

「南の方の岩場に、身を隠かくせる洞どう窟くつがあります。人を待たせていますので、その者の指示に従って下さい。私は、合流できれば合流します」

　事務的に、マリオンは答えた。

「そうか……」

　他にも質問したいことはあった。そもそも、この謎なぞの人物は、一体何者なのか。何故なぜ神護の手助けをしてくれるのか？

　とはいえ、今はいたずらに時間を消費すべき時ではない。マリオンはサウザンライツを潰つぶそうとしており、それは神護にとって利益である。今はそれで十分だ。

「パリスのことは、任せていいのか」

　ジャコビーが、マリオンに問う。

「任せて下さい」

　早口に、マリオンは言った。

「……わかった。信じるぞ」

　不安感を吞み込んで、ジャコビーは頷いた。

　島はどんどん高度を下げ、村の中心部からやや西より、丘おかの上の大木のそばへと寄る。

　亜依を囲む三人の見張り達は、突とつ然ぜん始まった空戦を凝ぎよう視ししていた──が、島がせり出してきて、視界を遮さえぎる。

「おい！　どうなってんだよ!?」

　島のへりにマリオンの姿を見み出いだして、見張りの一人が声を投げる。

「敵の攻こう撃げきです！」マリオンは怒ど鳴なり返した。「人質を島に隠します！　下ろして下さい！」

　命令を受けて、見張り達は可憐に取りつき、ロープを解く作業を始めた。

　す……と、神護とジャコビーがマリオンの左右に進み出る。

　見張り達の姿をさっと眺ながめる。作業に必死になっており、完全に無む警けい戒かいだ。

「俺が左の二人をやります。ジャコビーさんは右のをやってください」

　沈ちん着ちやくな声で、神護は言った。

「おうとも」

　ジャコビーはそう答え、タイミングを合わせてソールドを墜おとした。

　ズズズン、と鈍にぶい音が三つ続き──三人とも、上半身と下半身を両断された。

「…………!?」

　それまでまったく無反応だった可憐が、初めてびくりと反応する。

　頭上を見上げれば、そこには可憐目がけて降りてくる神護の姿。

「…………ッ！」

　声を上げたかった。神護の名を呼びたかった。が、すっかり体力が消しよう耗もうしきっているせいで、声が出なかった。

「待たせて悪かった、可憐！」

　可憐のそばに静止して、ナイフを取りだし、神護はロープを断たつ。

　拘こう束そくが解けて、可憐の身体からだが落ちる。地面にぶつかる寸前に、神護は可憐を抱だき留めた。

「大だい丈じよう夫ぶか、可憐」

　可憐は無言で頷いて、神護の服をぎゅっとつかんだ。安あん堵どして思わず神護は頰ほおをゆるめたが、

「再会を喜ぶのは後回しにしよう」

　ジャコビーの言葉に、顔を引き締しめ直す。

「そうですね。……しっかり摑つかまれよ」

　可憐が首に手を回すのを待って、神護は地を蹴けった。

　ソールドを伴ともなって、黄昏たそがれの暗くら闇やみの中を南へ墜おちていく。




「シィンクレアァ!!」

　亜依のソールドが、シンクレアのソールドをはじき飛ばす。

「ヒィ！」

　目の前で激げき突とつする大質量同士に、男──コルビー派の構成員は悲鳴を上げた。

「てめえ、何してやがんだ!!」

　命を救ってやった男を無視して、亜依はシンクレアを怒鳴りつける。

「ボス！」

　亜依の斜ななめ下方に浮ういているシンクレアは、両手を広げて訴うつたえかけた。

「オボロヴィッチの姐あねさん方を死なせたのはコルビー達ですぜ！」

「証しよう拠こがあんのか！　そもそも、このあたしに黙だまってこんなことするたぁどういう了りよう見けんだ!?」

「言っておきますがね、ボス──」

　シンクレアの申し立ては、ここで終しゆう了りようした。

　後背側からソールドが滑すべるように飛んできて、シンクレアの胴どうを真っ二つに裂さいたのだ。

　裂かれながら、シンクレアは首をひねり、ソールドが飛んできた方向を見やりつつ、本能的にソールドを投げ返す。

　ソールドは、コルビーのはるか下方を通り抜ぬけ、そのまま力無く落ちていった。

「ハハッ！　ざまあねえな、シンクレア！」

　ライバルの惨みじめな姿を、コルビーは手を叩たたいて喜んだ。

「なにしてんだ、この野や郎ろう！」

　怒いかりの声を亜依は投げつけるが、コルビーに悪びれる様子はない。

「何言ってんですか、俺は単に正当防衛を試みた──」

　その時、亜依はくるりと振ふり向き、背後に浮かせていたソールドをずらして──墜ちてきたソールドを受け止めた。

「……こっちに来たか!?」

　二枚のソールドを自分のそばに引き寄せ、ぐるり三六○度を見み渡わたして、アッシュの姿を捜す。

　その途と中ちゆう──落下物が視界の隅すみをかすめる。

　よく見てみれば──それは、二つに裂かれたコルビーの死体。

「コルビー！」

　死体は、そのまま落ちていき、地面に打ち付けられる。

　そのすぐそばに、引導士の衣装に身を包んだ、巨きよ乳にゆうの少女が立っていた。

「やっぱりてめえか！　アシュラータ!!」

　攻撃ソールドを、亜依は墜とした。初めは垂直に墜としつつ、反比例グラフのような曲線を描えがいて、地面すれすれを滑るようにアッシュを襲おそう。

　アッシュは地を蹴って後背に飛び、空中で身体を半回転。村の真ん中の通りを、まっすぐに墜ちていく。

　数秒、ソールドと追いかけっこをした後、腕うでを伸のばして民家の角の柱を摑つかみ、九○度方向転てん換かん。亜依のソールドは、直線軌き道どうのまますっ飛んでいく。

「なに……！」

　一いつ瞬しゆん、亜依が見失った隙すきに、アッシュは民家の陰かげを縫ぬうように移動。亜依の直下に滑り込み、ソールドを天へ放ほうる。

「うおおッ！」

　ぎりぎりのところで気づいて、亜依は身を投げる。直後、アッシュのソールドが、亜依のいた場所を通り抜けていった。

　大きく引き下がる亜依。アッシュはそのまま上じよう昇しようし、亜依と目線の高さを合わせる。

「意外と反応が鈍にぶいわね。衰おとろえたかしら？　亜依」

　冷たい視線と表情で、亜依と相対するアッシュ。

「うるせーよ！」

　即そく座ざに言い返す亜依に、余よ裕ゆうはない。部下の暴発による相あい討うち真っ最中という状じよう況きようにあって、平静ではいられない。

「てめえ、よくもやってくれたな！　こうなるよう、仕向けたな!?」

　ソールドの飛び交かう空へ、亜依は腕を伸ばした。ほとんどの構成員が死ぬか大おお怪け我がを負い、空戦から脱だつ落らくしていたが、まだ幾いく人にんかが戦いを続けている。

「……なんのことかしら？」

　心の底から、アッシュは言った。

「とぼけんな！　てめえ……」

　アッシュを糾きゆう弾だんしようとして、途中で止やめ、まだ戦い続ける部下達に声を投げる。

「……おまえら！　いい加減に戦いを止めろ！　敵てき襲しゆうだ！」

　必死の叫さけびを聞き止めて、亜依の下もとに馳はせる者は一人としていない。誰だれもが、自分の身を守ることに汲きゆう々きゆうとしている。

「悪党どもの団結なんて、こんなもの……」

　アッシュは鼻で笑った。

「部下達がここまで見事な殺し合いをやらかすなんて、あなたの器量も知れたものね」

「この──てめえ！　絶対にブチ殺す！　この空から生きて帰れると思うな……！」

　怒りに目がくらんだ亜依は、

「死ねッ!!」

　攻こう撃げきソールドをまっすぐに放った。

「芸のないこと……あなたらしくもない！」

　見下すような笑えみを浮かべつつ、アッシュは上昇した。あっさりとソールドを回かい避ひする。

　亜依はその逃とう走そう軌き道どうを予期して、

「うらあッ！」

　アッシュ目がけて一気に接近した。

「ム……！」

　亜依とともに迫せまり来る防ぼう御ぎよソールドに、アッシュは自分の防御ソールドをぶつけて外に弾はじく。

　ぬっと腕を伸ばし、亜依は直接アッシュを捕つかまえにかかった。手が胸むな元もとにかかり──

「接近戦は遠えん慮りよ！」
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　身体からだをひねりつつ墜おちて、アッシュは逃のがれた。服の胸元が大きく裂さけたが、被ひ害がいはそれだけで済んだ。一気に距きよ離りを離はなして、間を置く。

「逃にげんなや！　クソッタレ！」

　亜依はそのまま通り抜ぬけるように墜ち、軌道を曲げて、再度アプローチを試みる。

「……さすが、異邦人オーバージーは侮あなどれないわね」

　攻撃はあくまでも陽動、折を見て撤てつ退たいするつもりでいたが、これはサウザンライツを──亜依を潰つぶすチャンスだ。決断し、アッシュは迎げい撃げき体勢に入る。

　一瞬、ちらりと丘おかの大木に視線を投げる。

「要、しっかりやってるでしょうね……！」




「いねーじゃねーか！　どうなってんだ!?」

　丘の上で、要は叫んだ。

　丘を隠かくすように地面近くまで降りてきた島のせいで、要とメティスは大きな迂う回かいを余よ儀ぎなくされた。そして、迂回した先に要が見み出いだしたのは、断たたれたロープと、裁断された死体の山。

　この死体の中に、真っ二つにされた可憐がいるのではないか。そう思った瞬しゆん間かん、要の目の前が真っ暗になる。

「確かく認にんするんだ！　見たところ、死体は野や郎ろうどもだけだよ！」

　メティスの声に我を取り戻もどし、要は着地して、急いで死体を検分した。結果、メティスが正しかったことが証明された──が、それはつまり、可憐が消えてしまったということだ。

「誰かがどっかに連れていったのか……!?」

　素す早ばやく、要はあたりを見回す。視線は、すぐそばにあるあまりにも巨きよ大だいな物に吸い付いた。

「……この島か！」

　メティスも要の視線を追って、声を上げる。

「これしかねーだろ!?」

　言うが早いか、要は地を蹴けり、島へと取りついた。

　島全体を覆おおう林の中に、隠れた家屋があった。亜依の隠れ家がだ。可憐がいることを祈いのりながら、要は隠れ家に潜もぐり込む。

　外観に反し、隠れ家は大きかった。玄げん関かん部分だけでもやたらと広い。

「これだけでかいと、捜すのも一苦労そうだね」

　眉まゆをひそめて、メティスが吐はき捨てる。

「手分けして捜そう」要は提案する。「俺はこっちに行くから、メティスはそっち──」

　指さしたその先、廊ろう下かの奥で、何かが動いた。

「可憐……!?」

　叫ぶ要。

　しかし、現れたのはまるで別人。

　顔面から首もとまで、包帯ぐるぐる巻きにされた女性だった。廊下の角からふらりと出てきて、半ば壁かべにもたれている。

「ってか、全然別人じゃないの、要！」

　メティスが要の名を呼ぶと、

「要……？」

　女性がそれに反応した。

「亜依から聞いた……ライナを殺したのは貴様か！」

　叫んで、角を離れ、全身を現す。

　右手には、ハルバードが握にぎられていた。

「あの時の片割れかよ！」

　ハルバードに、要は見覚えがあった。

「全身バラバラにブチ裂くッ！」

　ハンナは、要目がけてハルバードを振ふり下ろした。室内であるにもかかわらず、刃は先さきは天てん井じようにも壁にも引っかからず、正確に要の脳天を襲おそう。

「それは遠慮！」

　メティスと半ば抱だき合うような格好で、要は後方に飛んだ。ハルバードは石いし畳だたみの床ゆかを打ち、火花を飛ばす。

「おおお──ッ」

　突とつ進しんして、ハンナは要を追いかける。

「藪やぶをつついて蛇へびを出したと言うより他ほかにねー！」

　狭せまい室内では、どうにも抵てい抗こうのしようがない。要とメティスは外に飛び出し、ソールドを引き寄せ、迎撃体勢を取った。




「ん……？」

　可憐を抱かかえて墜ちる神護は、視界の隅すみに動く物を認めた。次の瞬間──

「危ない！」

　ジャコビーの鋭するどい声。

　三方向から、ソールドが神護の頭上目がけて降ってきた。

　神護は、ソールドで迎撃しつつ、強ごう引いんに墜つい落らく軌き道どうを曲げた。

　第一のソールドは、神護の予定軌道を通り過ぎていった。

　第二のソールドは、神護のソールドと激げき突とつした。

　しかし第三のソールドは、蛇のようにしつこく神護を追いかけ──

「せっ！」

　ジャコビーのソールドによって、やっと弾はじかれた。

「すいません！」

　ジャコビーに謝意を示しつつ、神護は着地。一いつ旦たん動きを止め、周囲を見やる。

「誰だれだ!?」

　斜ななめ後方から、四人の男がソールドをともない、接近してきていた。彼らは、十数メートルの距きよ離りをおいて、神護、ジャコビーと相対する。

「てめえら、どこに行こうってんだ！」

　ペドロが、一団を代表して怒ど声せいを投げつけてきた。

「おまえか、ペドロ！」

　ジャコビーが叫さけび返す。

　可憐を、ペドロは指さした。

「その娘むすめを連れていかれると、俺達がひどい目に遭あうんでよ！　逃にがしゃしないぜ！」

「……フン！」

　嘲あざけりの念を込め、ジャコビーは鼻を鳴らした。

「いまやすっかりサウザンライツの犬だな！　今まで俺をさんざん敵視していたくせに！」

「俺は、自分自身を守るために振る舞まう！　それだけのこった！　なんか文句あんのかよ!?」

「あるに決まってんだろうがッ!!」

　ジャコビーは怒声を放った。

「俺達は、お互たがい助け合うためにひとつところに集まってたんじゃなかったのか！　なのに貴様らは村を、俺達をサウザンライツに売った！　許すわけにはいかん！」

「ハッ！」

　今度は、ペドロが嘲ちよう笑しようする番だった。

「そんなヌルいことを抜ぬかしてるから、奥さん一人守れねえんだよ！」

「なに……！」

　さっとジャコビーの顔から血の気が引いた。

「この俺がブチ殺した！　ソールドで上半身と下半身を引き離はなしてやったよ！」

　放心の表情を見せたジャコビーだったが、すぐに憤ふん怒ぬを露あらわにして、

「貴様ァァ──ッ!!」

　ペドロ目がけ、ソールドを放った。自らも真横に飛んで、回り込む。

「だめだ、ジャコビー！」

　神護の制止は、しかしジャコビーには届かない。

　ペドロはソールドを回かい避ひして、

「てめえら、女を取り返せ！」

　取り巻き連中に命令を下しつつ、自らはジャコビーを追いかける。

　命令を受けて、三人の男達が神護のもとに迫せまる。

「グ……！」

　やむなし、と神護は可憐を抱えたまま、迎げい撃げき体勢に入った。

「可憐、しっかり摑つかまってろ！」

　言うが早いか、神護は沈しずむ太陽目がけて墜おちる。

　光を背にされてはかなわない、と三人も斜め後方から神護を追いかける。

「このッ！」

　まずは一番近くにいる一人をターゲットに、神護はソールドを放ほうり込む。

　ソールドはあらぬ方向へと飛んでいく──が、ターゲットとすれ違ちがった後に大きくカーブして、一八〇度進路を曲げる。ターゲットの後背につけ、追走を開始。

　その間に、三人はそれぞれソールドを神護目がけて墜おとす。存外に統制の取れた攻こう撃げきで、神護は三方向からソールドに迫られる。

「ふざけるなよ……！」

　身体からだを傾かたむけて、神護は急カーブをかける。大きく動いて、軌道を曲げ──

「ぬうううッ」

　可憐を抱だく腕うでに、強きよう烈れつな負担がかかった。二人分の体重を抱えれば、おのずと引導術による挙動は変わってくる。

「速そつ攻こうで決めなきゃ、だな……！」

　ターゲットの眼前を横切るルートを、神護は通り抜け、一気に高度を上げる。

「待ちやがれ！」

　ターゲットは、神護を追いかけて、カーブをかけつつ上じよう昇しよう。が、引導士の素質の差が出て、ターゲットの身体は大きく外に振ふれる。

「この、──」

　軌き道どう修正すべく、無理に身体をねじったその瞬しゆん間かんを、追走していたソールドが襲おそった。

　角度ほぼ九〇度で、ターゲットとソールドは交こう錯さく。ソールドは、ターゲットの身体を綺き麗れいに真っ二つに切り裂さいた。

「まず一人！」

　第一ターゲットの死を確かく認にんし、神護は第二ターゲットを定める。

「てめえ、よくもあいつを……！」

　第二ターゲットは、アプローチをかけてきた。二枚のソールドとともに墜つい落らくし続け、自らの身を守りつつ神護にすれ違い攻撃を仕し掛かけようという腹だ。

　神護は高度を落とし、第二ターゲットの真下へ潜もぐり込む軌道を選ぶ。

「逃にがすものかよ！」

　潜られてなるものか、と第二ターゲットも高度を下げつつ、ルートを曲げる。

　そのルートは、神護が予期していたものだった。

　第一ターゲットが摑んでいたソールドが、上空にあった。主あるじの死によって引導術から解放され、地上の引力に引き寄せられている。

　その落下軌道と、第二ターゲットの軌道が、ぴたりと交差。

「なにぃ!?」

　寸前、第二ターゲットは頭上からの落下物に気づき、速度をゆるめた。つい鼻先を、ソールドが落ちていくが──

「ムグッ!?」

　速度をゆるめたその一いつ瞬しゆんが命取りだった。神護の正確なソールド操作が、第二ターゲットの身体を裂き、死に至らしめる。

「あと一人！」

　第三ターゲットを探して天を振り仰あおいだ神護は、

「なああッ!?」

　頭上にソールドが迫っていることに、初めて気がついた。

　急カーブをかけて、どうにか直ちよく撃げきを阻そ止し──と思いきや、

「きゃああッ!?」

　可憐が悲鳴を上げた。

　神護の手がずるりと滑すべり、可憐の身体が放り出された。

「しまった!!」

　地面すれすれを墜ちていたのが、不幸中の幸いではあった。可憐は地面に叩たたきつけられたが、落下距きよ離りはせいぜい一メートルかそこらだ。

　しかし、勢いが激しい。ごろごろと転がって──そのまま、斜しや面めんに引き込まれていった。

「可憐!!」

　すぐさま神護は追いかけようとするが、

「待ちな!!」

　最後の一人が、神護の進路にソールドを放り込む。

「クソッ！」

　防ぼう御ぎよソールドで身を守りつつ、再び天を仰ぎ、攻撃ソールドで反撃する。が、第三ターゲットは大きく移動、やすやすと攻撃を回かい避ひ。

　視線を谷側に戻もどした時には、可憐の姿は完全に見えなくなっていた。

「なんてこった……！」

　谷には暗い影かげが差し込み、まさしく「深しん淵えん」という単語を形にしたような様相を呈ていしていた。遠目で可憐を捜さがし出すのは不可能だ。谷に潜り込んで可憐を確保したいところだが、

「どっちを見てんだよ！」

　第三ターゲットの攻こう撃げきは、速く厳しい。

「邪じや魔まをするな！」

　ソールドを避さけつつ、谷に沿うように移動し、反撃の機会を窺うかがう。

　第三ターゲットの排はい除じよが先だ──神護の理性はそう判断するが、心の内は焦あせりに満ちる。







「はあああッ！」

　ハルバードで、ハンナは要のソールドを叩き落とした。

　そのまま滑すべるように横移動しつつ、自分のソールドを要目がけて墜おとす。墜としつつ、ぐるりと身を回転させ、振り向きざまに背後から飛んできたメティスのソールドを打った。

「反応早いね！」

　攻撃を弾はじかれて、しかしメティスには余よ裕ゆうがある。たしかにハンナは優すぐれた使い手だが、所しよ詮せんは二対一、ソールドの数で比べれば四対二だ。

　加えて、ハンナは手負いだった。首元に巻いた包帯が、既すでに赤く染まっている。アッシュによるナイフの一いち撃げきは、致ち命めい傷しようには至らなかったものの、十分に深かった。

　今は、ライナの仇かたきと出会った怒いかりに突つき動かされ、二人を向こうにして五分以上に立ち回っている。が、ほどなくしてエネルギー切れを起こすであろうことは目に見えていた。

「もうやめろ！」

　それだけに、要は本気を出せずにいた。こんな相手に全力を振ふるうのは、ただの弱い者いじめだ──いや、それよりタチが悪い。捕つかまえた昆こん虫ちゆうの手や足、羽根をちぎり、悶もだえ苦しむ様を眺ながめて楽しむような残ざん酷こく行こう為いと思える。

「俺達に勝てるわけねーだろ！　降こう伏ふくしろ！」

「ふざけるな！」

　即そく座ざに、ハンナは拒きよ否ひした。

「情けをかけるのか!?　ライナを殺しただけで飽あきたらず、そこまでコケにするのか……！」

　逆上して、ハンナは要に突とつ撃げきを仕し掛かけた。ハルバードの刃は先さきを向け、まっすぐに墜おちてくる。

　あまりにも無策な攻撃だ──が、要は反撃できない。

「やめろって言ってるのに！」

　ソールドを盾たてとして、要はハルバードを受け止めた。刃先はソールドに沿って滑り、そのままハンナは通り抜ぬけていく──寸前、要の上うわ着ぎを摑んだ。

「うぐッ」

　喉のどが詰つまり、強い力で引き寄せられる。

　次の瞬しゆん間かん、目の前にハンナの顔があった。憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おに燃える瞳ひとみが、要を刺さし貫つらぬく。

「せめて貴様だけは連れていくッ!!」

　袖そでからするりとナイフを取り出し、振り上げる。

（殺される!!）

　思った瞬間、要の身体からだは無意識のうちに動いた。

　ハルバードに腕うでを巻き付けつつ、ハンナの首元、傷口の上に、渾こん身しんの肘ひじ打うちを叩き込む。

「あフッ!?」

　うめいて、ハンナは思わず要の襟えりを手放してしまう。

　要はハンナを蹴け飛とばして、強ごう引いんに引きはがした。

　そして、ソールドを叩き込む。

　ハンナの背後から入って、ソールドは要の頭上へと突き抜けた。

「……ッ……」

　最さい期ごの吐と息いきが、ハンナの口から漏もれ出る。

　そのままハンナは落下していった──上半身と下半身、バラバラになって。

「……うう……」

　いつの間にやら、要は息をこらえていた。脅きよう威いが去ったことをやっと認め、緊きん張ちようを解く。

「要！」

　メティスが要のもとにすっ飛んできた。

「ああ、メティス……」

　と言いかけて、要は大きく目を見開いた。

　次の瞬間、メティスの平手が、要の側頭部を打った。頰ほおを張るつもりが、力がこもりすぎたおかげで、狙ねらいが大おお幅はばにずれたのだ。

「何すんだ、この──」

　ほとんど、殴なぐられたようなものだった。要は反射的に怒ど鳴なり返しかけたが、すぐに声を吞のみ込んだ。

　メティスが、今にも泣き出しそうな顔をしていたからだ。

「やられたと思ったじゃないか！　バカ野や郎ろう！」

　両りよう腕うでを伸のばし、メティスは要を抱だきかかえた。

「敵に情けなんてかけるんじゃないよ。ためらったら、死ぬのは自分なんだからさあ……」

「…………」

　反論しかけたが、結局要は黙だまり込んだ。

　メティスの言う通り、敵は敵。どんなに手負いの状態であろうと、自分の命を奪うばおうとする者は、敵に違ちがいない。

「そう……だよな」

　要はやっとの事で答えて、メティスの肩かたを摑つかんだ。

「それが、イセス・メリアの掟おきてだものな……」

　深呼吸を、要はした。イヤな気持ちがまたぶり返してくる──が、ライナを殺した時ほどにひどくはない。今回は自分の身を守るという名目があったせいか──あるいは、慣れたのか。

　いや、慣れなきゃならないんだろうな、と要は自分に言い聞かせた。

　隠かくれ家がに視線を落とす。ハンナと戦っている間に、そこそこ時間が過ぎてしまった。可憐を連れてさっさと逃にげるという当初の作戦プランは、もはやパーである。

「……アッシュはどうしている？」

　日はほぼ沈しずみ、わずかな残光が空を染め上げている。その光の中、まだいくつかの人ひと影かげとソールドとが飛び交かっていた。

「あっちか？」

　西方を、メティスは指さす。空戦の主戦場は、スキントン村のはるか西方へと流れていた。

「可憐を捜すのは後回しだ……アッシュと合流しようぜ」

　呟つぶやいて、要は墜ち始めた。

　少しして、ハンナのハルバードをまだ小こ脇わきに抱かかえていることに、要は気づいた。
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「ペドロォォ──ッ！」

　ジャコビーは、ペドロへとソールドを墜おとす。

「遅おそいぜ！」

　ペドロは攻こう撃げきを回かい避ひしつつ反はん撃げき、ジャコビーの真下からソールドを迫せまらせる。

「ぬう……！」

　斜ななめ方向に墜おちて、ジャコビーはソールドを避さけ、そのまま谷に生える樹木の陰かげに回り込む。

　二人は、西日の影えい響きようを避けるべく、谷の陰かげの中で相争っていた。

　谷の斜しや面めんはなだらかだが、背の高い木がところどころに密集して生えている。視界は悪く、空戦に適した空域とは言えない。

　ペドロにもジャコビーにも、この不利な環かん境きようを克こく服ふくするだけの技量はない。そして、二者の間にも大した技量の差はない。故ゆえに、敵の攻撃を防ぐのは楽だが、相手の防ぼう御ぎよを貫つらぬくのは難しい、という膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。

「高度を上げろよ、ジャコビー！」

　ペドロは声を張り上げて呼びかけた。

「お互たがい、こんなところで飛んでちゃ、百年経たっても決着つかないだろうがよ！」

　波線軌き道どうを描えがき、樹木の陰かげの上へ飛び出してはまた沈み、を繰くり返す。挑ちよう発はつ的な行動でジャコビーを苛立たせ、判断力をなくしたところを一気に葬ほうむる──というのがペドロのプランだ。

「ふざけるなッ！」

　ジャコビーは飛び出し、一気にアプローチをかける。軌道を曲げながらの接近だが、

「丸見えだぞ、ジャコビー！」

　ペドロの想像を超こえるものではなかった。その軌道上へ、ソールドを放ほうり込む。

「おおおお──ッ！」

　ジャコビーは突とつ進しんしながら、最初の攻撃をソールドで受け止める。

　ペドロの攻撃ソールドは、ジャコビーの防御ソールドを外へはじき出した。

「最初からこれが狙いよ！」

　防ぼう壁へきを失い、裸はだかになったジャコビーに、ペドロはもう一枚のソールドを墜とした。

　ジャコビーを右半身と左半身に分かつであろう、完かん璧ぺきな攻撃だったが──

「ペドロォォ──ッ!!」

　驚きよう異い的な反射神経で、ジャコビーは身をねじる。

　ほんのわずかな間かん隙げきを作り、ジャコビーはソールドとすれ違った。

「……ッ！　まだだッ！」

　最初に投じたソールドを引き戻もどし、ペドロは斜め後ろからジャコビーを襲おそった。

「ぬぐうッ」

　乱れた回転のかかったソールドは、ジャコビーの右足に激げき突とつした。

　それでも、ジャコビーの突進は止まらない。

「なにぃ!?」

　焦あせりながらも、ペドロは墜ちる軌道を曲げて逃げようとするが、

「このッ！」

　ジャコビーの腕うでが伸のびて、ペドロの襟えりを捕つかまえる。

「……！」

　腕に腕をぶつけ、ペドロはどうにかジャコビーを振ふり払はらった。二人は反対方向に墜ちていく。

「逃がさん……！」

　遠ざかりながら、しかしジャコビーは首をねじり、ペドロへの再接近を試みる。

　このままでは追いつかれ、殺される──ペドロが震ふるえ上がったその時、

「ひゃあああッ」

　可憐の悲鳴が、谷に響ひびき渡わたった。

　ペドロとジャコビーは、同時に見み出いだした──谷に転がり落ちてきた、可憐の姿を。

「大チャンスッ！」

　すぐさま、ペドロは可憐目がけて墜ちた。

「おまえ……！」

　わずかに遅おくれて、ジャコビーも可憐のもとへと墜ちる。

　あとから動いたとはいえ、ジャコビーの方が可憐に近い。最短距きよ離りで墜ちていけば先に保護できる──そう判断した。

　その判断は、失策だった。単純な軌道を取ってはいけない、という初歩の失策を、ジャコビーは犯おかした。

　ペドロはその失策を見み逃のがさなかった。

「……あばよ、ジャコビー！」

　二枚のソールドを、ペドロは時間差で墜おとした。




「……ううッ……」

　体中の痛みに苛さいなまれながらも、なんとか可憐は身を起こす。

　傾けい斜しやのゆるさが、幸いした。ひどく全身を打ち付けはしたものの、動けないほどの怪け我がは負わなかった。

「神護、神護は……！」

　声を張り上げて、自分の居場所を神護に伝えたかった。が、やはり声がまともに出ない。

　どうしよう、と天を振り仰あおぐと──

「可憐！」

　ほぼ頭上から、ジャコビーが墜ちて来た。

「……ジャコビーさん……！」

　すがりつくように、可憐は腕を伸ばす。

　応じて、ジャコビーも可憐目がけて、腕を伸ばし──

「ッ……!!」

　ソールドが、ジャコビーの胴どうを真横に裂さいた。

　更に、遅れて飛んできたもう一枚のソールドが、ジャコビーを縦に両断する。

　可憐の頭上で、ジャコビーは四つに分ぶん割かつされた。

　落ちる軌き道どうはさして変わらず──ジャコビーだったものが、可憐に降り注いだ。

　血が。

　肉が。

　内臓が。

　はみ出した骨が。

　最さい期ごに可憐を捉とらえたはずの、虚うつろな瞳ひとみが。

　渾こん然ぜん一体となって、可憐を連続的に打った。

「…………」

　正確に十秒、まるで氷こおり漬づけにされたように固まった後、可憐は震え始め──




「亜依ッ！」

　アッシュは亜依の背中に取り付いた。

　両りよう腕うでを逆手に取り、首の裏側を足裏で押さえ、亜依の上半身を弓のように引き絞しぼる。

「ぬあああああッ」

　容よう赦しやない締しめ上げに、亜依は悲鳴を上げた。

　それは半ば、屈くつ辱じよくの叫さけびでもあった。こんな風に背後を取られるということは、はっきりとした技量の差があるということだ。

「大口叩たたいていた割には、みじめなものね、亜依……！」

　アッシュは亜依に語りかけた。

「さて……あなたの無意味極きわまりなかった人生にいささかなりの意義を残すためにも、私の質問に答えてほしいんだけど」

「はあ？　誰だれが……」

　と亜依が言った瞬しゆん間かん、

「あがががが！」

　骨も砕くだけよとばかり、アッシュは亜依を締め上げた。

「答える気がないなら、このまま腕をもぎ取るだけよ」

　冷たい声を、アッシュは放つ。

「このあたしに何を喋しやべらせようってんだよ！」

　最後の悪あがきをする亜依に、

「……ヘイルメリー」

　短く、アッシュは呟つぶやいた。

　その一言に、亜依は動きをぴたりと止める。

「……アハハハ」

　そして、小さく笑った。

「ヘイルメリーは、あんたみたいなできの悪い妹を忘れてないってさ！　前に会った時に言われたよ、もしアッシュと出くわすようなことがあったら、おっぱいをちぎり取って貧乳身分に叩き落としてやれ、ってね！」

「……そう」

　感情を表さず、アッシュは言った。

「ヘイルメリーらしいわね。もっとも、無む駄だな命令だったようだけど」

「どうかな!?」

　次の瞬間。

　斜ななめ下から飛んできた亜依のソールドが、アッシュの背を襲おそった。

「……そんなことだろうと……！」

　攻こう撃げきを予期していたアッシュは、亜依を蹴け飛とばし、思い切り突つき放した。

　ただし──亜依の右腕は、がっちり摑つかんだまま。

　ガキン、と骨が脱だつ臼きゆうする音がした直後、

「うおあッ!?」

　ソールドが、亜依の右腕を、肩かたごと切断した。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、血の赤が弾はじけた。

「……アシュラータァァァァ──ッ!!」

　怨えん嗟さの声も、むなしく響ひびく。

　叫びながら、亜依は落ち──そのまま、大地を覆おおう森の中に姿を消した。

「さよなら、亜依」

　亜依を見送った後、手元に残った亜依の右腕を、アッシュは放ほうり出した。

　右腕はまっすぐ森に落ちていく。主あるじを追いかけるかのように。

「腕は返すわよ。腕がなくちゃ、カカシにすらなれないものね」

　吐はき捨てた後、アッシュはくるりと身を翻ひるがえし、スキントン村方向を見やった。

「……アッシュ！　アーッシュ！」

　ちょうどその時、要とメティスがアッシュのもとにやって来る。

　二人の無事な姿にアッシュは笑え顔がおを閃ひらめかせたが、

「……可憐は？」

　可憐の姿がないことに気づいて、問いかける。

「わからねーんだ」

　アッシュのそばで静止して、要は首を左右に振ふった。

「俺達が行った時には、もういなかった」

「どういうこと？」

　眉まゆをひそめるアッシュに、

「どういうことか分からないから、調べなきゃならないんだよね」

　メティスはそう言って、村を振り返った。

「幸い、同士討うちもだいたい終わったみたいだし、村の人にも話聞けるんじゃないか？」

「……そうしましょうか」

　答えて、アッシュも背後を振り向いた。

　日は完全に没ぼつしている。空は雲に覆われ、大地に明かりはなく、見み渡わたす限かぎり完全に真っ暗だ。

「どこかにいるとしても、すぐに捜さがし出すのはかなり大変そうね……」

　正直な感想をアッシュは口にする。

「すぐに捜し出すんだよ」要は、力ちから一いつ杯ぱい言った。「すぐに、だ。最悪、何があったのか、突き止めなきゃならねー……」







「…………!?」

　神護が、三人目の追つい跡せき者にとどめをさした、ちょうどその時。

　凄すさまじい悲鳴を、耳で捉とらえた。

　獣けものの咆ほう吼こうか、と一いつ瞬しゆん思った。おおよそ人間が出せるとは思えない、凄せい絶ぜつな音だったからだ。

　だが、悲鳴は断続的に続き、やがて深い慟どう哭こくを表す響きが混じり始める。

　そして、唐とう突とつにぴたりと止まる。

　しばしの間の後──神護は雷かみなりに打たれたように身を震ふるわせた。

「まさか……可憐か!?」

　気づいた瞬しゆん間かん地を蹴けり、悲鳴の方向目がけ、墜おちる。




「でかい声を出すんじゃねーよ！」

　ペドロは、可憐から少し離はなれた場所に着地した。

　膝ひざをついた格好で、可憐は身を震わせ、何度も絶ぜつ叫きようしていた。

　そんな可憐に、ペドロはゆっくり歩み寄る。

「まあ、せいぜい泣きわめけよ。憐あわれっぽく振る舞まって、神護に訴うつたえかけてくれ──」

　あと五メートルまで近づいたところで、不意に可憐は声を止めた。

「……ん？」

　不ふ審しんに思って、ペドロも足を止める。

　微び動どうだにせず、可憐は固まっていた。が、やがて──ゆっくりと立ち上がる。

　全身血にまみれた姿で直立し、首を動かして、ペドロを見やった。

「……因果応報……」

　低い、しかしはっきりとした声で、呟つぶやく。

「イセス・メリアには、因果応報って言葉はねえのかよ……？」

「なんだって？」

　唐突な問いかけ、そして妙みように男らしい口調。ペドロは戸と惑まどった。

「善行には良い報むくいが、悪行には悪い報いが下って然しかるべきだ。だってのに、ジャコビーはなんでこんな目にあった……？」

　一歩、可憐はペドロに向かって踏ふみ出した。身体からだが揺ゆれて、全身に浴びた血がしたたる。

「ジャコビーもパリスも、可憐に優やさしくしてくれたんだぜ。その二人を、よりにもよって、可憐の目の前で惨ざん殺さつするたぁ──」

　す、と手を伸のばし、ペドロを指さす。

「──悪行には、悪い報いだ」

「……ハッ!?」

　ペドロの後背に、ソールドが迫せまっていた。
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　ソールドは、端はしではなく、面を向けて墜ちてきた。ペドロに激げき突とつし、その身体を軽々とはじき飛ばす。

「のふゥッ」

　吹ふき飛ばされながら、ペドロは自分の身を打った物を見る。ジャコビーのソールドだった。

「──ッ、貴様──」

　いつの間に引導士能力に目覚めた、とペドロが言うより早く、二枚目のソールドが激突。ペドロの足を薙なぐ。

「ふごッ」

　ペドロは豪ごう快かいに転てん倒とう。足あし下もとをすくったソールドに、己おのれの身を叩たたきつけた。

　ペドロを乗せたまま、ソールドは上じよう昇しよう。

　そして、ペドロの視界を塞ふさぐように、空からもう一枚のソールドが墜ちてくる。

「なッ……」

　気づいた時には、もう遅おそい。

　二枚のソールドは、衝しよう突とつした。間にペドロを挟はさんで。

「…………!!」

　自由落下速度にある六十キロの物体二つに挟きよう撃げきされて、耐たえられるはずがない。

　体中の骨が一いつ斉せいに砕くだける音を、ペドロは聞いた。

　激突の後、力無く地面に転落する。

「……いいツラだな？」

　倒たおれ伏ふしたペドロのそばに、可憐は歩み寄った。

「…………」

　ペドロは白目を剝むき、顔に恐きよう怖ふと驚きよう愕がくと鼻血を張り付け、わずかに身もだえしていた。意識があるのかないのかすら、傍はた目めには分からない。

「殺す前に、少しはジャコビーやパリスの苦しみを味わってもらおうと思ってさあ。できれば全身の骨二○六本を正確に四一二本にしてやりたいところだけど、さすがにそんな根気はねえんで、今ので勘かん弁べんしてやるよ」

　宣言して、可憐はソールドを摑つかみ、ペドロの首の上に持ち上げた。

　今度は、面ではなく、端を向けた。




「……可憐!?」

　神護は、谷の斜しや面めんに可憐らしき人ひと影かげを見み出いだして、叫さけんだ。

　人影は神護に気づくと、

「……神護か」

　短く答えた。その声は、まさしく可憐のものだったが──

「どうした、可憐……？」

　違い和わ感かんを、神護は覚えた。まるで別人のような喋り方だったからだ。

　だが、決して聞き覚えのない口調ではない。

「遅おせぇ、神護！　もうちょっと早く来てくれりゃ、ジャコビーも死なずに済んだのによ……！」

「…………」

　どう応じたものか、神護は迷った。

　逡しゆん巡じゆんしている間にも、可憐は大おお股またに神護へと歩み寄ってくる。

　ひどく体力を消しよう耗もうしているせいで、その足取りはおぼつかない。だが、ここにもはっきりとした特とく徴ちようが現れている──可憐の歩き方では、ない。

　やがて、日にち没ぼつの闇やみの中に、可憐の姿が浮うかび上がる。

「可憐、何があった、その格好──」

　全身血まみれの乱れた姿に、神護は驚おどろきの声を放った。

「ジャコビーが、身を挺ていして守ってくれたんだよ」

　言って、可憐は神護を見み据すえる。

　顔が、ひどくやつれていた。ここ数日の苦難の深さが刻み込まれている。

　ただ、可憐の両目だけは、爛らん々らんと輝かがやいていた。

「ペドロはどうした、可憐……」

　敵の姿はないか、と神護はあたりに視線を配る。

「さっきから、可憐可憐ってうるさいね」

　と、可憐は言った。

「俺のこと、忘れちまったのか？　神護よお」

「……!?」

　神護はピンと来た。やっと思い出した。

「エレナ……秋あき篠しのエレナ!!」

　死せる幼なじみの喋しやべり方に、ひどくそっくりなのだ。

　理解した瞬しゆん間かん、神護は新たな疑問に囚とらわれた。なんで可憐がエレナみたいな喋り方をしているんだ？

「そうだよ、エレナだよ」

　にっ、と可憐は笑った。その笑顔も、かつてのエレナそっくりだった。

「さっきの質問だけど、ペドロはホラ、この通り」

　右みぎ腕うでを軽く、可憐は揺ゆらす。

　その右手は、ペドロの髪かみの毛をつかんでいた。

　ただし──首から下がない。

「!!」

　思わず、神護は一歩退いた。

「ははッ」可憐は笑った。「怖こわがんなよ。こいつを殺した証明に持ってきたんだ」

　そして、ぶら下げていたものを軽く浮かして、蹴けり飛ばした──ゴールキーパーがサッカーボールを蹴るように。

　それは、谷間にアーチを描えがいて──すぐに見えなくなった。

「…………」

　神護は、呆ぼう然ぜんとした。

　まさしく、エレナの魂たましいが舞まい戻もどってきて、可憐に取りついたかのようだった。そんなこと、あるはずがないのに。

　何を問いかけるべきか、迷っている間に、

「……ム」

　可憐は神護の後方を睨にらみ、わずかに身構えた。

　神護も振ふり向くと──マリオンが、ゆっくりと二人の元に近づきつつあった。

　ふわり、とソールドを浮かせる可憐に、

「待て！　あいつは敵じゃない」

　素す早ばやく神護は制止の声を投げた──可憐が引導士の力に目覚めているという事実に驚きつつ。

「敵じゃない……？」

　疑わしげに呟つぶやく可憐だったが、神護の言葉を受け入れ、ソールドは浮かしたままにマリオンを待つ。

　マリオンは、二人の眼前に着地すると、その場に片かた膝ひざをついた。

「トラブルはあったものの、どうにか切り抜ぬけたようですね」

「あんた、一体何者なんだ？」

　神護に問われて、マリオンはすぐには答えず、自分の顎あごに手をかけた。

　めりめり、と音がして、顎を覆おおう髭ひげが外れる。付け髭だった。

　髭が全部剝はがれると、細い面おも立だちが下から現れる。

「……って、女だったのか！」

　神護はびっくりした。

「私の本名は、マリア・レフトウィッチ」

　マリオン──マリアは、そう名乗った。

「『平原の民たみ』です」

「へえ？」可憐が興味を示した。「聞いたことがあるな。貧乳至上主義の武装集団だとか。おっぱいの大きい亜依が憎にくくて、潜せん入にゆうしてたってのか？」

「そんなところです」マリアは答える。「ただ──あなた方がサウザンライツの前に現れたことで、任務が一つ増えました。私達は、貧乳至上主義をこの空と大地にあまねく広げるため、特に貧乳の異邦人を集め、迎むかえ入れているのです」

「そういうことか……」

　やっと、神護はマリアの真意を理解した。

「そいつは面おも白しろそうじゃないか！」

　笑顔を、可憐は見せた。獲え物ものを見つけた獣けもののような笑みだ。

「俺達を迎え入れてくれるのか？　神護も一いつ緒しよに？」

「喜んで」マリアは即そく答とうした。「我々は、優すぐれた引導士をたくさん必要としています」

「だってさ。やっと、まともな庇ひ護ご者に巡めぐり会えたみたいだぜ」

　可憐は、神護に顔を向けた。

　神護は何も答えなかった。

「だってさあ」可憐は言葉を連ねる。「今いま更さらスキントン村に帰るわけにもいかねえだろ？　何人村人が生き残っているか知らねえけど、その人らが俺らの顔を見たがっているとは思えないね。たった今、村人を四人殺したばかりだし」

「……たしかに」

　神護は頷うなずくしかなかった。

「選せん択たくの余地はないってことか……」

　口を引き結び、神護は決心して、マリアに言った。

「一つだけ、頼たのみがある。ジャコビーとパリスを、葬ほうむってやってくれないか」

「あ、それは俺からも頼む」可憐も言った。「ジャコビーをここに放置するのは、いたたまれないからさ」

「わかりました」マリアは頭を下げた。「お二人を手厚く葬ること、固くお約束します」

　ぱん、と可憐は手を叩たたいた。

「じゃ、話は決まりだ。とりあえず、水浴びできるところを教えてくれない？」

　血まみれの全身を、可憐は誇こ示じした。

「では、合流予定地点まで行っていただけますか。あの辺、小川が流れていますので」

「いいね。じゃ、さっそく行くか」

　ふわり、と可憐は宙に浮ういた。マリアの指示を得て、小川目指して墜おちていく。

「…………ジャコビーのこと、頼む」

　マリアを置いて、神護も可憐に続き、墜ちる。

　彼の心は、まだ混乱の最中にあった。

　一体、可憐はどうなってしまったのか？

　重大な疑問だ──が、容易に答えが得られるはずもない。特に、今みたいに疲つかれ切った状態では。

「いや……」神護は頭かぶりを振ふった。「とにかく、俺は可憐を守る。それがただ一つの原則だ……」

　自分に言い聞かせるように声を漏もらして、神護は闇やみの中へと墜ちていった。

























「大変だ……！」

　異邦人オーバージー回収班の元に、サウザンライツ構成員の叫さけび声が飛んでくる。

「みんなやられた！　ボスからコルビーからシンクレアまで、みんな死んじまった！」

　異邦人を拾い終え、ひとところに集まっていた回収班の面々は、この衝しよう撃げき的な知らせに皆みな顔色を変えた。

「おいおい、なんの冗じよう談だんだ……」

　一人がツッコミを入れるが、

「冗談じゃないって！」

　やってきた男は、全力で否定した。

「コルビーとシンクレアがとうとう仲間割れを起こしたんだよ！　そこにシュマルカルデンのエージェントがやってきて火に油を注いで回って……。信じられないならスキントン村に戻もどってみろよ！　エージェント連中にあっという間に殺やられちまうぜ！」

　回収班の面々はお互たがい顔を見合わせる。コルビーとシンクレアの不仲という公然の秘密が、このにわかには信じがたい話に信しん憑ぴよう性せいを与あたえていた。

「おまえは、どうするつもりなんだ」

　回収班の一人が男に問うと、

「逃にげるに決まってんだろ！　サウザンライツは壊かい滅めつだ、壊滅！　おまえらも命が惜おしかったら、さっさと逃げて、身を隠かくすなり別働隊に合流するなりするこった！」

　言い終えるが早いか、男は回収班を無視して逃げ出した。

　回収班の面々は再度お互いの顔を見回した後、

「その話、俺は信じるぜ！」

「俺も俺も！」

　我先にと、蜘蛛くもの子を散らすように逃げ出した。

　一分も経たたぬうちに、その場は静せい寂じやくに満たされた。

「……あれまあ」

　取り残されたアリメルドは、ぽかーんとして呟つぶやいた。

「なんとねえ。亜あ依より君、あれだけ大口を叩たたいていたのに、このザマかね？　こいつはちょっと予想外だったな……」

　アリメルドにとっても信じがたい話だった。村に戻り、この目で真しん偽ぎを確かめたいという衝しよう動どうにかられもするが、

「……いや、彼の言葉が冗談とは思えないな」

　思い直して、自らのソールドを見やる。

　ソールドの上に、気を失った異邦人が寝ね転ころがっていた。その数、三名。

「彼らを保護する義務もある。危険に近づくのは非合理だ」

　す、とアリメルドは自身とソールドを宙に浮うかせた。

「ま、私としては、異邦人を確保できたし、亜依君との約束を守る必要もなくなったということだ。結果的には万ばん々ばん歳ざいと言えるな」

　フフ、と含ふくみ笑いを漏もらして、アリメルドは地面すれすれを滑すべりながら消えていった。







　スキントン村の生き残りに接せつ触しよくして、要かなめは神しん護ごと可か憐れんの話を聞き出した。

　まず何をおいても、神護の生存が確かく認にんできたことは何よりだった。少し前から神護と可憐はこの村に立ち寄り、ジャコビー・メイなる人物の家に居い候そうろうしつつ用心棒を務めていた。ところがサウザンライツがやってきて神護の身み柄がらを島の上に、可憐の身柄を村の中にそれぞれ拘こう束そくしたのだという。

「でも……神護も、いなくなっているんだよな」

　亜依を葬ほうむってのち、まず要達が手をつけたのは、スキントン村そばに漂ただよっていたサウザンライツの島四つの再捜そう索さくだった。が、隠れ家がの島も他ほかの島も無人となっていた。

　翌日、日が昇のぼった後も、神護と可憐は姿を現さなかった。

　要は肩かたを落とした。あとちょっとのところで、神護、可憐と再会できる機会を逃がしてしまったらしい。

「戻って来やしねえだよ、神護は」

　と、村人マシューは言ったものだ。

「向こうにしてみりゃ、村に裏切られたようなもんだべし、俺達としても、あいつさえ来なきゃこんなことにはなんねかったと思うとなあ……」

　重苦しい言葉を吐はいて、マシューはあたりを見み渡わたした。

　村の墓場には、新しい墓標が多数並んでいた。村長らをはじめとした、今回の騒そう動どうの犠ぎ牲せい者しや達の墓である。

「ま……、こいつが、神護なりの最後の挨あい拶さつだべかね」

　ある墓を、マシューは手で示した。

「これは？」

「神護が世話になってた家の住人の墓だべな」

　墓石には、ジャコビー・メイの名が刻まれていた。

「今朝、墓穴掘ほりに出てきてみたら、既すでにできとってなあ。しかも、奥さんの隣となりに」

　ジャコビーの隣には、パリスの墓があった。生前の仲なか睦むつまじさを示すかのように、寄り添そって建っている。

「……そうですか」

　要は、二人の墓の目の前で手を合わせ、黙もく禱とうした。見たこともない相手ではあるが、そうすることが義務であるように思えた。

「あなた方は……これから、どうするのですか」

　アッシュが、マシューに問いかける。

「どうやら、独立して農業を続けるってのは、もう無理だべなあ」

　ため息を吐つきながら、マシューは頭を左右に振ふった。

「どこの勢力の庇ひ護ごも受けねえで、自主独立を貫つらぬく、ってのが先祖代々受け継ついできたスキントン村の原理原則だったんだけどなあ。こんだけ人が減っちまったら、どうにもならねえべ」

　そして、アッシュに顔を向ける。

「ま、あんた方んとこの国を頼たよるのも、一つの手だべかね」

「歓かん迎げいしますよ」アッシュは言った。「私達は、来る者を拒こばみませんから」

「ありがてえ話だ」

　言って、再び墓石に視線を戻もどす。

「村長やジャコビーをここに置いていくことになるけんど、ま、俺達放ほう浪ろう農民の宿命だものな……」

「ちょっと待って」要は口を挟はさんだ。「あんた方が耕しているこの農地は、持っていくわけにはいかないぜ」

「そりゃそうだ」マシューは言った。「農地を放ほうり出すことになるべな」

「なんでそんなこと、──」

「なあに、よくある話だよ」

　手を挙げて、マシューは要の発言を制した。

「自分の財産は自分で守る。そりゃ逆に言えば、自分で守れない財産は持ったらだめだってことだべな。あんた方の世界とは違ちがって、財産を保証してくれる他人なんてどこにもいねえのよ」

「…………」

　要は、何も反論できなかった。

「とはいえ、二度と帰ってこられないってわけでもねえだよ。生きていさえすりゃ、いつか戻ってこられるかもしれんべな。ハハッ！」

　マシューは陽気に笑って、場の暗い雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばした。







「あれが、目的地です」

　マリアが指し示す先に、空飛ぶ巨きよ大だいな岩山があった。

　たいていの場合、人間の居住が可能な島は、上面が平らになっているものだ。しかし目指す島は、まさしく岩山だった。ごつごつとした岸がん壁ぺきが、そびえ立っている。その形状はさながら、皿一いつ杯ぱいに盛られたかき氷を思わせる。

「あんな場所に人が住めんのかよ。壁へき面めんに巣でも作れってか？」

　もっともな疑問を可憐が口にすると、

「崖がけに住めとは言ってませんよ」

　マリアはそう答え、岩山を回り込むようにアプローチする。ほどなくして、

「おお……割れてるな」

　神護は感かん嘆たんの声を漏もらした。

　岩山の頂点から島の半ばにかけて、巨大な裂さけ目が走っている。そして、その裂け目の内側に隠かくれるように、聖堂のような巨大建築物が建っていた。

　神護と同じく、可憐も感心した。

「へえ、こりゃ立派だ。こんだけの代しろ物ものを隠しておくなんて、もったいねえな」

「我々の力の源の一つは、得体の知れないところでして。我々の規模を想像させる手がかりになりそうなものは、できるだけ世間の目から隠すようにしているんです」

「ふーん。観光地にでもして、拝観料かなんかを集めればいいのに。いくらかでも活動費のたしになるんじゃねえの」

「……将来的には、そうするのもいいかも、ですね」

　可憐の提案を、マリアは真しん摯しに受け止めた。

「その時は、俺を運営委員か顧こ問もんかなんかに加えてくれよ。働かなくても金が入ってくる役職がいいなあ」

　可憐はマリアを軽く叩たたいた。

「…………」

　そんな様子を、神護は注意深く観察している。

　あれからというもの、可憐は「エレナ」のままだった。「可憐」が戻ってくる様子は、まったくない。

　おそるおそるながら、直接可憐に尋たずねてみると、

「俺は可憐を守るためにここにいる。それで十分じゃねえのか？」

　という答えが返ってきた。自らの身体からだが可憐のものだということを認にん識しきしつつ、しかし自分自身はエレナであるという主張だ。

　ここ一ヶ月間の精神、肉体への負担の結果、可憐の心が耐たえきれなくなったのか──そう神護は解かい釈しやくした。限界を突つき抜ぬけた可憐が最後にすがったのは、今は亡なきエレナの魂たましいだった、と。

　どのように接すればいいのか、神護は判断をつけかねている。可憐をエレナとして扱あつかうべきなのか、それとも可憐は可憐だと指し摘てきしてやるべきなのか？

　理想は、可憐としての自意識を取り戻もどしてやることだ。が、可憐の心が、イセス・メリアという現実を受け入れることができるのか、はなはだ疑問だ。ガラスの器うつわのような可憐の心が、砕くだけ散ってしまうのではないのか。

　可憐自身も、それを防ぐために、エレナという別人格に頼たよったのではないのか？

　そう考えると、エレナとして扱ってやるのが安全策ではないか、と思えてくる。少なくとも、壊こわれかけの可憐の心にとどめを刺さしかねないギャンブルをすることはできない。

　一行は、聖堂の前のわずかな平地に着地した。すぐそばから聖堂の頂点、高い尖せん塔とうを見上げると、荘そう厳ごんな感がいや増す。

「お二人には、ここで生活していただきます」とマリア。「元いた世界の住じゆう環かん境きようと比べれば、色々と不都合はあるでしょうが──」

「この一ヶ月間、ねぐらにしてきた場所に比べりゃ、はるかにマシだ」

　と答えて、可憐は神護を見やり、くいくいと手招きする。

「行こうぜ、神護！」

　わずかな間の後、

「……ああ、行くか、エレナ」

　はっきりと声に出して、神護は言った。

「やっと俺の名前を呼んでくれたな？」

　ニヤリ、と笑うと、可憐は神護の腕うでにしがみつき、引っ張った。

　どんな顔をすればいいのか分からないまま、神護は可憐に引っ張られていった。







「…………」

　長い逡しゆん巡じゆんの後に、要はスケッチブックをぱたりと閉じた。

「あら。絵、描かかないの？」

　アッシュの声に不意をつかれて、要はびくりとした。

「なんだよ、アッシュか。驚おどろかせるな」

「ここ、いいかしら」

　許可をもらって、アッシュは要の隣となりに座った。

「考え事でも、してたのかしら」

「まあな」

　短く答えて、要は椅い子すに座り直した。

　要達は、シュマルカルデンへの帰き還かんを果たしていた。

　結局、アリメルドとは接せつ触しよくすることすらできなかった。けれども、本来の任務、サウザンライツの壊かい滅めつという任務については、赫かく々かくたる成果を上げることができた。その点、シュマルカルデン大公に報告すると、

「よくやってくれた、諸君。君も初任務、大変だったろう、ご苦労だったね」

　大公はそう言って一同をねぎらい、次の任務までの間の休きゆう暇かを与あたえた。

　休暇を与えられたはいいものの、右も左も知らぬ要には行く場所など、ない。そこで日本人街の街並みをスケッチでもしてみようか、と街中をぶらつき、喫きつ茶さ店てんのオープンテラスに陣じん取どったのだが──どうにも筆が進まない。

「……私を描いてみる気はない？」

　不意に、アッシュは提案した。

「なに」

　意表をつかれた要だったが、

「……いいな。ちょっとやってみるか」

　スケッチブックを開き直して、鉛えん筆ぴつを手に取った。アッシュの顔をじーっと見つめ続けた後、作業を開始する。

「……何を考えてたの？」

　要が絵に没ぼつ頭とうする姿をしばらく眺ながめた後、アッシュはさりげなく切り出した。

「こっちに来てから経験してきたことについて、全ぜん般ぱん的に」

　視線を紙面上に落としたまま、要は答えた。

「こういう言い方をするのは失礼だろうが、イセス・メリアは地じ獄ごくに限りなく近い場所だ」

「気にしないで」アッシュは言った。「よくそう言われる」

「初めて来たばかりの頃ころは、貧乳に対する強きよう烈れつな差別ばかりが目についたけど、それだけじゃねーな。ゴミのように死んでいくのは、貧乳だけじゃねー。誰だれもが、自分が傷つかねーためには他人を傷つけなきゃならねーっていうジレンマに追い立てられてるみてーだ。そうなりゃ、誰だって、他人を傷つける方を選ぶよな」

「一言もないわね」

　わずかに、アッシュはうつむいた。

「私だって、自分自身を守るために、たくさんの人間を殺してきたもの」

「別に、イセス・メリアの人間はモラルが劣おとっている、とか言いたいわけじゃねーぜ」

　早口に、要は言葉を投げた。

「人間は環かん境きように適応する。そこにいいも悪いもねー。ただ、生きていくには、日本にいた時よりはるかに必死にならなきゃならねーってだけの話だ。つまり、俺もイセス・メリアで生きていくには、適応していく必要がある。郷ごうに入りては郷に従うより他ほかにない」

　フー、と要は息を吐はき出す。

「でも……それは、抜ばつ本ぽん的てきな解決じゃねー。俺としては、いつ命の危険に脅おびやかされるか、ビクビクしながら生きていくのはイヤだ。おびえずに生きていくためには、イセス・メリアそのものを変えなくちゃならねー……」

　絵を描く手を止めて、要は頭をもたげ、アッシュを見つめた。

「……シュマルカルデン同盟は、イセス・メリアそのものを変えようとしている。そういう解かい釈しやくでいいのか」

「それでいい」

　アッシュは、はっきりと答えた。

「だからこそ、私はシュマルカルデンに身を寄せている」

「そうか。そうだよな。……よし、これで、完全に決心が付いた」

　決意を込めて、要は言った。

「俺は、シュマルカルデンのために働く、と改めて宣言する。イセス・メリアの現状は戦国時代のようだ、と言えば聞こえはいいかもしれねーが、つまり無政府状態じゃねーか。自分を守るだけの力を持たねー人間は、いいように虐しいたげられて、死んでいく。そんな人々を救えるのは、賢かしこい為い政せい者しやと、為政者を支える強い統治機構だけだ。だが、今のベタイゴイツェ王国にそんな力はねーらしい。となれば、選せん択たく肢しはただ一つしかねー」

「なるほどね」

　アッシュは、小さな微笑ほほえみを浮うかべた。

「なら、あなたは、私と志を同じくする、同志よ」

　身を乗り出して、アッシュは握あく手しゆを求めた。

「これからも、よろしくね」

「ああ。こっちこそ、よろしく頼たのむ」

　真しん剣けんな表情で、要はアッシュの手を握にぎり返した。

　しばしの間、手をつなぎ続けた後──

「……で、私の似顔絵は、どんな具合かしら」

　アッシュは要のスケッチブックをさらい取った。

「あ！　こら！　勝手に見るんじゃねー！」

　要は取り返そうとするが、アッシュは要の顔面を捕つかまえて遠ざけ、スケッチを見る。

「…………誰コレ？」

　スケッチには、アッシュとはまったく別人の女性の肖しよう像ぞうが描えがかれていた。

「それは、その──」

　要が言い返そうとすると、

「……ん？」

　アッシュの目の前を、肖像画の女性が通り過ぎていった。

　自分の立ち位置とその周辺を、アッシュは確かく認にんする。

　要とアッシュを結ぶ直線の先、アッシュの背後の側に、隣となりの席があった。そのテーブルの上には、飲み干されたカップが残されている。

「あらいけない、忘れ物」

　肖像画の女性はそう呟つぶやくと、慌あわててとって返し、カップが残った席のそばに落ちていた傘かさを拾い上げた。他に忘れ物をしていないかどうか、改めて一いち瞥べつした後、立ち去っていく。

「……どういうことかしら」

　アッシュは、冷たい声を要に投げかけた。

「いや、その」要は言い訳した。「たまたまアッシュの向こう側に、綺き麗れいな女性が見えたんで、このままアッシュをダシにして、向こうの女性の方を描こうと──あがががが！」

　声が途と中ちゆうから悲鳴に変わったのは、アッシュが手を伸のばし、全力で要の顔面を握りしめたからだった。

「……この私を踏ふみ台にしたの……？」

「いやその、アッシュのバストアップを描こうとすると、バストが大きすぎてバランスが悪いかな、と──あががががが」

「イセス・メリアで生きていく上で、一つ大切なことを教えてあげるわ」

　要を固定したまま、アッシュは忠告した。

「おっぱいの大きな美人の機き嫌げんを損そこねると、えらいことになるのよ……ッ！」
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「わかった！　わかりました！　だから離はなしてー！」

　要は絶ぜつ叫きようした。

　存分に握り続けた後、ぱっとアッシュは手を離した。

「だったら、私のご機嫌を取ってもらいましょうか。大福を奢おごりなさい」

「大福だと……」

　顔を押さえながら、要はオウム返しした。

「任務成功報ほう酬しゆう、もらったでしょ？　お金がないとは言わせない」

「そりゃあるけど、どこに売ってんだよ、大福って」

　その手の店はあるか、と周囲を見み渡わたす。

「ここにあるわ」

　テーブル上のメニューを、アッシュは要の眼前に差し出した。

「ゲェー！　この喫きつ茶さ店てん大福売ってる！」

　メニュー上に、要は大福の文字を見み出いだした。

「さっさと注文する」アッシュは急せかした。「さもないと、またあなたの顔面を握あく力りよく測定器代わりにするわよ」

「わかってるって。何個欲しいんだ」

　問われて、アッシュは指を二本立てた。その後、ためらいがちに三本目の指を立てかける。

「やれやれ。……すいませーん！」

　ため息をついてから、要は店員を呼んで、

「大福四つお願いします」

　と注文する。

「四つ？」

「アッシュの分が三つ、俺の分が一つだよ」

「さすが要、気前がいいわね」

　ニコニコとアッシュは屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮かべた。

「……イセス・メリアでも、女はスイーツが好きなのかよ」

　普ふ通つうの女の子としての一面も、アッシュは持っているらしい。

　もう一度鉛えん筆ぴつを取り上げ、要は紙面に描き始めた──普通の女の子としての、アッシュの横顔を。







　　　あとがき







　六むつ塚づかです。

『墜落世界のハイダイバー２』をお届けします。







　今回の舞ぶ台たいは、前巻の最後で神しん護ごがたどり着いた地上です。

　地上は、メドラニカの縛しばりは緩ゆるいものの、空の掟おきてと無む縁えんではいられません。むしろ空の人々は積極的に地上における勢力拡大を狙ねらってきます。

　空も地じ獄ごくならば大地も地獄。神護はいまだに引いん導どう術じゆつに目覚めない可か憐れんを抱かかえ、生き抜ぬこうとします。そして要かなめも、二人を捜さがすため地上に降りてきます。三人は無事に再会できるのか──そしてそれ以前に、生き残ることができるでしょうか？　という話になっております。

　前巻では主としてメドラニカによって生み出される地獄に焦しよう点てんを当てましたけれども、結局の所イセス・メリアは万ばん人にんにとって地獄のような場所なのです。




　一応念のために言っておきますが、僕個人に、貧乳に対する恨うらみはないと断言しておきます。胸のサイズで女性の価値が決まるなんて、そんなバカな話がありまっかいな。

　ただ──時代や地域によっては、「バカな話」がまかり通ったりすることもあります。わかりやすい例としては、魔ま女じよ狩がりとか。「魔術を使ったらしい」とかいう疑いを受けただけで、裁きの場に引き出されて拷ごう問もんされて処しよ刑けいされるとか、現代人たる我々からすれば狂きよう気きの沙さ汰た以外のなにものでもありません。




　あるいは、宗教改革時代の争いもそうです。これは「バカな話」と一いち概がいに切って捨てるわけにもいきませんが、日本人からするとなかなか理解しがたい話です。

　例えばイギリスでは、国こつ教きよう会かいへ移行した後カトリックは敵視されるようになり、王政復古の時代にはカトリック陰いん謀ぼう事件と呼ばれる騒そう動どうが起きました。ロンドンにいるカトリック信徒が国王を暗殺してプロテスタントを皆みな殺ごろしにするという陰謀論が流れ、とある判事の不ふ審しん死をきっかけとしてイングランド中が集団ヒステリーに陥おちいった、というものです。この事件でカトリック信徒は迫はく害がいを受け、無実の人間が何十人も処刑されています。

　フランスでも、ユグノー戦争という宗教戦争が起きて、対立の果てに聖バルテルミの虐ぎやく殺さつという一大事件が発生しています。こちらは数千人のプロテスタントがカトリックによって殺されました。時の教きよう皇こうは虐殺の報に接すると「テ・デウム」を歌って神を讃たたえ、その日を記念日としたとか。




　この二つの事件の発生時期は百年ほどずれてはおりますが、一方ではカトリックが、一方ではプロテスタントが殺されたというのが興味深い点です。人は、世間の潮ちよう流りゆうという代物から逃のがれることは決してできず、一度惑まどわされれば、他人を殺すことだって平気でしてしまう──そういう生き物なのだと思います。たとえその理由、動機が、他時代の人間にはおおよそ理解できないものだとしても。

　とすれば、おっぱいの大小を理由に人を殺す人々がどこかの世界、どこかの時代にいるとしても不思議ではありませんよね。むろん、そのような信しん条じようは、否定されるべきものですが。それは物語の中ではっきりと明めい示じしているつもりです。

「バカな話」なんですよ。結局は。




　この物語は、モチーフの一つとして「宗教戦争」を念頭に置いています。

　宗教戦争のような、そう容よう易いには妥だ協きようし得ない信条によって引き起こされている戦いの嵐あらしの中に、要達は放り込まれました。「メドラニカなんて教義は間ま違ちがっている」と主張するのは簡単ですが、何の権力も持たない単なる一人の人間が叫さけんだところで誰だれも聞く耳を持ちません。それどころか、容よう赦しやのない悪意の渦うずに巻き込まれます。メドラニカという「世間の潮流」が生み出す悪意は、そう簡単には抗あらがえないほど強力なのです。

　このような環かん境きようの中にあっては、まずは生き抜くことを第一に考えなければなりません。が、迫せまり来る悪意を振ふり払はらうというのはあくまでも対たい症しよう療りよう法ほうであって、根本的な問題の解決にはなりません。結局の所、メドラニカをどうにかしないことには、要達には安息の日は訪れないのです。

　次から次へと降りかかる悪意を振り払いつつ、いかにメドラニカと対たい峙じするか。要達は、目の前の問題と大局的な問題の二者をともに解決しなければならない、という状じよう況きように陥っているというわけです。これはかなりの難問です。

　イセス・メリアで命を賭かけた冒ぼう険けんを強しいられることになった要達が、いかなる答えにたどり着くか──その過程と結論とが、このシリーズで紡つむがれるべき物語となるでしょう。







　次巻においては王国側の人間と平原の民の人間とが姿を現します。よりメドラニカを巡めぐる対立軸じくが鮮せん明めいになることでしょう。

　できるだけ早めにお届けしたいと思っております。それでは、また。





六塚　光あきら　　
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